
		
			[image: cover.jpg]
		

	
		
			[image: 001.jpg]
		

	
		
			[image: 002-003.jpg]
		

	
		
			[image: 004-005.jpg]
		

	
		
			[image: 006-007.jpg]
		

	
		
			[image: 008.jpg]
		

	
		
			規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士②

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			ミーユ十三歳。レインにめろめろ。

			レイン十四歳。授業をやったり奴隷制度の話を聞いたり。

			レイン十四歳。決闘の約束をする。

			ミリリの可能性。

			ミリリと無詠唱魔法。

			がんばるミリリ。

			お約束。～奴隷の少女とレストランに行ったら～

			ミーユの謝罪とエルフ先生。

			ミリリはいい子。

			マリナvsリン。～常識外れの英雄の恋人の実力～

			ミリリの飛躍。

			リンvsミリリ。

			決着！　リンvsミリリ。

			リンとミリリの決闘編・エピローグ。

			最強の死霊魔法使い、ネクロ＝ネテロ＝クラウド。

			ダンジョンに入るお話。

			みんなでダンジョン探索編。

			むかしから激しかったレリクス父さんのお話。

			vs七英雄ネクロ。～模擬戦～

			ミリリとイチャラブ[image: mokuji199kao.png]

			暗黒領域と行方不明者。

			高速進軍。

			暗黒領域の探索をする。

			暗黒領域のミノタウロス。

			狂ったのは善人だから。

			リリーナの死。

			あのね、あたしたち好きな人に、もう一度会うため生きてただけよ。

			vsネクロ。佳境

			vsネクロ。終局

			vsネクロ。決着編

			相変わらずなレリクス父さん。

			マリナがいつも通りなら、オレもいつも通りです。

		

	
		
			　

			ミーユ十三歳。レインにめろめろ。

			　

			　ふと目が覚めると、マリナの閉じられた瞳に、細長いまつ毛があった。

			　そして唇には、やわらかな触感。

			　裸のマリナが、オレにキスをしていた。

			「おはよ……」

			「うん………。」

			　マリナはほんのり頬を染め、体をするする下におろした。

			　朝の効果で元気になっているオレの息子を、巨乳でむにゅりと挟んでくれる。

			　ついでにペロペロ舐めてもくれた。

			　本当に、マリナは朝からエロい子だ。

			　いつもお世話になっています。

			　マリナにしてもらったあとは、カレンにも咥えてもらった。

			「ご主人さま、いやらしいぜな……」

			　と言いつつも、熱っぽく咥えてくれた。

			　ちょっとやらしい気分になっているときは、呼び名も艶っぽくなるのがカレンだ。

			　マリナと違って不慣れだが、ねっとりとした熱い触感が心地いい。

			　終わったあとは、三人並んで服を着た。

			　ドアをあけて、廊下へとでる。

			「っ…………」

			　ミーユがいた。

			　オレを待っていた感じではない。

			　オレがドアを開くタイミングで、ミーユもドアをあけていた。

			　この学園は、成績によって寮の部屋割りも決まる。実技試験でバカみたいな成績をだしたオレと、総合で首席のミーユの部屋は、隣同士なのである。

			「っ～～～～～～～～」

			　昨日のことを思いだしたのだろう。

			　オレを見つめるミーユの顔が、みるみるうちに赤くなる。

			　クソ生意気なクセに、やられた時には喘ぎまくって、次の日にはウブな反応を見せてくるとか……。

			　かわいい。

			　オレは部屋に連れ込んだ。

			　ベッドの上に押し倒す。

			「ややややっ、やめろよっ！　ばかっ！　サラシ巻いたばっかりなんだぞっ！」

			「終わったら、巻き直してやるから」

			「くっ……」

			　ミーユは、歯を食い縛って瞳を閉じた。

			　オレはサラシを解いてから、たっぷりとエロいことした。

			「あっ、あっ、ああんっ！」

			　ミーユはまったく抵抗しない。

			　むしろたっぷりと喘いで悦ぶ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　行為が終わった。

			　ミーユが、オレに背を向ける格好でベッドに座る。

			「早くつけろよ…………」

			　オレはサラシを手に取った。

			　ミーユの後ろから、背中や胸元を見つめる。

			　どの角度から見ても、立派なお胸さまである。

			　サイズで言えばＤはある。

			「このおっぱいを、隠すのかぁ……」

			　オレはため息をついて、ミーユの体を背中から抱いた。

			　生のおっぱいを、直接に揉む。

			「ひゃんっ！　あっ、あんっ！　さわるなぁ！　ばかっ、ばかあぁ!!」

			　ミーユは暴れるが、オレは構わずにいじり倒した。

			「もう……。この……。くそっ……」

			　最後のほうには大人しくなって、オレに黙ってさわられ続ける。

			　態度はクソ生意気だが、押しに弱くて体は素直だ。

			「でも実際、なんで男のフリしていないといけないんだ？」

			「オトコじゃないと、家長になれないんだよ」

			「家長に、男が生まれなかったら？」

			「家長になってから二〇年以内に、男の世継ぎを作れなかった場合、家長自体がすげ替えになる」

			「つまりオマエがやってるのって、家の基準で言ってもアウトなわけか」

			「だから……。ほんと……。黙ってて…………」

			　ミーユは、壊れそうなほどに儚(はかな)げにうつむいた。

			「それで誤魔化し続けて、どうする予定なんだ？」

			「ボクが適当な年齢になったら、適当な相手を見つけて、男の子を産ませる……って予定」

			「アリなのか？　それ」

			「家長の直系に、後継ぎが産まれなかった場合の制度だからな。

			　不満や批判はあるだろうけど、ゴリ押しでなんとかなる」

			「オマエは……それでよかったりするのか？」

			「仕方ないよ……」

			　オレは胸をむぎゅっと握り、乳首をコリコリ摘まんで尋ねた。

			「オレとやりまくるのは平気か？」

			「避妊の魔法もクスリも、んっ……。あるっ……からっ……」

			「そうか」

			　オレがうなずくと、ミーユは自分からキスをしてきた。

			　舌をくちゅくちゅ絡ませあって、またセックスをする。

			　そんなミーユではあったが、廊下にでるとジト目で言った。

			「外では、あんまり話しかけるなよ……」

			「ああ、わかった」

			「だからって、まったく無視とか、そういうのも、やめろよ……？」

			　そんな愛らしいことを、ミーユは上目遣いで言ってきた。

			　かわいい。

			　オレは無言で、ミーユの頭をぽふぽふ撫でた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんなことがあったりしつつ、オレは教室に入った。

			　いわゆる大学のような、すりばち状の教室である。

			　机は横に長くって、教壇を囲むような格好だ。

			「生徒の数が少ないな」

			　オレとマリナとミーユを入れて、一〇人ぐらいしかいない。

			「ここは最上級クラス…………要するに、Ｓランク以上限定の生徒が入るクラスだからな」

			「なるほど」

			　オレは一番前の席に座った。

			　マリナはオレの隣に座り、カレンは机の下で伏せる。

			　そしてミーユもまた、オレの隣の席に座った。

			「…………」

			「なっ、なんだよ」

			「ああ、いや、あんまり話しちゃいけないわりに、隣に座るんだなぁーって思って」

			「もももっ、文句があるならオマエがどっかに行けよ！」

			　言葉だけだと乱暴だ。

			　けれども、その表情は言っていた。

			（離れたくないんだよ！　ばかっ！）

			　かわいい。

			　特に八重歯が、すごくかわいい。

			　ほがらかな気分で言ってしまう。

			「ああ、オレが悪かった」

			「フンッ……」

			　そっぽを向いたミーユは、耳まで真っ赤になっていた。

			　しかしながら机の下では、足をピト……と当ててくる。

			　かわいい。

			　しかしこんなイチャイチャも、はたから見ると険悪の証拠に見えるらしい。

			　試験の時にオレを田舎者あつかいした雑魚貴族のマゴットを始め、一部貴族は敵意の眼差しをオレに向けてた。

			　まぁ、関係が深くなったのは昨日だしな。

			　最前列の席の取り合いでいがみあってると見るのが、普通の反応ではある。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　先生たちが入ってきた。

			　見るからに年寄りなヒゲのじーさんが三人と、リリーナがひとりだ。

			　リリーナがオレを見て頬を染め、じーさんたちは、そわそわとした。

			　じーさんたちにそわそわとされるのは、ちょっとキツいものがある。

			　リリーナが、こほんとセキをして言った。

			「それではこれより、授業を始めたいと思う」

			　そこそこ威厳のある声は、教室の空気を引き締めた。

			「まず魔法とは、詠唱から始まるのが基本だ」

			　リリーナは、黒板にそれを書いていく。

			「高位の極大火炎魔法(ヘルフアイア)や、真結氷魔法(レイズブリザード)はもちろんのこと、ファイアーボールやアイスニードルといった魔法でも、詠唱は使われるものである」

			　オレには実感が湧かないが、そういうものであるらしい。

			　オレとマリナ以外の全員は、うんうんとうなずいていた。

			「強力な魔法使いがいるにもかかわらず、騎士が存在しているのも、詠唱の途中が無防備になるからである」

			　これまた一般常識らしい。

			　みんなそろってうなずいていた。

			「しかしながら――――」

			　リリーナが、オレのほうをチラと見た。

			「無詠唱で、すさまじい威力をだしてしまう魔術師も存在している」

			　さらに近寄ってきた。

			「そのすばらしき魔術師は、この学園にやってきている」

			　オレの机の前に手をついて、大きな声で言ってくる。

			「これは即ち、運命を司る女神・ホルンさまによる天命ではないであろうかっ?!」

			　リリーナの背後にいたじーさんたちが、息を詰めてオレを見た。

			　そういうことか。

			　じーさんたちもリリーナも、授業にかこつけて自分たちが学びたいわけだ。

			　まぁじーさんになっても向上心があるのは、よいことだろう。

			　オレは教壇にあがった。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。授業をやったり奴(ど)隷(れい)制度の話を聞いたり。

			　

			「そもそもの質問なんですけど、みなさんはどうやって魔法を覚えてるんですか？」

			「どうやってと言うと……」

			「これじゃな」

			　じーさんのひとりが、乳白色の板のようなものを取りだした。

			「カラカラ石を加工した板ですじゃ」

			　じーさんが力を込めた。

			　白い板が、赤に変わった。

			「ワシの場合は、こうなる」

			　別のじーさんが力を込める。今度の板は、青に変わった。

			　オレが板を持ってみると、板はイカズチのような黄色に変わった。

			「その人の、先天属性がわかる板ってことですか」

			「そういうことでございますじゃ」

			　じーさんがうなずくと、リリーナが続けた。

			「この板で先天属性を調べたあとは、合致する属性の初歩魔法を練習する。

			　詠唱を重ねながら、イメージをするわけだ」

			「そこから違うわけですね……」

			「なに？」

			「オレのやり方は、こんな感じです」

			　オレは両手を前にだす。

			「透明なりんごを持っているような感覚で両手をかざして、体内の魔力が手と手のあいだに集まるようなイメージを作ります」

			　魔力の流れが、全身から手のひらに伝わった。

			　手と手のあいだで、黄色いイカズチがバチバチと走る。

			　オレは窓があいていることを確認し、右手を窓のほうへと向けた。

			「ライトニング！」

			　放たれたイカズチは、窓から空へ飛びだした。

			　白い雲の中に届いて、雲をぶわっと消し飛ばす。

			「詠唱を使わずに魔力を操る感覚を、魔法を覚える時点で体に叩き込むわけです」

			　じーさんのひとりが、ぽつりとつぶやく。

			「具現法か……」

			「具現法？」

			「今レイン殿がしたように、両手をかざして魔力を発現することで、習得しようとする試みのことですじゃ」

			「むかしは使われていたらしいのですが、効率が悪すぎるということで、廃れていった方法ですじゃ」

			「確かに、普通は属性がでてくるまでに半年。実際に魔法を……となると、もっとかかるそうですからね」

			「しかも全員が全員、レリクスさまや、レイン殿ほどの出力を出せると保証されているわけでもない」

			「それでも、無詠唱で放てるようになるってのは大きいと思いますよ」

			「おっしゃる通りですな！」

			「早速、学園のカリキュラムにお加えましょう！」

			　じーさんふたりがわたわたと、教室から出て行った。

			「キミは、そのようにして覚えていたのだな」

			「リリーナ先生も、知らないやり方だったんですか？」

			「わたしの場合、物心ついた時点で必要な魔法は習得していた。

			　使えるためにがんばるという行為に覚えがない」

			　酷い設定を聞いた気がする。

			「そういう意味で、教える教官としてはあまり役に立っていないな……」

			　リリーナ先生の耳が、しょぼんと垂れた。

			　行きすぎた少年愛を持つのぞき魔で、ベッドの上ではオレにあんあん言わされるだけのリリーナ。

			　しかしやっぱり、チート側の人間である。

			「そういう意味で、キミがきてくれたことはうれしく思うぞ！　少年!!」

			　オレのその晴れやかな笑顔ひとつで、この学園にきてよかったと思った。

			　単純である。

			　授業は進んだ。

			　ことあるたびに、オレは意見を求められ、話すたびに感心された。

			　どちらが教師なのかわからないまま午前の部が終了し、昼休みになる。

			　教室の外から女の子たちがこちらを見やって、キャーキャー言ってる。

			『あれがレインさまよ！』

			『入学試験で、二億デシベルを出したんですって！』

			『すてきぃ……♥』

			『隣には、ミーユさまもいらっしゃるわね』

			『美男ふたりがお並びですと、絵になりますわね……♪』
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			「なんか……すごいことになってるな」

			「なっ……なんだかんだで、顔は……、カッコいいからな……オマエ」

			「そうなのか？」

			「そっ、そうだよ……」

			　ミーユは、羊皮紙になにかを書いてオレに見せた。

			（だってボク、ドキドキするもん……）

			　もう本当に、素直になってるな、コイツ。

			「だだっ、だからって、カンチガイすんなよ！

			　中身まで全部認めてるわけじゃないんだからな！」

			　だけどこんな風に叫ぶ、素直になれないオンナノコである。

			　かわいい。

			　マリナとカレンを横に連れ、食堂に向かった。

			　マリナはいつも以上にがっちりと、オレの腕にくっついていた。

			　日ごろあれだけ愛されてるのに、まだまだ自信が持てないらしい。

			　オレの腕に絡む腕も、オレに押し当たっている体も、必要以上に強張っている。

			「オレの一番はマリナだよ？」

			「わたしでも………へいき？」

			「むしろ逆。マリナじゃないとダメ」

			　そう言って、ほっぺに軽いキスをする。

			『選べる立場でありながら、第一夫人さまを大切になさっていらっしゃるのですね……』

			『すてきぃ……♥』

			　周囲の好感度があがった。

			　おかしくねっ?!

			　と思ったが、この世界では、そういうものであるらしい。

			（ぎゅっ～～～～～～～～～～。）

			　マリナはますます[image: 019kao.png]な顔で、オレの腕にくっついた。

			　かわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　昼食が終わると、午後の部だ。

			　教室を移動するということなので、教室を移動する。

			　屋外に近いそこは、多目的室のような感じだ。

			　合同授業のような感じなのか、生徒の数がそこそこ多い。

			　全部で六〇人はいる。

			　オレは床にぺたりと座った。

			（じ………。）

			　マリナが四つん這いになって、オレを見つめた。

			「いいよ？」

			「ん………。」

			　オレは体育座りの姿勢から、足を広げた。

			　あいたスペースに、マリナがぺたりと座り込む。

			　本当に、いつも以上のベタ甘モードだ。

			　かわいい。

			　カレンは横で、ぺたりと伏せてる。

			　主人が立っているなら地面に座り、座っているなら伏せるのが、奴(ど)隷(れい)のあつかいであるらしい。

			　ちょっと可哀想な気もするのだが――。

			「学園の床は、ほどよい冷たさで気持ちがいいぜなぁ……♥」

			　幸せそうだった。

			　待機してると、ドアが開いた。

			　小さくミニっこい、ネコミミの少女が入ってくる。

			　その人は、オレたちの前に立つと言った。

			「わらしはこの学園の奴(ど)隷(れい)科を率いる、アリア＝ランスロットだ！　敬意を持って接するがよい！」

			　舌っ足らずながらも堂々とした自己紹介に、空気が凛――と引き締まる。

			　だけど今、なんて言った？

			　奴(ど)隷(れい)科？

			「諸君ら魔術師は、魔術の際には詠唱を必要とする！

			　…………一部を除いて。

			　意識を込めておこなうそれは、必然、無防備の時間を作る！

			　…………一部を除いて」

			　先生は定期的に言葉を止めて、最前列のオレに目を向けた。

			「優れた騎士と契約するという手もあるが、契約条件でのトラブルも多い！

			　そこで役に立つのが――」

			「奴(ど)隷(れい)ってわけですか」

			「そういうことだ！」

			　先生は、重々しくうなずいた。

			　指を鳴らす。

			　首輪に手枷と足枷をつけられた奴(ど)隷(れい)たちが、ずらずらとやってきた。

			　身なりは意外と整っている。

			　着ている服は白いワンピースのような布が一枚だけだが、汚れや染みはついていない。

			「彼ら――そして彼女らは、職業奴(ど)隷(れい)だ！

			　貧しい家庭から、国が公的に買い取った者や、犯罪奴(ど)隷(れい)の子どもなどが属する！」

			「悪いことしていないのに?!」

			「しかし奴(ど)隷(れい)制度がなければ、貧しい家庭はますます困(こん)窮(きゆう)することになる！

			　犯罪者たちが、手ゴマを確保するために動くこともあるだろう！

			　それならば、事前に国で管理したほうがよいわけだ！」

			「うーん……」

			　そう言われると、難しい。

			　少なくとも、オレが文句を言うことではなさそうだ。

			「それに犯罪奴(ど)隷(れい)とは異なって、権利を主張する権利もある！

			　望まぬ性交渉は違法であるし、過度な酷使も法律で禁止だ！

			　年間八十日の休養日は取れるし、半年に一度、国家検診の義務もある！

			　違法なことをしていたら、そのタイミングでバレるのだ！」

			　日本のブラック企業よりも人権が守られていた。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。決闘の約束をする。

			　

			「それでは入試成績の上位五名であるミーユ＝ララ＝グリフィンベール、レイン＝カーティス、マリナ＝カーティス、マゴット＝オスマン、ケルヴィン＝スミスから、好きな奴(ど)隷(れい)を選ぶし！」

			「好きな子でいいんですか？」

			「よい奴(ど)隷(れい)を見定めるのも、授業の一環であるし！」

			「なるほど」

			　オレは、奴(ど)隷(れい)の子を見て回った。

			　鑑定を使用して、軽く調べる。

			　国内トップクラスの学園に渡されるだけあって、レベルとステータスは高い。

			　町のおっさんのレベルが５とか６なのに対して、15から30は当たり前にある。

			　ついでに手足もチラチラ見るが、真新しいアザや傷はなかった。

			　でもちょっとした古傷がついている子は、それなりにいた。

			　特に古傷がひどかった子に、オレは声をかけてみる。

			　白い髪が印象的な、ネコミミの少女だ。

			　体格は、オレの体で包めそうなほど小さい。

			　ただおっぱいは、それなりにある。

			「名前は？」

			　少女はびくっと身をすくめ、怯えながらつぶやいた。

			「ミリリです……にゃ」

			「ミリリか」

			「はい……」

			「体についている傷の原因とか、聞いても平気？」

			「お母さん……だった、ひとに、森で狩り、してこいって、言われて……」

			「失敗しちゃったわけか」

			「にゃあ……」

			　ミリリは、うつむくようにうなずいた。

			「それで、もう。いらない……。から、って、」

			　酷い親だな。

			　奴(ど)隷(れい)の人権は守られているらしいことを思えば、制度が消えない意味もわかる。

			「あっ……あのっ、」

			「ん？」

			「わたし、でしたら、えらばないほうが、いいです……よ？」

			「そうなのか？」

			「よわい…………ですから、」

			「確かにレベルは、高いとは言えないな……」

			　鑑定を使うと、こんな感じだ。

			　

			　名前　ミリリ

			　種族　キャットガール（ホワイト）

			　レベル　８

			　ＨＰ　　64／64

			　ＭＰ　　38／38

			　筋力　　56

			　耐久　　50

			　敏(びん)捷(しよう)　　60

			　魔力　　44

			　

			　隣の女の子なんかは、こんな感じである。

			　

			　名前　タチアナ

			　種族　ヒューマン

			　レベル　15

			　ＨＰ　　93／93

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　75

			　耐久　　62

			　敏(びん)捷(しよう)　　77

			　魔力　　０

			　

			　しかもこの女の子でも、全体からすると弱いほうだ。

			　その弱いほうの子よりも弱いミリリは、本当に弱い。

			　ただちょっと、ふたつのことが気になった。

			「ミリリは、魔法が使えるのか？」

			「はっ、はい……」

			　ミリリは、小さくうなずいた。

			　ここのメンバーは、前衛役として連れてこられている。

			　それだけに、魔力とＭＰはゼロの子が多い。

			　けれどミリリは、魔力を持ってる。

			　そんなミリリではあるものの、すぐに補足を入れてきた。

			「でででで、でもっ、ほんとうにっ、簡単なものぐらいです……にゃ」

			「属性は？」

			「はにゃっ?!」

			「属性だよ、属性」

			「つちです……にゃ」

			　土か。

			　土木工事に便利な属性である。

			　将来、領地に帰ることを考えると、それなりにほしい。

			　そういう意味では、もうそれ一点で選んでもいいが……。

			　オレは気になったもうひとつのことを確認するべく、いろんな奴(ど)隷(れい)を見て回った。

			　リザードマンのガルニード。

			　

			　レベル　33

			　ＨＰ　　２１１／２１１

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　１４５

			　耐久　　１３７

			　敏(びん)捷(しよう)　　１１６

			　魔力　　０

			　

			　犬獣人のバルバーダ。

			　

			　レベル　31

			　ＨＰ　　１８８／１８８

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　１２８

			　耐久　　１１５

			　敏(びん)捷(しよう)　　１３４

			　魔力　　０

			　

			　このへんが上位だ。

			　そしてふたりを凌駕するのが、赤い瞳に黒い髪が印象的な、ネコミミ巨乳の美少女だ。

			　

			　名前　リン

			　種族　ブラックキャット

			　レベル　41

			　ＨＰ　　２６１／２６１

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　２２６

			　耐久　　１８８

			　敏(びん)捷(しよう)　　２３３

			　魔力　　０

			　

			　この中では相当に強いガルニードと比較しても、さらに上を行っている。

			　ちなみにカレンは、このぐらいである。

			　

			　レベル　35

			　ＨＰ　　２４０／２４０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　１９２

			　耐久　　１６８

			　敏(びん)捷(しよう)　　１８８

			　魔力　　０

			　

			　次点のリザードマンよりも強い。

			　でもそんなカレンより、このリンって女の子は強い。

			　その時だった。

			「おっ、おいっ！」

			　ミーユが、オレに声をかけてくる。

			「その子は、ボクが先に目をつけてたんだぞっ!!」

			「えっ？」

			「確かに時系列で言えば、ミーユさまが先着でした」

			　リンは淡々とした、事務的な口調で言った。

			「競合した場合、コイントスだけど……」

			　逆にミーユは、申し訳なさそうに顔をそらした。

			　むかしのクセで叫んじゃったけど、すぐ冷静になって自分の行為にクズが入ってたことを恥じている感じだ。

			　まだまだ変われていないとはいえ、変わろうとはしている。

			「まぁいいよ。オレは別な子、選ぶから」

			「そ、そっか……」

			「なんか、すこしうれしそうだな」

			「オマエの場合、ボクに気を使ってるわけじゃないってわかるからさ……」

			　確かに気を使うオトコなら、襲ったりはしないな。

			　オレはミリリの下に行き、首輪についているクサリを握った。

			「はにゃ……？」

			「オマエを選ぶぞ？　ミリリ」

			「えっ……いやっ、そのっ。ですけどですけど…………」

			「今のミリリは確かに弱い。それでもオレは、可能性を感じたんだ」

			「お気持ちは、ううう、うれしいですっ、けどっ……」

			　ミリリは胸元を握りしめ、困ったように目を伏せる。

			　それでも、うれしさは隠せないらしい。尻尾がピイィン――と立っていた。

			　ほっぺたも、ほんのり赤く染まってる。

			　ここまで露骨に喜ばれると、ますます選ばないわけにはいかない。

			　その時だった。

			「おいおいおいおい、おーいおい！　よりによって、シロを選んじまうのかーっ?!」

			　バカ貴族のマゴットが、オレを指差してきた。

			「シロ？」

			「わたしの、髪の色です……にゃ」

			「確かに、ミリリの髪は白いけど…………それがどうかしたのか？」

			「シロと言えば劣等種だって、一〇〇〇年前から決まってるだろおぉ?!」

			「そうなのか？」

			　オレは、ミーユのほうを見た。

			「じゅっ、獣人奴(ど)隷(れい)の基礎知識って本には、そう書いてあった……かな」

			「これだから田舎者は、イナカッてるネェ！」

			　バカの態度に、ミリリは可哀想なほどに恐縮した。

			　オレはミリリを背後から抱いた。

			「それでもオレは、ここにいるみんなの中では、この子の可能性を一番に感じているよ」

			　バカの目を見て、ハッキリと言う。

			「特にオマエの発言で、確信に変わった」

			「だったら……賭けるかい？」

			「？」

			「ミーユさまが選んだこの奴(ど)隷(れい)と戦って、負けたほうが勝ったほうの言うことを、なんでも聞くっていう賭けさ」

			（えっ?!）

			　急に巻き込まれて驚いたミーユに、マゴットはニヤッとゲスい笑顔を向けた。

			　小さな声でぽつりと言う。

			（お膳立ては、しておきましたぜ）

			　ミーユのほうは、声なき声で叫んでた。

			（するなよおぉ！！！）

			　学園全体の生徒や教師からすると、オレとミーユは犬猿の仲だ。

			　勝てる勝負でイビれるのなら、当然、狙ってくるだろう。

			　まぁ実際には、完全にデキているわけだけど……。

			　今朝もオレに組み伏せられて、あんあん泣いて六回ぐらいメスイキしてたし。

			　ミーユは、オレとマゴットら貴族を、交互に見やった。

			　涙目で言ってくる。

			「ククク、クビを洗って待ってろよ！　後悔しても遅いんだからな！

			　もももも、もう本当に、手遅れなんだからなぁ!!」

			　威勢のよい言葉だが、オレの耳にはこう聞こえた。

			『もう本当に、手遅れなんだからなぁ！　ボクが!!』

			「決闘は、二週間後ってことにするし！」

			　先生が叫んだ。

			「やっても大丈夫なんですか？」

			「ケンカは子どもの特権なんだし！　思い切りぶつかって、熱く和解するんだし！」

			　そういう系のノリなのか。

			「それに具体的な目標があったほうが、トレーニングにも気が入るんだし！」

			　しかも合理的な理由もあるなら、否定しないのも当然か。

			　オレは、決闘の約束をした。

		

	
		
			　

			ミリリの可能性。

			　

			　話が終わり、学園にある図書館。

			　オレはミーユの言っていた、『獣人奴(ど)隷(れい)の基礎知識』を本棚から取りだした。

			　パラとめくって、適当に見やる。

			「あっあっ、あのおぉ～～～～～～～～」

			「どうした？　ミリリ」

			「あんな約束をして、いったいどうするつもりなんですにゃあ～～～～～～～～」

			「勝つつもりだけど？」

			「はにゃう……」

			　オレはさらりと答えたが、ミリリはしゅうんっと怖気づく。

			　頭の耳は後ろに下がり、お尻の尻尾も垂れ下がる。

			「わたしが負けたら、大変な想いをするのは、ご主人さまなんですにゃ……」

			「だったら、別に問題ないじゃん」

			「にゃ……？」

			「ミリリが負けても、大変なのはオレひとり。

			　だったらミリリは、とにかくやるだけやればいい」

			「ご主人さま…………」

			　うれしかったらしい。

			　ミリリはほっぺたを赤くした。お尻の尻尾も、ひょこりと立った。

			「それに負けても、土下座して靴を舐めるとかすればなんとかなるだろ。軽い軽い」

			「それは重くないですかっ?!」

			「ミリリが全力でがんばってくれるなら平気だよ？」

			「にゃうぅ……」

			「でも実際、どうやって勝つんだぜな？」

			　奴(ど)隷(れい)のカレンが聞いてきた。

			「アタシから見ても、リンって子は強いぜな。逆にミリリは……」

			　カレンはミリリをじっと見つめて、しかしすぐに目を伏せた。

			「天文学的、お察しだぜなっ……！」

			「はにゃあぁんっ！」

			　ショックを受けたミリリだが、反論はしなかった。

			「でも……、せんぱいのおっしゃる通りなんですにゃ…………。

			　わたしは、シロ、ですから…………」

			「オレはそうは思わない」

			「にゃっ?!」

			「世界のやつらがなんと言おうと、ミリリ自身がなんと言おうと、オレはミリリを信じるよ」

			「ご主人さま……」

			　ミリリの瞳が、じわりとうるんだ。

			　しかしカレンは言ってくる。

			「だけど決意だけじゃ、どうにもならないこともあると思うぜな……」

			「確かにオレのいた地方でも、同じような考えはあった。ただそれが遺伝的なものなのか、環境的なものなのかって言うと、議論がわかれていたんだよ」

			「つまり……どういうことなんだぜな？」

			「音楽家の家系では、優れた音楽家が生まれやすい。

			　だけど音楽家の家の子どもは、優れた音楽を聞いて育っている」

			「どういうことなんだぜなぁ～～～～～」

			「この世界でダメと言われている『シロ』が、環境のせいでダメなのか、種族のせいでダメなのかはわからない――って話だよ」

			「……」

			「教える側がシロはダメって思っていれば、教え方はおざなりになる。本人だって自信を持てない。本当は環境の問題なのに、みんなが血統の問題ということにしてしまう。常識や定説には、そういうパターンもあるんだよ」

			「理屈はわかった。」

			　マリナが言った。

			「でも今の話だと、ミリリがリンより強いってお話にはならないと思う。」

			「その通りだな」

			「ん………。」

			　指摘を認められてうれしかったらしい。マリナのほっぺが、ほんのりと赤くなった。

			「でもそれはそれとして、ミリリを見出すロジックはあるんだよ」

			「………？」

			　オレは言う。

			「ステータスだ」

			　マリナが「あっ………。」とつぶやいて、カレンが「ぜなっ?!」な顔をした。

			「オレは、相手の体力や筋力を、数値にして見ることができるんだよ。

			　カレンだったら、レベルが35で筋力が１９２。

			　今回戦うリンって子なら、レベルが41で筋力が２２６――って感じだ」

			「すごいです……」

			　ミリリはぽうっと頬を染め、尊敬の眼差しでオレを見つめた。

			「ちなみにミリリは、どのくらいなんだぜな……？」

			「レベルが８で筋力が56だ」

			「ぜなあぁ?!」

			　カレンは、目を白黒とさせて叫ぶ。

			「話になっていないぜなっ！　弱すぎるぜなっ！

			　泥水とルビーで、美しさ対決するような感じになっているぜなー！」

			「はにゃあぁん……」

			　ひどすぎるけどもっともな例えに、ミリリはしょぼんとうなずいた。

			「でも、その通りです……にゃん」

			「そうだけど、ちょっと冷静に考えてほしい」

			「ぜな……？」

			「ミリリは、レベルが８で筋力が56なんだ」

			「ぜな……」

			「はい……」

			「対してリンは、筋力だったら２２６もあるけどレベルは41なんだ」

			「そうだぜな……」

			「すごいです……」

			「つまり１レベルあたりに換算すると、ミリリは『７』で、リンは『５・５』なんだよ」

			「同じレベルにまで上昇すれば、ミリリのほうが強くなるってこと……ぜな？」

			「絶対じゃないけどね」

			「はにゃあぁんっ……」

			　ミリリは感極まって、ぷるぷると震えた。

			「ご主人さま……」

			「ん？」

			「ミリリは……、これから、一生。

			　ご主人さまのおためでしたら、なんでもすることを誓いますにゃ……」

			「そう決めちゃうのは、ちょっと早いんじゃないか?!　さっきも言った通り、絶対ってわけじゃないよっ?!」

			「でも……そのぐらい、うれしいですにゃ……」

			　ミリリがオレに抱きついてきた。オレはやさしく抱き返す。

			　ミリリの哀しみが伝わってくる。

			　この小さくて幼い少女は、どれだけ愛されていなかったのだろう。

			　どれだけ否定されて育ったのだろう。

			　そんなことを、考えてしまった。

			　しかし実際に抱きしめてみると、体はとってもやわらかくって、匂いはオンナノコ特有のそれで、おっぱいもかなり大きくって、オレは本当にダメなやつだと思った。

			（くい、くい。）

			　マリナが、オレの服の裾を引っ張った。

			「ん。」

			　オレの手を引いて進む。

			　人目を軽く気にしつつ、トイレの個室へと入る。

			「図書館のあなたは、途中まで、ずっと真剣な顔をしてた。」

			「うん……」

			「だけどあの子を抱きしめた途端、えっちなことをする時の顔になった。」

			「うん…………」

			「だから一回、わたしで処理したほうがいいと思う。」

			「いいのっ?!」

			「むしろ………。されたい………。」

			　オレの女神は、ほっぺたを染めてそう言った。

			　オレのズボンをいそいそとおろす。

			　なんだかんだ言いながら、要は自分がしたいだけらしかった。

			　かわいい。

		

	
		
			　

			ミリリと無詠唱魔法。

			　

			　前回のあらすじ。

			　暗黒面に捕らわれかけていたオレは、女神のおかげで危機を脱した。

			　学園の廊下を渡り、ミリリたちのところへと向かう。

			　

			　すごく主人公っぽいが、内容的には最低なあらすじだ。

			　でもすこし言いかたを変えれば、まるで主人公になる。

			　お言葉ってすごい！

			　しかし本当に、オレのマリナは最高の女神だ。

			　エロさ以上に、献身的なところが最高だ。

			　ＭＭＯと書いて、マリナ女神オンラインである。

			　女神女神女神。オレのマリナは、本当に女神。

			　マリナが尽くしてくれるのと同じくらい、オレもマリナに尽くしたい。
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			「レイン………。」

			「ん？」

			「声に………。でてる………。」

			「マジで？」

			「うん………。」

			　羞恥プレイになってたらしい。マリナはぽうっと頬を染め、うつむいていた。

			　それでもイヤではないらしく、オレの腕にくっついてくる。

			　ふたりの時は大胆なのに、人がいると恥ずかしがり屋。

			　そんなところも愛らしい。

			　マリナはオレを好き好き病だが、オレもマリナを好き好き病だ。

			　そんな甘いやり取りをしつつ、図書館でミリリたちと合流する。

			　決闘の予定地に向かった。

			　すりばち状のコロシアムのような、なかなかに広い空間だ。

			　学園内での決闘から、国でおこなう武芸大会まで、幅広く使われているらしい。

			　オレは地面に手を当てて、土の感じを確かめた。

			「なぁ、ミリリ」

			「はっ、はいっ！」

			「土魔法で、この土をどのくらいいじれる？」

			「えっ、ええっと……」

			　ミリリは目を伏せ、胸の前で指をもじもじと絡ませた。

			　申し訳なさそうな、上目使いで言ってくる。

			「水……。持ってきていただけますか……？」

			「わかった」

			　オレはマリナをチラと見た。

			　マリナは無言で、手を伸ばす。

			「ニードル。」

			　パシュンっ！

			　ツララが飛びだし、地面に刺さった。

			「ファイア」

			　オレも右手をツイっとだして、ツララを溶かした。

			　夫婦の共同作業だ。

			「はにゃあんっ……?!」

			「どうした？」

			「無詠唱で放った今の魔法でも、ミリリを軽く消し飛ばせそうな威力があったのですにゃ…………」

			「そこはオレとマリナだからな」

			「ふたりについては、人間と考えないほうが正しいぜな……」

			「にゃうぅ……」

			「ま、とにかく使ってみてくれよ」

			「はっ、はいっ！」

			　ミリリは両手を、泥と化した土へと向けた。

			「う……虚ろなる泥土。我の求めに応じてくださいにゃ！　マッドゴーレム！」

			　ぼごんっ！

			　泥が大きく盛りあがり、三〇センチほどのゴーレムになった。

			　とても弱そうなんだけど、ミリリは必死に維持してる。

			「前方に、敵がいると思って攻撃してくださいにゃ！」

			〈ゴー〉

			　とても弱そうなゴーレムは、パンチ、パンチ、キックと放った。

			　とろんっ。

			　とろんっ。

			　とろぉんっ。

			　そんな擬音がぴったり似合う、ガッカリ性能の攻撃だった。

			「はにゃっ、はっ、にゃっ…………」

			　それなのに、ミリリはとっても疲労していた。

			「今のがミリリの使用できる、一番の魔法か？」

			「はいです……にゃあ」

			　ミリリは叱られた子どものように、うつむいて答えた。

			　体は小さく震えてる。

			　もう本当に、褒められた経験がないんだろうな。

			　だから自分に自信が持てない。

			　自分の仕草のひとつひとつが、相手の怒りか失望のトリガーになるのではって考えている。

			　まずはここから、なんとかしてやらないとな。

			　オレはミリリを抱きしめた。

			「大丈夫だよ」

			　言葉の力だけじゃない。

			　声の響きと体の温もり、抱きしめる強さでも伝えるかのようにささやく。

			「なにがあっても、ミリリを見捨てたりはしないから」

			「ご主人さま……」

			　ミリリはこれまでの人生で、ずっと虐(しいた)げられてきた。

			　これまでの人生で、毎日自信を奪われてきた。

			　だからその分、声をかけて抱きしめる。

			「ちなみにもっと軽いやつだと、どんなのが使える？」

			「具体的には、どのような感じですか……？」

			「土をほんのちょっとでいいから、出っ張らせたり、へこませたりするの」

			「にゃあっ……」

			　ミリリは、両手をグッと伸ばした。

			「わたしの求めで、姿形を変えてください！　アップリフト！」

			　ぼこんっ！

			　およそ三メートル先に、握り拳ぐらいの隆起ができた。

			「やるじゃん」

			「はにゃあぁ……」

			　オレは素直に褒めたけど、ミリリは自信がないようだった。

			　オレは視線で、カレンに解説を求める。

			「アップリフトは建築とか、大きな規模の戦闘で、矢とかを防ぐ盾を作る時に使うものだぜな。

			　こんなサイズしかできないんじゃ、その…………だぜな」

			「そもそも、わたしが、前衛奴(ど)隷(れい)に回されたのは、魔法奴(ど)隷(れい)としても、劣等生だったからなんです……にゃん」

			「土魔法ってのは、どんな風に使われるのが普通だ？　カレン」

			「土で盾を作ったり、ゴーレムを作ったり、建築したりに使ったりするのが基本だぜな」

			「攻撃に参加することは少ないのか？」

			「攻撃魔法は、石をぶつけるぐらいしか……」

			「それなら戦士に石を投げさせたほうが、詠唱が要らない分だけいいってことか」

			「そういうことだぜな……」

			「…………」

			　カレンが言いにくそうに言うと、ミリリは無言でしょんぼりとした。

			　それゆえオレは、簡単そうに言ってやった。

			「つまりうまく使えれば、相手はかなり不意を突かれるってことだな」

			「理屈で言えば、そうなるぜな……」

			「それならさ、うまく使えばいいじゃない」

			「ぜなぁ……」

			　簡単に言いすぎたせいだろう。

			　カレンは、グゥの音もでないような顔をした。

			「ミリリの土魔法では、砂も操れたりする？」

			「無理です……にゃん」

			「どうして？」

			「詠唱を……知りません」

			「詠唱を知らないんなら、無詠唱にすればいいじゃない」

			「はにゃあっ?!」

			「どうしても無理なら、自分で適当に作ってもいいし」

			「水を買うためのおカネがないなら、水を飲まなければいいじゃないって言われたような気分です…………にゃん」

			「アタシはむかしに本で見た、『敵のヨロイに剣が通らないなら、拳で砕けばよかろうよ！』っていう、七英雄のレリクスの発言を思いだしたぜな……」

			　こんなところでも父さんがでてくるとはっ!!

			「でも無詠唱って、そんなに難しくないよ？」

			「そんな風に言えるのは、レインとマリナがおかしいからだぜなっ！」

			「っていう風に考えるから、余計に難しくなるんだよ」

			「ぜな……？」

			「魔法で重要なのは、イメージだろ？　それなのに、無詠唱は難しい。無詠唱は難しい。実行できるのは一部の限られた天才だけだ……なんて考えていたら、一〇の難易度も一〇〇や二〇〇になっちゃうじゃん」

			「それは確かに、一理あるかもしれないぜな……」

			「少なくともオレは、難しいなんて思っていないからできた」

			「できている人が言うと、説得力が違うぜなっ……！」

			「だからミリリ、オマエにもできる。名前も知らないどこかの誰かさんより、今ここにいるオレを信じろ」

			「はっ……はいっ！」

			　ミリリは、ハッキリうなずいた。

			　地面に手を向け、呼吸を静かに整える。

			「はにゃあぁ…………」

			　と、精神を集中させて――。

			「にゃああんっ！」

			　ぼこんっ！

			　気合いに呼応するかのように、こぶが地面から突きでてきた！

			「はにゃっ……ううぅ…………」

			　同時にミリリが、ぐらりとゆらいで倒れそうになる。

			「大丈夫か?!」

			　オレがガシッと支えると、目を回していた。

			「力、だしすぎたみたいです…………にゃあ」

			「詠唱魔法は、詠唱を入れることで、だしすぎにならないよう調整する意味もあるのか」

			「わたしやレイン以外の人たちに難しいのも、限界を超えないように注意してるからかもしれない。」

			「逆に超えないようにしすぎると、大変なことにならないよう、力を抑えすぎになりかねないわけか」

			「たぶん。」

			「それでも、一回で成功させてるミリリはすごいぜな……」

			「ミリリがミリリが失敗したら、ご主人さまに、恥をかかせてしまうことになるです……にゃあ」

			　その一心で、成功させてしまうミリリ。

			　才能以上に、とっても健気な女の子だ。

		

	
		
			　

			がんばるミリリ。

			　

			「無詠唱の次は……右手と左手で違う魔法をだせるようにもなりたいな」

			　オレは右手に炎、左手に雷をだした。

			「にゃあぁんっ?!」

			「ＳＳ級の魔術師になっても極一握りにしか使えないスキルを、当たり前に使うのはやめるぜなあぁ!!」

			　ミリリが絶望の声をあげ、カレンが苛烈に突っ込んできた。

			「リリーナとかも、わりと近いことやってたけど？

			　治癒魔法を風で運ぶ的な」

			「リリーナさまは、魔竜殺しの七英雄だぜなー！」

			　突っ込まれてしまった。

			「まぁただこれが難しいのは、別属性だからってのもあると思うよ。

			　ミリリの場合は土の一種類でいいから、そこまで難しくないはず」

			「それでも、Ａ級かＳ級ぐらいはあると思うぜなあぁ……」

			　オレは言ったが、カレンは疑いのジト目で見てきた。

			「けどそれは、魔法に詠唱が必要っていう考えがあるからだろ？」

			「ぜな……？」

			「詠唱はしないでいいって考えがあれば、左手に持った紙を、右手のハサミでチョキチョキと切るぐらいの感覚でいけるよ？」

			「…………」

			　カレンはやっぱりジト目であった。

			　なにはともあれ、やってみないとわからない。

			　オレはミリリへと言った。

			「それじゃあまずは、砂魔法からの練習な」

			　ミリリを背後から抱いた。

			　右手を握り、前にださせる。

			「まずは魔力をたぎらせて、右手に集める」

			「はっ……、はいっ……！」

			　オレの感覚がミリリにも伝わるように、心臓付近を熱くした。

			　そして心臓に溜めた熱と魔力を血管に乗せて、右手へと集めさせる。

			　ミリリの手にも、魔力が溜まる。

			「小さき者よ舞いあがり、我が望む形を作れ！　サンドエレメンツ！」

			「小さき者よ舞いあがり、望む形を作ってください！　サンドエレメンツ！」

			　オレとミリリが唱えると、砂がぶわっと舞いあがった。

			　ヴァルキリーのようなそいつは、槍を構えて軽く振るった。

			　すぐさま四散したものの、完全に成功である。

			「はにゃっ、はにゃあぁ…………」

			　ミリリは魔力を切らしてしまい、肩で息をしてしまう。

			　もしもオレに抱かれてなければ、倒れていてもおかしくない。

			　それでも――。

			「成功だな、ミリリ」

			「はい……」

			「レインは、砂魔法にも精通してたぜな……？」

			「そういうわけじゃないんだけど、気分を高めていたら口が自然に」

			「すごすぎるぜな……」

			「さすがです…………にゃぁん」

			　カレンはぽうっと頬を染め、ミリリもどこか甘ったるい、とろけたような声でつぶやく。

			「ご主人さまがごいっしょでしたら、ミリリはなんでもできる気がいたしますです……にゃあぁん」

			「………わかる。」

			　マリナが静かにつぶやいて、オレの背中にくっついてきた。

			「レインは………七年ずっと、どうにもならなかった、わたしの病気も癒してくれた。」

			「病気、だったんですか……？」

			「うん………。」

			　マリナはオレの背中にくっついたまま、心の底からつぶやいた。

			「好き好き病………。」

			　冷静に聞くと甘すぎて恥ずかしくもなるその名称を、マリナは大切な宝石でも抱きしめるかのようにつぶやく。

			「レインのことが好き好きすぎて、一日一〇回はえっちなことをしてもらえないと、さびしくて死んじゃう病気………。」

			　なんか症状変わってない?!

			　っていうか前より悪化してないっ?!

			　そんなマリナの発言だったが、ミリリの心には刺さったらしい。

			　気持ち良くなる魔法のクスリを吸ってしまったかのように、顔をとろりととろかせていた。

			「ご主人さまは、すごいです……にゃあぁん…………！」

			　ミリリの気持ちは、感謝とか敬意を軽く飛びこえジャンプして、崇拝の域にまで達していた。

			　なんかそのうち、オレが息してるだけでもすごいとか言いかねない。

			　別にいいけど。

			「それじゃあ次は一旦休んで、右手からだす魔力で砂の戦士を作りながら、左手で土を隆起させる魔法を練習しよう」

			「はいっ！」

			　ミリリは素直にうなずいて、オレの指示に従った。

			　適度な休憩を適度に挟み、練習を続ける。

			　

			　四時間後。

			「小さき者よ舞いあがり、望む形を作ってください！　サンドエレメンツ！」

			　ミリリが右手を前に突きだし、小さな砂を舞いあがらせた。

			　薄茶色の、ヴァルキリーが作られる。

			　それと同時に、一〇メートルほど先に、拳サイズの隆起がぼこっとできてた。

			　魔法二種類の同時発動。

			　しかもそのうちの片方は、完全な無詠唱である。

			「やったな、ミリリ」

			「はにゃあぁんっ……！」

			　オレが頭をやさしく撫でると、ミリリは体を震わせた。

			　それと同時に、キュウゥ～～～っとおなかの虫の音が鳴る。

			　しかしその音の出どころは、ミリリの腹部ではない。

			　マリナだ。

			　どこをどう聞いても明らかに、マリナのほうから音がしていた。

			「………わたしじゃない。」

			　明らかに音源であるマリナは、腹部を押さえてくり返す。

			「今のは………わたしじゃない。」

			　羞恥で頬を赤くしながら、あくまでもくり返す。

			「本当に………、わたしじゃない。」

			「本当に……？」

			「うん………。」

			「本当の、本当に？」

			「ほんとうに………。ほんとう。」

			「本当の本当の本当に？」

			「ほんとうの、ほんとうに、ほんとう。」

			「ゼッタイにウソじゃない？」

			「ゼッタイに………（キュウゥ～～～）」

			　もはや言い訳のしようのないタイミングで、腹の虫が鳴った。

			　オレはしばしの間を置いて、ぽつりと尋ねた。

			「こっそり本音をつぶやくと？」

			　マリナは、か細い声でぽつりとつぶやく。

			「おなかが………、すきました………。」

			「それじゃあ、ごはんでも食べに行くか」

			「うん………。」

			　オレは三人を連れて、レストランに向かった。

		

	
		
			　

			お約束。～奴(ど)隷(れい)の少女とレストランに行ったら～

			　

			「いらっしゃいませ、旦那さま」

			「見ての通り、四名だ」

			「……かしこまりました」

			　でてきたウエイターさんは、オレたちの服装を見てからうなずく。

			　案内された席には、椅子がふたつと皿がふたつだ。

			　皿は地面に置かれてる、奴隷用のそれである。

			「悪いけど、椅子はもうひとつ用意してくれる？」

			「は……？」

			「この子の分」

			　オレはミリリの背中を、ぽんっと叩いた。

			「ごごごご、ご主人さまっ?!」

			「ミリリは、悪いことして奴(ど)隷(れい)になったわけじゃないんだろ？　だったら、椅子に座ってもいい」

			「ですが……」

			「お店の制度上の問題で、椅子に座られたら困るとかある？」

			「それにつきましては……」

			　ウエイターさんは、無言でメニューを見せてきた。

			　人間用のメニューは、奴(ど)隷(れい)用のそれより高い。

			　これはミリリがどうこうではない。元々の仕様だ。

			「ということでよろしいのでしたら、当店のほうは、むしろ……というわけでして」

			「レインの言う通りだぜなっ！

			　悪いことしていないミリリは、レインたちと食べるのが当たり前だぜなっ！」

			　カレンは床に正座し、拳を握って力説していた。

			「っていうかどっちでも構わないから、早くごはんを食べたいぜなあぁ～～～～～！」

			　そしていやいや身をよじる。

			「はにゃあぁん……」

			　ミリリは、恐縮しながら席につく。

			「ご主人さま……」

			「ん？」

			「もしもミリリが、いけないマナーをしてしまったら……」

			「うん」

			「いっぱい、おしおきしてください……」

			　唐突すぎる発言に、オレは鼻血がでそうになった。

			　場所が場所なら、薄い本にされてるセリフだ。

			　迂(う)闊(かつ)に拾うと危ない世界に入りかねないお言葉なので、聞かなかったことにして流す。

			「すっ……好きな食べものとかは？」

			「えっ、ええっと……」

			　リクエストするのも恥ずかしいのだろう。

			　ミリリは、もじもじとしながらつぶやいた。

			「おさかなが、好きです……にゃん」

			「魚か」

			「はい……」

			「マリナは？」

			「りんご………。」

			「マリナは大好きだもんなぁ、りんご」

			「うん………♪」

			　りんごの単品はなかったので、フルーツの盛り合わせとフルーツサンドを頼んだ。

			　オレはシンプルなパスタだ。

			　床で待ってるカレンには、前にも頼んだハンバーグ。

			　料理たちがやってくる。

			　魚の丸焼きを前にしたミリリが、猫背になってオレを見上げた。

			「本当に、ミリリが食べてもよろしいのですにゃ……？」

			「そのために頼んだんだよ？」

			「にゃあぁんっ……！」

			　ミリリは本日何度目かわからない感動で震え、魚を両の手で持った。

			　骨つき肉を食べるみたいに両手で持って、かぷっと食いつく。

			「っ……！」

			「おいしいか？」

			「こんなにおいしいお魚は、生まれて初めて食べるです……にゃあぁん」

			「それはよかった」

			　オレは和やかな気分で、ごはんを食べた。

			「レイン。」

			「ん？」

			「あーん。」

			「あーん」

			　ミリリを見守る傍らで、マリナと『はい、あーん。』をしたりもした。

			　皿を下げにきたウエイターにチップを払い、会計を済ませる。

			「さて、帰ろうか」

			　そんな風につぶやくと――。

			（くぅー……。くぅー……）

			　ミリリが寝息を立てていた。

			　垂れ落ちそうになっているのを、マリナが支えてやっている。

			「仕方ないな」

			　オレはミリリをおんぶした。

			　カレンのクサリを握りしめ、軽く引っ張る。

			「カレンも行くぞ」

			「ぜな！」

			　首輪をクイッと引かれたカレンは、元気な声をだしてきた。

			　ミリリと違って罪人奴(ど)隷(れい)なカレンだけど、そのうち解放してあげたい。

			　罪人奴(ど)隷(れい)の解放については、制度的な問題もあるからすぐってわけにはいかないけど。

			　外にでる。もう暗かった。

			　青白い炎が街灯としてゆらめいて、道を照らしている。

			　オレはマリナとカレンを連れて、学園までの道を進む。

			「………。」

			　マリナが横目でオレを見た。

			「どうした？　マリナ」

			「………家族みたい。」

			「……そうだな」

			「わたしがわたしで、ミリリは妹。あなたが………で、カレンが………………ポチ？」

			　奴(ど)隷(れい)のカレンが、疑問符つきだが犬になってた。

			　まぁ実際、そんな感じではある。

			　軽く餌付けされてしまうところとか、人懐っこいところは普通に子犬だ。

			　しかしオレがなんなのか、ハッキリ言えずに言葉を濁しちゃうのかわいい。

			　オレは和やかな気分で、歩みを進める。

			　すると――。

			「……はにゃ？」

			　ミリリが、ぼんやりと目覚めた。

			「おはよ」

			　声をかけると、寝ぼけまなこで目をこすり――。

			「ごごごご、ご主人さまっ?!」

			「暴れると危ないぞ」

			　マリナがさりげなく背中を押さえてくれたが、危ないものは危ない。

			「おろしてくださいにゃあ！　おろしてくださいにゃああ！

			　ご主人さまに背負わせるなど、あまりに恐れ多いですにゃああっ！」

			「遠慮するつもりがあるんだったら、オレに黙って背負われてろよ」

			　オレが言ったら、ミリリは遠慮がちにしがみついてきた。

			「ご主人さまは、神さまです…………にゃあぁん」

			　ミリリの好感度メーターが、もはやうなぎの滝登り。

			　再来週には、時空を超えていそうな勢いで上昇している。

			　帰宅したあとは、マリナがミリリをお風呂に入れた。

			　オレはベッドの上に座って、することなしに待機した。

			　ふたりの会話が、入り込んでくる。

			『はにゃあっ?!』

			『どうしたの？　ミリリ。』

			『マリナさまの、おっぱいさま、すごいです…………にゃん』

			『ミリリも、わりと大きいほうだと思う。』

			『はにゃう……』

			　なんというのか……想像してしまうな。

			　水滴の張りついたマリナの体や、しっとりと濡れた髪は扇情的だ。

			　ミリリの体も、健康的でしなやかだと思う。

			「おっぱいって言うと、カレンもけっこうあるほうだよな」

			　オレはカレンの肩を抱き、むにゅっと揉んだ。

			「ぜなっ……」

			　ベッドにドサッと押し倒し、唇にキスをしてイチャつく。

			「んっ、くっ、ぜなぁ……♥」

			　日ごろの餌付けと、無理強いはしていない成果だろう。

			　カレンはかなり慣れてきていた。

			　キスは普通にさせてくれるし、おっぱいもさわらせてくれる。

			　股間に指を伸ばしてみれば、しっかり濡れていたりもする。

			　あと重要なことなのでくり返しておくが、オレの指はしっかりと深爪している。女の子の体にさわる以上、自分の体をひっかいても平気なぐらいに深爪しておくのは基本だ。

			　そんなカレンではあるが、本番をしようとすると、足をパタンと閉じてしまう。

			「もうすこし、心の準備を、させてほしい……ぜなぁ…………」

			　真っ赤な顔でもじもじしながら言われてしまうと、それでけっこう満足だ。

			　タイミングよく、ミリリとマリナが風呂場からでてくる。

			　オレはカレンを、風呂場に連れ込む。

			　いやらしいことはせず、丁寧に洗った。

			「ぜなあぁ～～～～～～～～♪♪♪」

			　頭を洗われている時のカレンは、とっても気持ちよさそうだった。
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			「ご主人さまにも、気持ちよくなってほしいぜなぁ♪」

			　そしてお礼に、あわあわマットプレイをしてくれた。

			　お口でたっぷりしてからの、おっぱいコースだ。

			　はさんで、ずりずりしてくれる。

			　風呂からでたあとは、熱風筒で髪を乾かす。

			　見るからにドライヤーで、効能もドライヤーな一品だ。

			　風の魔宝石と火の魔宝石が入ってて、握ると熱風をだす。

			　持っている家庭はかなり少ない。

			　貴族でも、上流でないと難しい。

			　風呂もそうだが、ＳＳランクの部屋なだけのことはある。

		

	
		
			　

			ミーユの謝罪とエルフ先生。

			　

			　カレンとマリナの髪を乾かしてると、ドアからノックの音がした。

			「誰だ？」

			　声をかけるが返事はない。

			　一応の警戒として、右手に魔力を携えた。

			　マリナにも警戒するよう視線でうながし、ドアをあける。

			「…………」

			「…………」

			　リリーナとミーユであった。

			　リリーナはもじもじそわそわとしているが、ミーユは申し訳なさそうにうつむいている。

			　とりあえず部屋に入れ、ドアを閉めて尋ねた。

			「どうしたんだ？　こんな時間に」

			「わっ……わたしのほうは、用事がおおむね片付いたので、久方ぶりに……と思ってだな…………」

			「ボクは……。今日のこと、謝ろうと思って…………」

			「なんかしたっけ？」

			「お昼の、決闘とかの…………件」

			「問題なのか？」

			「言うこと聞かされることになるんだぞっ?!」

			「負けたらの話だろ？」

			「勝つつもりなのか……？」

			「そう言ったじゃん」

			「…………」

			「それに負けても、土下座してクツを舐めれば大したことにはならないだろうし」

			「それって十分、大してるだろっ?!　大王スクイッドをひとりで倒せっていうぐらい無茶だろっ?!」

			「それってそんな強いやつなの？」

			「並の騎士や冒険者だったら絶対に手をだしちゃいけない、特殊指定危険生物だぞっ！」

			「でもそいつなら、ひとりでやっつけたことあるけど……」

			「はああっ?!」

			「っていうか魔法使ったら、普通に一撃で行けたよ」

			「一撃はすごいな」

			「はっ……、あっ……、えっ……?!」

			　リリーナは淡々とうなずくが、ミーユはすごい顔で驚いていた。

			　もらった能力でデスゲームをやれと言われて能力を見たら、『コンビニのおにぎりの袋を、綺麗に破くことができる能力』を渡された人のごとしだ。

			「とにかくそういうわけだから、今回のことで謝る必要はないよ」

			「じゃあ……。ボクのこと、嫌わないでくれる……？」

			　ミーユは、上目使いで聞いてきた。

			「当たり前だろ」

			　オレはくしゃりと、頭を撫でた。

			（……くすん）

			　ミーユは、涙ぐんで鼻をすすった。

			　とても愛らしいのだが、ちょっといじめたくなる。

			「ただそれはそれとして、『おしおき』は必要かな……？」

			　耳元でささやいて、首筋にキスをする。

			「やっ……」

			「っていうかさ、されるつもりで来てたところあるだろ？」

			「そんなこと……」

			　ミーユは否定しようとしてたが、体は素直で正直だった。

			　下半身をさわってみれば、ズボンの上からでもわかるぐらいに濡れてる。

			「避妊魔法も、ちゃんとかけてきているみたいだしな」

			「ううぅ……」

			　それはカマかけだったけど、ミーユは否定しなかった。

			　されるつもりでないのなら、絶対にかけない魔法だ。

			「ごごごご、ご主人さまっ」

			「どうした？　ミリリ」

			「こちらにいらっしゃるのは、三公さまのミーユさまと、七英雄のリリーナさまでは……」

			「その通りだな」

			「はにゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　ミリリは、尻尾を踏まれた猫のような悲鳴をあげた。

			「そんな驚く相手か？」

			「ささささ、三公さまと言えば三公さまで、リリーナさまと言えば、リリーナさまでありまして……。

			　ミリリのような奴(ど)隷(れい)など、ホコリを払うのと変わらない気安さで『処分』することもできるお力があると、上官様から……」

			「まぁ誰かに雇われる前のミリリだったら、そうだったろうな」

			「そんな三公さまたちとご主人さまは、どのようなご関係でいらっしゃるのですか……？」

			「どんな関係って言われると……」

			　オレはふたりを、チラと見やった。

			　リリーナは頬を染め、胸に手を当て言ってくる。

			「わわわ、わたしはわたしは、オオオ、オトナの関係――というやつだな！」

			「オッ、オトナの……」

			「関係だっ！」

			「はにゃあぁ……！」

			　言われたミリリは、両のほっぺに手を当てた。

			　シンデレラストーリーを、目の当たりにした女の子みたいな顔をしている。

			「フフフフ……。そうだ。オトナのわたしを、もっと尊敬するがいい」

			　先生は腕を組み、あまり尊敬できないようなことを得意げに言った。

			　逆にミーユは、自信がなさげだ。

			　胸の前で指を絡ませ、もじもじとしてオレを見ている。

			「どういう関係かな……。ボクと、オマエ……」

			「どういう関係かって言われれば……」

			　オレはミーユを抱き寄せた。

			　その唇に、キスをする。

			「っ…………」

			　驚いたように目を見開いたミーユだが、オレは構わず舌をねじ込む。

			　ミーユは、ギュッ……と強く目を閉じて、オレのキスを受け入れた。

			　唇を離し、ミリリに言った。

			「まぁ、こんな感じの関係かな」

			「はにゃにゃあっ?!」

			「そんな意外か？」

			「ミーユさまとご主人さまは、どちらも男性、では……」

			「ミーユ＝ララ＝グリフィンベールは少女だろう？」

			　リリーナが、こともなげに言った。

			「えっえっえっ?!」

			　あまりにも、こともなげに言われたせいだろう。

			　ミーユは自身をぺたぺたさわり、ボロがでていないか確認した。

			「ミーユは整った顔立ちであるにもかかわらず、少年独自の妖(よう)艶(えん)さがない。これは即ち、少女であることの証明だろう」

			「「それでわかるのっ?!」」

			　オレとミーユの声がハモった。

			　さすがショタコン先生だ。感じる力が半端ない。

			「あっ……あの、みんなには、その…………」

			「無論、言うつもりはない」

			「ありがとう、ございます……」

			　ミーユは、うなだれるように頭をさげた。

			「しかしこの場の五人中、三人がキミと関係を持っているわけか」

			　リリーナがつぶやいた。

			　言われてみるとその通り。

			　なかなかすごい空間だ。

			　やっていないカレンにしても、本番以外は大体してるし。

			　リリーナが、ミリリに小さな袋を渡した。

			「はにゃ？」

			「あけてみたまえ」

			「はい……」

			　ミリリは袋をあけてみた。

			　ぽんっ！

			　中からキノコが飛びだして、真っ白い胞子をまいた。

			「はにゃっ……、うぅ…………」

			　ミリリはころりと眠りに入った。

			「見ての通り、眠りダケだな」

			　リリーナはカレンにもそれを与えた。

			　眠ったふたりを、ふたつあるベッドの右側に寝かせる。

			「キミの気配を診る限り、このふたりと『する』ことにはためらいがあったからな。手っ取り早く、眠らせることにした」

			「どうして、それが……？」

			「わたしはこれでも、魔竜殺しの英雄だからな。その程度のことはわかる」

			　なんとも嫌なスキルであった。

			　こんなスキルを持っている英雄は嫌だ！　みたいな特集を組んだら、わりと上位にくるような気がする。

			「とっ……とにかくこれで気兼ねせず、オトナの時間を楽しむことが可能となったわけであるな……」

			　先生は、頬を染めて言ってきた。

			　自分がセックスしたいからって、小さな子どもに眠りグスリを盛ってしまうエルフさん二八〇歳。

			　一見するとなかなかひどいが、よくよく見ると最高にひどい。

			　しかしこの場に、異議を挟むものはいなかった。

			「ん………♪」

			「ええっと……」

			　マリナは服を脱ぎ始めるし、ミーユもまごまごとしている。

			　仮に文句を言う可能性があるとしたら、ミーユひとりだ。

			　が――。

			「お前も並べよ」

			「うん……」

			　オレがさらりと尻を撫でると、大人しく服を脱いだ。

			　三人そろってベッドの上で、四つん這いになる。

			　オレはたっぷり楽しんだ。

		

	
		
			　

			ミリリはいい子。

			　

			　朝がきた。

			　オレはゆっくり目を覚ます。

			　マリナにおはようのキスをして、朝風呂のついでに楽しむ。

			　ミーユとリリーナは、行為が終わったところで帰ってる。

			　風呂からあがれば、マリナの体を丁寧に拭く。

			　布でゴシゴシこするのではない。

			　静かに押し当て、水滴を吸わせるような感じだ。

			　首筋や鎖(さ)骨(こつ)、へそや太ももについた水滴も、丁寧に吸わせる。

			「そこまでしなくても、いいと、思う………。」

			「オレがしたいんだよ」

			「ん………。」

			　綺麗に吸わせてやったあとは、制服を着る。

			　オレは白と水色のコントラストが鮮やかなブレザーで、マリナはブレザーにスカートだ。

			「あなたと、おそろい………♪」

			　実際におそろいなのはカラーリングだけだが、マリナはうれしそうである。

			　くるっと回ったりもする。

			　かわいい。

			　脱衣所をでる。

			　ミリリの朝風呂をカレンに頼み、熱風筒でマリナの髪を乾かした。

			　オレに髪を乾かしてもらうマリナは、とてもうれしそうである。

			　カレンとミリリのお風呂も終われば、食堂に行く。

			　奴(ど)隷(れい)の授業が始まったせいだろう。人口密度は、グッと増えてた。

			　机の横や下に奴(ど)隷(れい)が入り、四つん這いでごはんを食べてる。

			　オレはパンとステーキにサラダを頼み、あいている席に座った。

			（………ぺとっ。）

			（すとっ）

			　右にはマリナがぺとっと座り、左にはミーユ。

			　皿の上には、こんがりと焼いた薄茶色のサンドイッチ。

			「別に……いいだろ」

			　ミーユは、唇を尖らせてつぶやいた。

			　かわいい。

			　しかしオレとミーユが並んで座ると、食堂にはざわめきが走った。

			　無理もない。

			　実際の関係は、『三日で四〇回も子作り』みたいな関係である。

			　ミーユは避妊魔法も使っているらしいが、回数的にはそんな感じだ。

			　しかし対外的には、犬と猿で水と油だ。

			　混ぜると爆炎魔法が生まれ、どちらか一方が死にそうなほどに仲が悪い設定になっている。

			　そんなミーユは、薄茶色のサンドイッチにナイフを入れた。

			　サクッと軽い音がして、チーズがとろりと溢れでる。

			　そして犬用っぽい皿に入れ――。

			　

			　地面においた。

			　

			「ご賞味させていただきます」

			　黒髪ショートで、凛とした雰囲気を持つネコミミの少女が、四つん這いになって食べる。

			「自分の分をより分けるのか？」

			「それが本来の作法だからな」

			　人の目があるせいだろう。

			　ミーユは、つっけんどんに言ってきた。

			「すこしむかしは、暗殺が珍しくなかったからな。まずは奴(ど)隷(れい)に食べさせてたんだよ。今ではレストランでも奴(ど)隷(れい)用のメニューがあったりするけど、自分のを与えるのが本来の作法だ」

			「貴族だとそうなるのか」

			「オマエも……そうだろ」

			「ウチの場合、そのへんテキトーだったからな。奴(ど)隷(れい)もいなかったし」

			　と言いつつ、オレはステーキをパンに挟んだ。

			　マリナも果物を口に含む。

			　向かいに座っているミリリは、おどおどとしてオレを見た。

			　奴(ど)隷(れい)のみんなが床で食べている中で椅子に座っているミリリは、けっこう目立つ。

			「どうした？」

			「なっ……なんでもありません…………にゃん」

			　それでも魚を、両手で持って食べようとした。

			　が――。

			「おいおいおいおい、おーいおい！」

			　バカ貴族代表の、マゴットがやってきた。

			「どーして奴(ど)隷(れい)が、人間サマのお椅子に座ってるんだあぁ？」

			「そんなもん、オレが許可したからに決まってるだろ」

			「イナカ者サマは、マナーをご存じないのでぇ？」

			「虎の威を借りるしか能がない分際で、人のマナーにとやかく言うのが貴族か？」

			「ぐっ……」

			「これが犯罪奴(ど)隷(れい)なら、見せしめの意味もあるってことで、床で食わせるのもわかる。

			　だけど犯罪してないんなら、わざわざ席をわける必要もないだろ」

			「っ……！」

			　オレが淡々と言い切ると、マゴットはグゥの音もだせなくなった。

			　クスクスと、薄ら笑いが木霊する。

			「二週間後の決闘で、キミが這いつくばるんだと思うと楽しみだなあぁ!!」

			「…………」

			　オレは無言で、マリナが食べていた果物セットのチェリーを摘まんだ。

			　口に含んで果肉をかじり、口元に手を当てた。

			　マゴットにわからないよう種を取りだし、親指で弾く。

			　それも高速でやったので、雑魚の目には映らない。

			　バチィンッ！

			　超発進された種が、マゴットの鼻っ面を打った。

			　マゴットは、尻餅をついてうめく。

			「貴様……」

			「オレがなにか？」

			「どう見ても、このマゴット様にナニカやっただろうが!!」

			「へぇー」

			　オレは気の抜けた相槌を入れた。

			「オマエの尻餅がオレのせいだってなると、オマエは目の前の相手がナニカやってもぼんやりと受けるだけのボンクラってことになるんだけど？」

			「ぐっ……」

			　マゴットは、本日二度目の歯噛みをやった。

			「覚えてろよ！　必ずや、ミーユさまが貴様を這いつくばらせてやるからな！」

			　マゴットは去って行った。

			　隣で食事をしていたミーユがうつむく。

			「どうした？　ミーユ」

			「三公三公言ってたボクも、あんな感じだった……？」

			「感じっていうか、そのものだったな」

			「むしろひどかったぜなっ！」

			　オレが遠慮なく言うと、カレンはビシッと言い切った。

			　ちなみにカレンに悪気はない。

			　ただ正直に答えてる。

			「ごめん……」

			「ちなみに、オマエがブローチ踏み壊した子には謝ったか？」

			「えっちなことされたあと……、わりとすぐに…………」

			「それで、なんて？」

			「許してくれるって……」

			「そっか」

			「…………」

			　オレは食事に戻ったが、ミーユはオレを横目で見つめる。

			「どうした？」

			「それで……、終わり……？」

			「あの子が許したんなら怒る要素も特にないだろ」

			「そっか……」

			　ミーユは、頬を染めて食事に入った。

			　そんなオレとミーユであったが、学園内では『前哨戦で火花を散らした』ってことになってた。

			　マゴットにやった種の話も曲解されて、『ミーユをふしぎな力で攻撃したが防がれて、マゴットがとばっちり』というお話になってた。

			　攻撃した相手まで変化するとは、人のうわさはおそろしい。

			　そのうわさを広めたのは、バカ貴族のマゴットらしいが。

			　まぁオレとしては、問題ない。

			　むしろミーユをいじめる口実ができた。

			　実際、夜には――。

			『どういうことだよ』

			　とミーユを犯して、

			『知らないよおぉ……！』

			　という反応を楽しんだりした。

			　もっともそれは、夜のお話である。

			　この段階ではそんなことも知らず、普通に食事を楽しんだ。

			　受付けに申請をして、一部の授業も免除してもらう。

			　そしてミリリの訓練をする。

			　魔法の訓練をしたあとに、徹底した走り込みだ。

			　武器を使った戦いの訓練をするにも、まずスタミナがないといけない。

			　街をでて草原を走る。

			　オレやカレンにマリナのトレーニングも兼ねて、全員で走る。

			　淡々と走ることしばらく。

			「ぜなっ、はっ、ぜなあぁ…………」

			　カレンがばてた。

			「げほっ、げほっ、げぽほっ……ぜなあぁ…………！」

			　なんかもう、破裂しそうな勢いだ。

			「落ちついて。」

			　マリナがカレンの背を撫でながら、口元を押さえた。

			「鼻で吸って。溜めて………吐いて。」

			　カレンはマリナに言われるまま、鼻で吸って息を溜め、ぜなあぁ……と吐いていく。

			　浅い呼吸をくり返すと、酸素が肺に溜まらない。

			　だからマリナがさせてるように、意識して息を溜める必要がある。

			　オレのマリナは、地味にめんどう見がいい。

			　ミリリにもカレンにも、おねーちゃんみたいに接してるとこがある。

			「落ちついた？」

			「ぜなぁ……」

			「そこまでヤバかったんなら、ちゃんと言えよな」

			「小さいミリリには、負けたくなかったんだぜなぁ!!」

			「はにゃっ?!」

			　話を向けられたミリリは、意外と元気だ。

			　頬は紅(こう)潮(ちよう)しているし、息も軽くあがってる。汗もしっとりかいている。

			　それでも総合するのなら、『ほどよい運動をしました』程度だ。

			「細かい訓練は積ませていただけなかった代わりに、走り込みなどはしておりましたので……」

			　と言ってから、なにかに気づいて言い直す。

			「でもでもでも、本当は疲れましたにゃ！　すごく、すっごく疲れましたにゃ！　平気そうに見えるのは、単なるヤセ我慢ですにゃんっ！」

			「ぜな……？」

			「疲れたですにゃあぁん。疲れたですにゃあぁんっ」

			　ミリリは地面に転がった。

			「しっ……仕方ないぜなねえぇ～～～」

			　カレンは満面の笑みで、ミリリの介護へと回った。

			　ミリリは、とてもいい子であった。

		

	
		
			　

			マリナvsリン。～常識外れの英雄の恋人の実力～

			　

			　ミリリはスタミナがあったので、走り込みは切りあげた。

			　訓練場に戻る。

			「武器を使った、実戦練習をしようか」

			「はいっ！」

			「得意な武器はなんだ？」

			「村では、トンファーという武器を使ってましたにゃ！」

			「トンファーか」

			　これはまた意外な武器だな。

			　オレは一旦、屋内に戻った。

			　そこには訓練の剣や槍が、しっかりと並べられてる。

			　ミリリの言ってたトンファーもあった。

			　使う人は少ないらしく、うっすらホコリを被ってる。

			　オレは訓練用の槍とトンファーを持って戻った。

			　槍をカレン、トンファーをミリリに渡した。

			「ミリリがどのくらい動けるのか見たい。適当にやってくれ」

			「ぜなっ！」

			　おねーさんぶりたいカレンは、とっても元気にうなずいた。

			「それじゃあ、くるぜなっ！」

			「はっ、はいっ！」

			　ふたり並んで武器を構える。

			　ミリリがジリ……と、すり足で寄った。

			　圧縮されたふたりの空気が、濃密になる。

			「それでは……行きますっ！」

			　ミリリがタンッと地を蹴った。

			　一足飛びで間合いを詰めて、くるりとトンファーを回す。

			　カキィン！

			　カレンの槍が浮きあがり、ミリリの鋭いトンファーの一撃！

			「ぜなぁ?!」

			　カレンは狼狽しながらも、半身よじって回避する。

			　反撃に移ろうとするものの、ミリリは牽制の蹴りを放った。

			　カレンの腹にヒットする。

			　二撃、三撃と追撃をかける。

			「ぜなっ、ぜなっ、ぜなあぁ～～～～～！」

			　カレンは防戦一方だ。かろうじてさばいてはいるが、かろうじてでしかない。

			　それはまさしく、訓練を受けた戦士と、ただの山賊の差であった。

			　ミリリの力を三〇とすれば、カレンのそれは一〇〇近い。

			　しかしミリリが三〇の力をフルに発揮しているのに対し、カレンは無駄な動きが多い。四〇か五〇しかだせていない。

			　それに加えて、カレンには慢心があった。

			　ふたつの要素が合わさって、カレンは意外と苦戦している。

			　が――。

			「ぜなあぁ！！！」

			　カレンは足元の砂を蹴り飛ばして目潰しを入れた。槍をぽいっと放り投げ、ミリリに突撃をかます。トンファーを掴み、強引に引っ張った。

			「はにゃあぁんっ！」

			　ミリリの体もトンファーごと引かれ、ドウッと地面に転ばされる。

			　カレンは、倒れているミリリの首を握った。

			「勝ったぜなっ……！」

			　オレを見て、勝ち誇る。

			「アタシがアタシが勝ったぜな！

			　しっかりとした、ちゃんとした勝利だぜなっ！

			　勝ったぜな！　勝ったぜなあぁ!!」

			　小さなミリリに勝利してはしゃぐカレンは、すさまじく大人げがなかった。

			　というか実際、子どもなんだろうな。

			　まともな教育を受けていないこともあってか、精神年齢が七、八歳で止まってる。

			　しかしなりふり構わないのは、長所とも言える。

			「いい戦いだったぞ」

			「ぜなあぁ～～～～～～～～～～♪」

			　オレが頭を撫でてやると、うれしそうに顔をほころばす。

			　オレは、ミリリの前にしゃがみ込む。

			「ちなみにミリリの技量って、全体の中ではどのくらいだった？」

			「真ん中よりも下ですにゃ……」

			「戦う予定のリンって子は？」

			「一番上の、最上級でしたにゃ……」

			「そんなに強いぜなっ?!」

			「強いんです…………にゃあぁ」

			　ミリリは、またも落ち込んでしまった。

			「それなら一回、偵察もしたほうがよさそうかな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はいっ！」

			「はいっ！」

			「はいっ！」

			　屋内の訓練場。

			　オレは窓から、練習をのぞいた。

			　黒髪ショートのネコミミっ子であるリンが、訓練用の槍を振るう。

		

	
		
			[image: p096.jpg]
		

	
		
			　リンの槍が動くたび、訓練相手は喉を突かれて胴を突かれて、槍を弾き飛ばされる。

			　相手を見た瞬間に、体のどこに隙があるのか一瞬で判断しているような感じだ。

			　三〇人ほどいた訓練用の奴(ど)隷(れい)たちが、紙屑のように吹き飛ばされる。

			「ぜなあぁ……」

			「綺麗な動きだなー、とは思うけど、震えるほどか？」

			「レインのほうが強い。」

			「そんなのんきな感想が言えるなんて、さすがはご主人さまなんだぜな……」

			　そういうもんか。

			　その時だった。

			「何者ですかっ?!」

			　リンが練習を止めて、オレのほうに向き直った。

			「オレだよ。オレオレ」

			　怪しい詐欺師のような自己紹介を入れて、窓から訓練場に入る。

			　リンはオレに槍を向け、臨戦態勢でミーユを見やった。

			「ボクは……、別に…………」

			「ミーユさまが、おっしゃるのでしたら」

			　リンは槍の穂先をさげた。

			「にしてもずいぶん、本気で練習してるんだね」

			「昨日のわたしとミリリが戦えば、百戦してもわたしが勝ちます。

			　しかし人は成長します。二週間後のわたしとミリリなら、必勝とは言い切れません」

			「真摯で油断しない系か」

			　人格的には好ましいが、もうちょっと油断していてほしい。

			　まぁいいや。

			「せっかくだし、カレンと一戦やってみてくれないか？」

			「ぜなぁ?!」

			「どんな動きをしてくれるのか、もっとしっかり見てみたいんだよ」

			「わたくしのほうは、構いませんが……」

			　リンは無言でミーユを見つめた。

			　ミーユはバツが悪そうにしつつも、うなずく。

			　だがしかし、当のカレンが難色を示した。

			「さっきの動きで十分だとは思わないぜなっ?!」

			「さっきの動きだと、打ちかかってたほうが本気じゃなかったから」

			「ぜなっ?!」

			「よくも悪くも訓練用だ。意識してだせる全力はだしてるんだけど、無意識の奥からでてくる本気まではだしてない」

			「「「ぐっ……」」」

			　まさに図星であったらしい。

			　打ちかかっていた奴(ど)隷(れい)たちは、歯噛みした。

			　オレが綺麗って感じたのも、そういうことなんだよな。

			　泥臭さとか、血生臭さがまったくない。

			　まるで舞踏の演舞のような、予定調査な雰囲気で満ちていた。

			　さっきのカレンを褒めたのも、そういうことだ。さっきのカレンは、よくも悪くも全力だった。

			「それでもアタシをケガさせるには、十二分すぎるぜなぁ!!　だから絶対イヤだぜなぁ！　ご主人さまが『絶対にやれ』って言わない限り、絶対にしないぜなぁ！」

			「オレがやれって言えばやるのか？」

			「命令だったら、仕方ないぜなあぁ……」

			　カレンはすでに命令を受けたかのように、だらーっと涙を流してた。

			「仕方ない、ぜなあぁ～～～」

			　そう言われると、逆にやらせにくくなってしまうな。

			　仕方ない。

			「マリナは？」

			「わかった。」

			「それはっ……」

			　マリナはこくりとうなずくが、リンが難色を示した。

			「ダメなの？」

			「わたくしたち奴(ど)隷(れい)には、守らなければならない三原則がございます」

			「三原則？」

			「一。奴(ど)隷(れい)は、奴(ど)隷(れい)の権利の範囲内においてはマスターの命と命令を守らなければいけない。

			　二。奴(ど)隷(れい)は、一に反しない限り、他者に危害を加えてはならない。

			　三。奴(ど)隷(れい)は、一と二に反しない限り、自分の身を守らなければならない」

			「そのルールだと、ミーユが許可をだせばいいんじゃ？」

			「理屈では、そうですが……」

			「刷り込まれた意識が、どうしても邪魔をするってことか」

			「はい……」

			「反逆を抑えるためには有効そうだが、普通に戦うってなった時に困らないのか？　その意識」

			「わたくしたちの役割は、後衛のマスターが魔法を放ってくださるまでの時間稼ぎですので……」

			「マスターがいる時は防御。自分ひとりの時は逃亡でなんとかなるってことか」

			「それなら、へいき。」

			　マリナは、落ちていた槍を拾った。

			　先っぽに白くて丸いカバーがついている、たんぽ槍である。

			「あなたが、わたしにケガをさせることはできないから。」

			　淡々と言ったマリナに、リンは眉をひそめた。

			「失礼ですが……。マリナさまは、魔術師さまでは？」

			「それでも、あなたよりは強い。」

			「…………」

			　リンの視線の力が強まる。

			　プライドを傷つけられた虎のような顔をしている。

			（奴(ど)隷(れい)とは言っているが、牙と野心は持っているみたいだな）

			「ミーユさま」

			「えええっ、ええっと……」

			　ミーユはマリナのそばに寄る。

			　マリナの肩をグイと抱き、猫背気味になって言った。

			（言っておくけど、リンは真面目に、すごく強いぞ？）

			「レインのほうが強い。」

			（それは、そうだと思うけど……）

			「レインのほうが強い。」

			（いやでもアイツを基準に話すのって、なんの意味もなくないか？）

			「それでも、レインのほうが強い。」

			　もはや会話になっていない。

			　ミーユは無言で、オレのほうをチラッと見やった。

			　オレは無言でうなずいてやる。

			（ケガとか…………するなよ）

			「うん。」

			　マリナはうなずき、ミーユの頭をポンッと叩いた。

			「ありがとう。心配してくれて。」

			「っ…………[image: 102kao.png]」

			　マリナの仕草に、ミーユは頬を赤らめた。

			「あっ、あと、強いのが本当だって言うなら、リンにもケガはさせるなよ！」

			「気をつける。」

			　ここまで合意がそろってるなら、もはや止める人はいない。

			　ふたりは五メートルほどの距離を取って向かい合う。

			　マリナがリンをケガさせないように、ほんのちょっとだけやる気を見せた。

			「っ……！」

			　それだけで、リンの空気が冷たく強張る。

			「これは……確かに、おっしゃるだけのことは…………」

			　ほんの一瞬、対峙しただけでわかる。

			　そのあたり、やっぱりリンは実力者である。

			　マリナがゆらりと前にでた。

			　リンはツイッと槍を引き、防御の構えを作ろうとした。

			　だがしかし、次の瞬間。

			　

			　どごおぉんっ！！！

			　

			　吹っ飛んだ。

			　

			　一〇メートルほど吹き飛んで壁にぶつかり、大きな穴をあけてはさらに吹っ飛び、植えられていた木を何本かなぎ倒してから止まった。

			（マリナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー！！！）

			　ミーユが声なき悲鳴をあげた。

			　マリナは自身の右手をグー、パーと握って言った。

			「手加減は………した。」

			　それはいつものマリナと同じ、淡々とした口調。

			　しかし恋人であるオレには、申し訳ないと思っていることがありありと感じ取れた。

			　オレや父さんに比べると弱いってだけで、マリナも十分に常識外れなんだよな。

		

	
		
			　

			ミリリの飛躍。

			　

			　リンを吹き飛ばしてしまったマリナは、言い訳のようにくり返す。

			「手加減は………した。」

			　実際、そうだろう。

			　父さんやオレのせいでかすみがちだが、マリナのステータスはこんな感じだ。

			　

			　レベル　６８５８

			　ＨＰ　　３５６７９／３５６７９

			　ＭＰ　　９２８００／９２８００

			　筋力　　３４０３４

			　耐久　　３２５００

			　敏(びん)捷(しよう)　　４２０７７

			　魔力　　７８０００

			　

			　ＭＰと魔力が突出している魔術師ステータスだが、それ以外も普通に高い。

			　もしも本気をだしてたら、リンは串刺しになって死んでる。

			　それが吹っ飛ぶ程度なんだから、手加減していたのは間違いない。

			　でもその手加減は、クマをも一撃で殺せる達人が、クマならかろうじて死なない程度のパンチを一般人にぶち込んだのにも近い。

			　それでもリンは、致命的なダメージは避けていた。

			　軽い打撲は負っていたが、それ以上はなかった。

			「あの一撃を食らって、あの程度で済むなんて……」

			「リン先輩、すごいです……」

			「さすがは、ミーユさまが選んだ奴(ど)隷(れい)っ……！」

			　訓練していた子たちからも、リンの評価はあがってた。

			「強敵だぜなっ……！」

			「がんばりたいです、にゃあ……」

			　カレンも手に汗を握り、ミリリは小さく震えてる。

			　惨敗させた相手の株を逆に上昇させてしまう、恐るべきマリナだ。

			　が――。

			「レインのほうが強い。」

			　自分の株があがりそうになるや否や、オレのことをあげてきた。

			　腕にくっつき頬を染め、頬ずりもしてくる。

			「わたし………。毎日やられっぱなし………♥」

			　間違ってはいない。

			　バトルの意味でもそれ以外の意味でも、毎日やってる。

			　誤解をまねく言動は、なにひとつしていない。

			　が――。

			（さすがレインさま。英雄、色を好むというお言葉通りですね）

			（おうわさの通り、お盛んなのですね……）

			（マリナさまのとろけたご様子を見ても、一日に六回はなされていらっしゃるのでは……）

			　ひそひそとした噂話が間違っていないって、それはそれで恥ずかしいんだけどっ?!

			　一日六回ではなく十六回とか二十六回とかやってることもあるけど、表立って言うことじゃないしっ?!

			「ままままっ、まぁ、ケッコンしたら、ここここ、子ども作らないといけないしな！」

			　ミーユが真っ赤になって言った。

			　確かに貴族の価値観で言えば、跡継ぎを作れる能力って重要だろうしな。

			　ミーユはまだ学生だし相手も選ばないといけないから、避妊魔法かけてるらしいけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オレはミリリたちを連れて、屋外の訓練場に戻ることにした。

			「それにしても……。思ってたより、強かったぜなね……」

			「リンさまの直撃を受けたら、一発で倒れてしまう気もするですにゃあ……」

			「今のミリリだと、六人いても難しいと思う。」

			　帰り道では雑談になったが、圧倒的にリンが有利だ。

			　実際、オレもそう思う。

			　今のミリリだと、六人がかりでも勝てない。

			「まぁでも、収穫はあったよ」

			「………？」

			「プライドの高いまっすぐな性格で、ミリリを格下に見てるってことがわかった」

			「それがわかって、なんになるぜな……？」

			「とりあえず、絡め手の心配はしなくてもいいってことかな」

			「なるほどだぜなっ……！」

			「ご主人さま、すごいです……！」

			「レイン………。冷静………♥」

			　カレンとミリリが目をキラキラと輝かせると、マリナがうっとりとしてオレの腕にくっついた。

			「そんな大したこと、言ってないと思うんだけど……」

			「わたしは、気づかなかった。」

			「ご主人さまは、謙虚ですにゃあ……」

			「つまりレインは、大したことないことで威張ってたぜなっ……?!」

			　マリナとミリリはぽわぽわしてたが、カレンひとりは別ベクトルしてた。

			　レモン一個分に含まれるビタミンＣは、レモン四個分だって聞いたみたいな顔をしている。

			　ジュースなどにあるレモン丸々個分のビタミンＣという表記は、レモン丸々個分の『果汁に』含まれるビタミンＣだ。

			　しかし実際のレモンは、皮や繊維にもビタミンＣも含んでいる。

			　なのでレモン一個分に含まれるビタミンＣは、レモン四個分なのだ。

			　すごい関係のないお話をしたな。うん。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ミリリはこれから、なにをすればよろしいですかっ?!　ご主人さまっ！」

			　訓練場に戻るなり、ミリリは元気に言ってきた。

			　両の拳もギュッと握って、やる気いっぱいの顔をしている。

			　強い相手を見てしまった時、へたられるよりもやる気をだすのはいい性質だ。

			「これからは、教えたことの錬度を高めてもらうよ」

			　訓練用の槍を構えて、ミリリに向ける。

			　リンの動きはちゃんと見た。

			　だからもう、トレースできる。

			　さらにオレなら。

			　

			　二週間後のリンの力も、トレースができる。

			　

			　していた訓練とその時の動きを想像し、イメージの結果を憑依させることができる。

			「はにゃっ…………」

			　実力の差を感じ取ってしまったのだろう。

			　ミリリの耳が後ろに下がり、お尻の尻尾が足のあいだに挟まった。

			「これは実力が上の相手と対峙した時、怯まないようにするための意味合いもあるからそのつもりでね」

			「はっ……はにゃっ！」

			　ミリリは、怯えながらもうなずいた。武器を構えてオレを見つめる。

			　オレは槍の穂先を動かし、催促を入れた。

			「魔法は？」

			「ははにゃっ、はいっ！　小さき者よ舞いあがり、望む形を作ってください！　サンドエレメンツ！」

			　砂がぶわっと舞いあがり、剣士のような形を作った。

			　オレは剣士に槍を入れ、軽く振るって四散させた。

			「接近されたら、すぐに武器っ！」

			「はっ、はいっ！」

			　ミリリはトンファーを使用して、オレの槍をガチッと受けた。

			　カカカッ、カンッ。

			　オレが繰りだす無数の突きを、かろうじてさばいてく。

			「相手が槍なら基本は防戦。無理に攻撃に移ろうとはするなよ？」

			「はいっ！」

			「そして攻めあぐねた相手が、ちょっと距離を取ったら……」

			　オレはタトンと地を蹴って、ミリリと距離を取ってやる。

			　ミリリが武器を構えつつ、突進にそなえていたので叫ぶ。

			「魔法！」

			「はっ、はいっ！」

			　ミリリは、オレに右手を向けた。

			「マッド・ダンプリング！」

			　ミリリの手から泥の団子(ダンプリング)が飛びだしてくる。

			　数は三。

			　殺傷力はまったくないが、目に当たったら視界が遮られる程度には面倒だ。

			　オレはすべてを回避して、ミリリの近くに突っ込んだ。

			　電光石火の寸止め突きを、ミリリの胸元に入れる。

			　すこし速い気もしたが、二週間後のリンなら行ける可能性は高い。

			「はにゃああっーーーーー！！！」

			　ミリリが、尻餅をついた。

			　オレは一旦、槍を引く。

			「放った魔法は、全部回避されるつもりで二の手、三の手を考えるっ！」

			「はっ……はいっ！」

			　ミリリは再び立ちあがり、オレとの二戦目に入った。

			　濃密な訓練の時間が、粛(しゆく)々(しゆく)とすぎる。

			　そして何度目かの寸止め突きが、ミリリのみぞおちに入った。

			「はにゃっ、はっ、にゃあぁ…………」

			　限界がきたミリリは、バタリと倒れる。

			「今日は、このぐらいにしとくか」

			「にゃうぅ……」

			　ミリリの前にしゃがみ込み、背負ってやった。

			「いつも、申し訳ないでございます……にゃん」

			「そういう時は、ありがとうって言うものだぞ？」

			「ご主人さまあぁ……」

			　ミリリは感極まったのか、うるんだ声を発した。

			「大好きです…………にゃあぁん」

			　オレというご主人さまを想って訓練をしていたミリリは、ステータスも伸びていた。

			　

			　名前　ミリリ

			　種族　キャットガール（ホワイト）

			　レベル　８→18

			　ＨＰ　　30／１１５（←51）

			　ＭＰ　　０／90（←52）

			　筋力　　１２６（←70）

			　耐久　　１０８（←58）

			　敏(びん)捷(しよう)　　１３４（←74）

			　魔力　　94（←50）
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			リンvsミリリ。

			　

			　レインの指導のもと、訓練の日々は続いた。

			　ミリリのレベルは、日に日にアップしていった。

			　ただし初日ほどの勢いで伸びたのは、初日ぐらいなものである。

			　レベルが低いとあがりやすく、高いとあがりにくくなる現象だ。

			　それでも一般的な奴(ど)隷(れい)たちの、数倍近い早さであがった。

			　シロと呼ばれて蔑まされていた奴(ど)隷(れい)時代にも、基礎トレーニングは欠かしていなかったからであろう。

			　きっかけさえあればすぐにでも上昇する成長の種が、きっかけを得たことで咲き誇った。

			　そして決闘の日。

			　レインが鑑定を使ってみると、ステータスはこうなっていた。

			　

			　レベル　18→34

			　ＨＰ　　２０７／２０７（←92）

			　ＭＰ　　１７０／１７０（←80）

			　筋力　　２３５（←１０９）

			　耐久　　１８８（←80）

			　敏(びん)捷(しよう)　　２４４（←１１０）

			　魔力　　１６７（←73）

			　

			　つい先日に集められた奴(ど)隷(れい)の中では、トップクラスのステータス。

			　一方のリンも、これであった。

			　

			　レベル　41→52

			　ＨＰ　　３１６／３１６（←55）

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　２７４（←48）

			　耐久　　２３８（←50）

			　敏(びん)捷(しよう)　　２７３（←40）

			　魔力　　０

			　

			　伸びた幅はミリリほどではないものの、相当な訓練は積んでいる。

			　奴(ど)隷(れい)科の先生が、審判として叫ぶ。

			「それではこれより、決闘を始める！　ふたりそろって、ご主人さまに誓いを立てるのだ！」

			「我、リン＝グリフィンベールは誓います！　我があるじ、ミーユ＝ララ＝グリフィンベールの名に恥じぬ戦いをすると！」

			「わたし、ミリリ＝カーティスは誓うにゃん！　大好きなご主人さまに、恥をかかせないようがんばると！」

			「それでは両者、敗北よりも、誓いに背くことを恥として、いざ粛(しゆく)々(しゆく)と――――始めっ!!」

			　戦いが始まった。

			　同時にミリリが両手をかざす。

			「小さき者よ舞いあがり、望む形を作ってください！　サンドエレメンツ！」

			　砂がぶわっと舞いあがり、剣士のような形を作った。

			「これはっ……?!」

			「ご主人さまがミリリのために作ってくださった、砂魔法ですにゃっ！」

			「ふんっ！」

			　リンは棒をヒュンッと振るった。

			　砂の剣士は四散する。

			「このような魔法を使えるようになっていたとは驚(きよう)愕(がく)ですが――まだまだですっ！」

			　砂の剣士を四散させたリンが、タンと地を蹴り前にでるが――。

			「はうッ?!」

			　こけた。

			　砂の剣士と同時に作られていた出っ張りに足を引っかけて――。

			　こけた。

			　それは単純な攻撃であったものの、地味に重いダメージを与えた。

			　同時にミリリは砂を巻きあげ、会場の視界を埋め尽くそうとする。

			「姑息な真似を……」

			「ミリリも、そう思うですにゃん……」

			　ミリリはそれを認めつつ、卑屈な様子は見せなかった。

			「「「卑怯だぞー！！！」」」

			　ミーユの腰巾着の位置を狙っている貴族たちが、罵声を飛ばした。

			　ゴミがいくつも投げ込まれる。

			「はにゃあ……」

			　気の弱いミリリは縮こまるものの、レインはハッキリ言い切った。

			「卑怯者は黙ってろ！！！」

			　予想外の発言に、会場が静まった。

			「卑怯は強者の俗言だ！　弱い相手から策略を奪い、自分たちが負けない土壌を作ろうとする！　強いクセにそんな手を使うのが、卑怯でなければなんなんだっ?!」

			　反論できる者はいなかった。

			　それは同時に、真理であった。

			　反則をしているわけでないなら、それはその人間の知恵で力だ。

			　それを外部から――特に強者が圧力で封殺しようとすることは、卑怯以外の何物でもない。

			　というかそれを封殺されると、弱者は絶対、強者に勝てない。

			「まったく、正論ですね――」

			　リンがふらりと立ちあがった。

			「弱者の策をも飲み込んでこそ強者。誇り高き三公、グリフィンベールの戦士に相応しいと言うものです」

			　リンは静かに息を吐く。

			　砂は激しく、目をあけているのも厳しい。

			　眉をしかめて薄目で見やる。

			　地面にはたくさんのでこぼこができていて、視界には、薄茶色の砂が霧のようにかかっていた。

			　ミリリの姿は、砂で見えない。

			（しかしこれでは、ミリリもわたしが見えないのでは――？）

			　思った直後、真横から気配。茶色のトンファー。

			（くっ！）

			　超人的な反射神経でいなすが、隙はできた。右の足に蹴りを食らう。

			　見るとミリリは、目元にふしぎなアイテムをつけていた。

			「それはっ――?!」

			「ご主人さまが作ってくださった、『ごぉぐる』ですにゃっ！」

			「そのようなアイテムが、この世に存在していたとはッ！」

			　ミリリはそこから一気に押した。

			　トンファーでの突きから始まり、ミドルキックにローキック。

			　リンが振るった鋭い槍をしゃがんで回避し、足払いのカウンター。

			　リンの体がゆらいだところで、サマーソルトキック。

			　リンのアゴはかちあげられた。

			　ノックアウトには至らないものの、ダメージは入った。

			　が――。

			　槍がヒュオンと伸びてきた。

			　ミリリは身をよじり、直撃は回避する。

			　けれども槍は器用に動き、ミリリの脇の下に挟まる。

			「はにゃっ?!」

			　ミリリの体は宙を舞う。

			「はにゃあぁーーーーーーーーーんっ！！！」

			　一八〇度回転し、体を叩きつけられた。

			　ガオンと激しい音が鳴り、地面にクレーターができる。

			「にゃあ……」

			　ミリリが苦悶にうめいてリンを見る。

			　リンは瞳を閉じていた。

			　そのネコミミが、ぴくぴくと動いている。

			「音でミリリを察したですにゃ……？」

			「視界が遮られてしまったのでね」

			「さすがは、…………ですにゃ」

			「あなたも――なかなかのものではございましたよ？」

			　リンはゆっくり、すり足でにじり寄る。

			　ミリリが作ったでこぼこを足で察知し避けながら、ゆっくりと迫る。

			　その佇まいは、勝利を確信した人間のそれだ。

			　もしもミリリが動いても、動いた音を察して動ける。

			　一方のミリリは、座ったままで言った。

			「さすがは……、ご主人さまですにゃ…………」

			　先の言葉は、リンを褒めたものではない。

			　自身の主人の、レインを褒めたものである。

			　懐に手を入れ、それをだす。

			　現れたのは、丸っこい手榴弾。

			　リンはミリリが何かを取りだした気配を察知し、迎撃の構えを取った。

			　しかしミリリの行動は、リンの予想を超えていた。

			　ミリリはそいつを、自身の手元で使用したのだ。

			　ピンを引き抜き、耳を押さえてしゃがみ込む。

			　

			　ガアァンッ！！！

			　

			　轟(ごう)音(おん)が響く。

			　観客席の七割近くが、耳を塞ぐ轟(ごう)音(おん)だ。

			　至近距離にいたリンは、まさに『直撃』という形で食らった。激しい頭痛に体がマヒする。

			「ガッ、アッ、アッ……」

			　耳を澄ませて投擲を警戒していた分、余計にダメージを受けた。

			「ご主人さまは、すごいお人ですにゃ……！

			　視界を封じる攻撃をしたら、耳に頼ってくるって予想していたですにゃっ……！」

			　そう言うミリリも、辛そうではあった。

			　それでも覚悟していた分、リンのダメージよりは軽い。

			「渾身の、いちげきです……にゃあぁ……！」

			　自身の体重を乗せた突きを、リンのみぞおちに叩き込む。

			　自身も反動で倒れるが、リンにかなりの深手を与えた。

			　吹き飛ばされたリンは、仰向けに倒れる。

			　会場の誰もが、決着か――と思った。

			　しかしまだ、決着ではない。

			　リンは静かに立ちあがる。

			　その目には、滾るような感情があった。

		

	
		
			　

			決着！　リンvsミリリ。

			　

			　罰を受けるのが罪人であるなら、リン＝グリフィンベールは、紛うことなき罪人であった。

			　その罪とは、貧しい家庭に生まれたことだ。

			　身なりの上に、心も貧しい親のあいだに生まれたことだ。

			　幼いころから顔立ちが整っていたうえ、優良種と言われる黒髪だったリンを、父母は未来の収入源として育てた。

			　収入源として育てられたリンは、五歳のころに売られていった。

			　貧しい家に生まれたというだけで、奴(ど)隷(れい)に落とされる罰を受けた。

			　ごとごとゆられる荷台の上で、寒さと恐怖に震えていた。

			　見捨てられた悲しみと、ろくでもないであろう未来に絶望していた。

			　しかし養成所では、思いもよらない未来を提示された。

			　

			　奴(ど)隷(れい)は、特権階級だシ！

			　

			　特別教官による入荷奴(ど)隷(れい)へのあいさつで、そんな風に言われたのだ。

			　奴(ど)隷(れい)は確かに奴(ど)隷(れい)であって、様々なことに制限を受ける。

			　首輪はつける必要があるし、食事は床で食べないといけない。

			　主人が床で眠れと言ったら、床で眠る必要がある。

			　犯罪奴(ど)隷(れい)に比べれば各種の権利は守られるものの、人間あつかいはしてもらえない。

			　しかしそれでも、特権階級なのである。

			「いい貴族さまの家に行ければ、普通の人よりずっとすごい教育を受けられることになるのだ！　側近として働けば、信用も獲得できるのだ！　五年、一〇年経ったころには、わらしたちを売った人より偉くなっている可能性もあるのだシ！」

			　それはまばゆい希望であった。

			　実際にその地位につけるのは、一部のエリートに限られる。

			　それでも、可能性はゼロじゃない。

			　人間以下の奴(ど)隷(れい)から、人間になれる可能性がある。

			　真っ当な人間として、愛してもらえる可能性がある。

			　それがか細い蜘蛛の糸でも、登ってみない理由はない。

			　リンはそれから、必死になった。

			　訓練所の教官たちも、熱心に指導した。

			　ひたむきで飲み込みも早いリンは教えがいがあるし、優良種として名高い黒髪である。

			　その育成をしくじれば、なにをしていたんだと評価が下がる。

			　純な熱意と打算の両方が合わさって、一〇年にひとりの逸材と言われるほどに成長した。

			　三公のひとりが入学するという時期に合わせて、目玉として『出荷』された。

			　待ってる時は緊張していた。

			　立ってる時も緊張していた。

			　家柄と能力で言えば、一番の当たりはミーユだ。

			　奴(ど)隷(れい)の目玉とも言える自分が、選ばれる可能性は高い。

			　しかし絶対ではない。

			　果たして選んでもらえるか、不安で目眩がしそうであった。

			　冷静に立っていたように見えても、心臓は早鐘を鳴らしていた。

			　また、相当なカンシャク持ちとも聞いている。

			　うまくやれるか、不安でもあった。

			　結果は、無事に選ばれた。

			　カンシャク持ちとも聞いていたが、そのようなこともなかった。

			　本当に幸運と思ったものだ。

			　これですべてが、報われると思ったものだ。

			　それが一番最初の仕事で、負けてはいけない相手に負けたら――。

			　恐らく終わる。

			　すべてが終わる。

			　自分が積みあげてきたものすべてが水泡と帰す。

			　負けたら。

			　負けたら。

			　このまま、負けたら――。

			「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！！！」

			　悲鳴のような雄叫びをあげ、リンは地を蹴る。

			　瞬間移動のごとき速さで、ミリリとの間合いを詰めた。

			「ガアッ！」

			　技術もへったくれもない、爪の一撃。

			　獣人という存在の、ケモノという特性のみを押しだした攻撃だ。

			　ミリリは咄嗟にガードした。

			　直撃は避けたものの、頑丈なはずのトンファーが抉れていた。

			「にゃああ……」

			　怯む間もなく追撃がくる。

			　拳にひっかき、蹴りに拳に噛みつきにひっかき。

			　ミリリは直撃の際に体を引いてダメージを殺した。噛みつきは回避した。しかしわずかにかすった爪が、腕の骨と筋肉に、トンファーも削っていった。

			　ドンッ！

			　ガードのゆるんだ胸元に、掌底の一撃を食らった。

			　ミリリは吹き飛び、フェンスに当たった。

			「ガアッ、アッ、アアッ……」

			　リンが、口の端から鮮血を垂らす。

			　限界を超えた力は敵であるミリリ以上に、自分自身を傷つけていた。

			　拳の皮と肉も抉れて、白い骨が見えている。

			　凄(せい)惨(さん)な光景に、観客たちも言葉をなくす。

			「ミリリ！」

			　レインがフェンスに手をかけた。乱入の構えだ。

			「へいきですにゃっ！」

			　ミリリはふらりとよろけつつ、二本の足で立っていた。

			「ミリリはミリリは、ご主人さまが大好きですにゃあ！

			　世界で一番のご主人さまに、土下座なんてさせたくないですにゃああ！」

			「ミリリ……」

			　どうしたものか。

			　レインが思い悩んでいると、マリナが背中にくっついた。

			「………わかる。」

			　レインに抱きつき、か細い声を絞りだす。

			「わたしも、あなたが世界で一番だから………。」

			　そして右手を、ツイッとだした。

			「危なくなったら、わたしが………止める。」

			　滾る冷気は冷気であるのに、このうえない熱量を携えていた。

			　レインは、ふたりを信じることにした。

			　リンが突っ込む。

			　ミリリは受ける。

			　リンが放つ技術もへったくれもない、叩きつけるような攻撃を受ける。

			　致命傷は回避して、それ以外はあえて受け、カウンターを叩き込む。

			　右の拳が顔に入れば、左の拳を脇腹に。

			　左の蹴りを腕に受ければ、体をよろめかせつつもトンファーで反撃をする。

			　双方ともに、精神が肉体を凌駕している。

			　単純な身体能力では、リンのほうが上。

			　けれども、リンは、技術を捨ててしまっている。

			　対するミリリは、防御にも攻撃にも、自身の技術を使用している。

			　それの差が身体能力の壁を埋め、互角の戦いをくり広げていた。

			『がっ、がんばれ……』

			　誰からともなく、声を発した。

			　最初は断片的だったそれが、波紋のように広がっていく。

			『がんばれ！　がんばれ！　がんばれ！』

			　どちらを応援するということもない、ふたりを応援する声が会場に響き渡った。

			　ふたりが互いに距離を取る。

			「にゃああああああああっ！」

			「ガアアアアアアアアアッ！」

			　助走をつけて、渾身の一撃を放ち合うっ！

			　激しい衝突。

			　互いの顔に拳がめり込む。

			「はにゃあ……」

			　ミリリの体が、ぐらりとよろけた。

			　そのまま地面にどさりと倒れる。

			　勝負アリ。

			　リンの勝利。

			　誰もがそう思った刹(せつ)那(な)。

			「ッ……」

			　リンの体も、ぐらりと倒れた。

			　うつ伏せに倒れたリンは、意識も完全に手放している。

			「にゃっ……、にゃああ…………」

			　ミリリがかろうじて、右手をすっと上へとあげた。

			　立ちあがることはできていない。通常ならば、ダウンの場面。

			　が――。

			「…………」

			　相手のリンは、手をあげることすらできなかった。

			　審判たる教官が、リンの様子を見て叫ぶ。

			「この試合――ミリリ＝カーティスの勝利だシ！」

			　歓声が沸いた。

			　最初からミリリを応援していた者も、最初はリンを応援していた者も、みな一様にミリリの勝利を祝福した。

			　それはどちらが勝っても変わらない称賛であっただろうが、それでもミリリを祝福した。

			「ミリリ！」

			「リン！」

			　レインとミーユが、闘技場に降り立った。

			「「大丈夫か?!」」

			　お互いに、互いのパートナーを心配する。

			　ふたりはそろって、意識を失っていた。

			「救護班を呼んだから待ってるシ！」

			　タンカを持った、救護班たちがやってくる。

			　が――。

			「心配は要らん」

			　リリーナがやってきた。

			「少々重い負傷のようだが、わたしにかかれば一瞬だ」

			「ミリリは、骨が六本は折れていると思いますけど……」

			「わたしにかかれば無傷と変わらん」

			　リリーナは、指をパチッと鳴らして見せた。

			　そのわずか一瞬で、ふたりの傷は塞がった。

			　救護班が叫ぶ。

			『折れていた骨、完治してます！』

			『内臓も、傷が見事に塞がりました！』

			「さすがは、魔竜殺しの七英雄……」

			「そう言われるのは、気が引ける部分もあるがな」

			「そうなのですか？」

			「英雄と言っても、魔竜を倒した七人に過ぎん――という側面があるからな」

			　リリーナは、暗い影を携えて言った。

			「ただしわたしの魔法でも、体力までは回復できん。しばらくは、ゆっくり寝かせておいてやれ」

			「はい！」

			　こうして――戦いはミリリの勝利に終わった。

			　この戦いはふたりにとってよい結果をもたらすのであるが、それはまた次のお話。

		

	
		
			　

			リンとミリリの決闘編・エピローグ。

			　

			　ミリリを背負って部屋に戻った。

			　白いベッドの上に寝かす。

			　マリナがオレの背中にくっつき、肩越しにミリリを見つめて言った。

			「へいきそう？」

			「うん」

			「そう………。」

			　声には安堵がこもってた。

			　マリナにとって、ミリリは妹のような存在だ。

			　心配してしまう気持ちは、ある意味オレより強いだろう。

			　しかし背中にくっつかれると、おっぱいが当たる。

			　マリナのマの字は、魔乳のマの字だ。

			　つまりとても大きくて、変な気分になってくる。

			（はにゃっ……）

			　ミリリが寝言でうめいた。

			（ご主人、しゃまぁ……）

			　苦悶にうめく表情は、紛れもなく悪夢。

			（ミリリのこと、捨てないでほしいです……にゃあぁ）

			　ミリリは、親に捨てられる格好で奴(ど)隷(れい)になった少女だ。

			　捨てられることの恐怖は、人の倍は強いだろう。

			「レイン。」

			「うん」

			　マリナにもうながされ、オレはミリリの頭をなでた。

			「大丈夫だよ、ミリリ」

			（ふにゅっ……）

			　すりすりすり。

			　すりすりすり。

			　寝ているミリリは、オレの手を掴んで頬ずりをした。

			（大しゅきですにゃあ……。ご主人しゃまあぁ……）

			「よしよし」

			　オレも和やかな気分になった。

			　そしてマリナが、オレの後ろから手を伸ばす。

			　ミリリの頭をよしよし撫でた。

			「かわいい。」

			「マリナもかわいいよ」

			　マリナのほっぺにキスをする。

			（………[image: 137kao.png]）

			　マリナは、カアッ――っと頬を赤くした。

			　一日一〇回はエロいことをされまくっているマリナだが、ウブな反応を見せることも多い。

			　かわいい。

			　コンコンコン。

			　和んでいると、ドアからノックの音がした。

			　ジュウタンの上に転がっていたカレンが、猫の子のように体を起こした。

			　オレを見る。

			「……」

			「頼む」

			「わかったぜな！」

			　とてとてとて。ドアへと向かう。

			「誰だぜな？」

			「……ボク」

			「ミーユか」

			　ドアをあけた。

			「なんだ？」

			「いま……だいじょうぶ？」

			「大事な用事なら大丈夫だけど、そうじゃないなら無理っていうぐらいだな」

			「…………」

			　ミーユは、所在無げに目を伏せた。

			　軽い用事ではないのだが、遠慮してしまっている表情だ。

			「マリナ」

			「うん。」

			　ミリリを頼もうと思ったら、ふたつ返事で了承してくれた。

			　もう本当に、最高のお嫁さんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミーユの部屋では、リンが地べたに土下座していた。

			「これは……？」

			「さっきの試合で、リンが負けたってお話をしたらこうなっちゃって……」

			「ミーユ様とレイン様は、宿敵の間柄と聞き及んでおります。

			　その一戦に敗北するとは、つまり万死に…………」

			　リンは地べたに額をこすりつけたまま、そんな風に言っていた。

			「どうすればいいかな……」

			「こうすればいいんじゃないかな」

			　ミーユを抱き寄せ、唇を奪った。

			（んんっ、んー！）

			　ミーユはリンに目線を当ててもがいた。

			　リンは呆気に取られてる。

			「いいいっ、いきなりなにするんだよっ！　ばかっ！」

			「リンに大丈夫だってことをわからせるには、オレとミーユは仲良しだって教えるのが一番だと思って」

			「お前な……」

			　ミーユは目を伏せ、手の甲で唇を押さえた。

			　しかし赤く染まったほっぺたは、満更でもないことを主張していた。

			　ぼたぼたぼた。

			　リンの鼻から血が垂れた。

		

	
		
			[image: p140.jpg]
		

	
		
			　リンは鼻を手で押さえ――言った。

			「ミーユ様とレイン様は、男性同士では……？」

			「そういう認識か」

			　ビリイィ！

			　オレはミーユの制服を、中央から破いた。

			「きゃああっ！」

			　ミーユはかわいい悲鳴をあげると、胸元を隠してうずくまった。

			　オレはサラシも、破ける範囲で破いた。

			　破く必要はなかったのだが、そちらのほうが興奮した。

			「ばっ……ばかっ！　ばかっ！　ええっと……ばかっ！　ばかあぁ！」

			　語彙のなさがとてもかわいい。

			　オレはミーユを押し倒し、本番を始めた。

			「はあっ、あっ、あっ、あんっ、」

			　キスの時点で感じていたのか、ミーユはされるがままだった。

			　最後は中に射精する。

			「はっ……、あっ、あっ……♥」

			　ミーユのことをとろけさせ、リンに言った。

			「とにかくこういうわけだから、敗北は気にしなくても大丈夫だよ」

			「そ……、そ……、そうですか……」

			　リンはオレから目を逸らす。

			　というかめっちゃドン引きしていた。

			　無理もない。

			　立場が逆ならオレも引く。

			　しかし立場は逆じゃない。

			「もう一回分……ほしい」

			　ミーユからのおねだりもあったので、二回戦を始めながら言った。

			「っていうかリンはがんばってたじゃん。試合を目標に努力して強くなれたって言うんなら、それは普通に成功でしょ」

			「…………」

			　いいことを言ったつもりだったが、リンはこちらを見てくれなかった。

			　時折りチラりと視線はやるが、すぐに目を伏せてしまう。

			　やはりというか、性交しながらでは説得力がないか。

			　仕方ない。

			　リンへの説得を諦めて、ミーユとの行為に集中した。

			「もう…………ばかっ♥　あっ♥　はんっ♥♥♥」

			　行為が三回ぐらい終わった。

			　ミーユは服を着直す。

			「とにかく……こういうわけだから。気にしないで……大丈夫」

			「……はい」

			「っていうか……ありがと」

			「……はい？」

			「決闘のあと、『奴(ど)隷(れい)ふたりががんばったんだから、マスターふたりも仲よくしなさい』って流れになってさ……。外でも普通に、仲よくできるようになった……」

			　ミーユは、オレの腕に腕を絡ませて言った。

			「ほんと……ありがと」

			　そう言って浮かべるは、心の底から幸せそうな、極上のほほ笑み。

			「そうでしたか……」

			　そのほほ笑みは、リンにも浮かんだ。

			　処罰に怯える奴(ど)隷(れい)ではない。

			　妹をいつくしむ姉のような、穏やかなほほ笑みがそこにはあった。

			　ちなみにミーユの評判は、さがったりはしなかった。

			　元々オレは、フィクション級に非常識な伝説を持つ父さんの息子だ。

			　魔竜を七人で倒しているというのがありえないし、学園に残した軌跡も異常だ。

			　オレも試験でやらかした。

			　二五〇で合格点。二五〇〇なら相当すごいと言われる魔法の威力を見る試験で、二億とかだした。

			（父さんは六億とかだした）

			　そんなオレが面倒を見た奴(ど)隷(れい)ともなれば、『強くても仕方ない』という認識になるらしかった。

			　むしろオレが育てた奴(ど)隷(れい)相手に、あそこまで粘れたリンがすごいってお話になっていた。

			　紆余曲折はあれ、ふたりの戦いは大団円で終わった。

			　部屋に入ってきたマリナにリンも加えて、四人でやった。

			　リンについては、完全にその場の流れであった。

			　生真面目な性格のようでいて、けっこう流されやすかった。

			　初めてということで怯えもあったが、できるだけやさしくしてあげた。

		

	
		
			　

			最強の死霊魔法使い、ネクロ＝ネテロ＝クラウド。

			　

			　リンとミリリの決闘が終わった、次の日の朝。

			　制服を着たオレは、ミーユの部屋から寮の廊下へとでた。

			　右の腕には嫁であるマリナがくっつき、左側にはミーユが立ってる。

			　ミーユは腕を組んだりはしていないが、距離は近い。

			　そして背後には、黒髪ショートのネコミミ少女のリンがいた。

			「ずいぶんと、平気な風でいらっしゃるのですね……」

			　リンはぽうっと頬を染め、もじもじと太ももをこすらせていた。

			　昨日はミーユやマリナと営みをしちゃうついでに、リンともやった。

			　その予定はなかったのだが、完全に勢いである。

			　リンは澄ましているわりに、とてもいい体をしていた。

			　できる限りやさしくはしたが、ほとんど一晩やりまくりの突きまくりの出しまくりであった。

			　そんな昨日の今日なので、もじもじしてしまっているわけだ。

			　オレの部屋で寝ていたミリリやカレンとも合流し、食堂に向かう。

			　食堂の中は平穏であったが、オレたちが入ると同時にざわついた。

			（レインだ）

			（レインだな）

			（弱いはずの『シロ』な奴(ど)隷(れい)を、リンに勝てるほどに鍛えたらしいぜ）

			（リンって確か、『献上品』だろ。奴(ど)隷(れい)商のほうで、すごい貴族が入学する年に合わせて学園に渡すやつ）

			（シロでそれに勝たせるとか……）

			（七英雄の関係者って、やっぱりどこかおかしいな）

			　ひそひそ声だが、そんな話をされていた。

			「にゃうぅ……」

			　オレはわりと平気だが、ミリリは恐縮して縮こまってしまった。

			　マリナがオレの手を引いて、椅子に座らす。

			　同時にミリリを、オレの隣に座らせた。

			「ここ。」

			「はにゃっ?!」

			　マリナはミーユも手際よく座らせて、離れたところから椅子を引っ張ってきた。

			　オレの後ろにちょこんと座る。

			（ぴと………。）

			　体を密着させてきた。

			　すばらしい巨乳が、オレの背中でふにゅりと潰れる。

			「ええっと……」

			「この形なら、ミリリとミーユに配慮しながら、あなたにくっつくことができる。」

			「食べにくくない……？」

			「あーん………♥」

			　マリナは口をあけてきた。

			　オレはマリナの好物である、あまいリンゴを食べさせる。

			　しゃく、しゃく、しゃく………こくん。

			　マリナは、ひと口ひと口、味わいながら食べた。

			　気配りができるうえにさびしがり屋で甘えん坊とか、最高すぎる。

			「わたし、あなたのいいお嫁さんになれると思う。」

			「実際そうだね。無人島に誰か連れてくってなったらマリナを選ぶよ」

			「ん………♥」

			　いつも通りにイチャついて、食事を食べる。

			　しかし周囲は、いつも以上にざわついていた。

			　注目を浴びていたのはリンだ。

			　オレやミーユたちと同じく、椅子に座って食べているのだ。

			　ミーユに言った。

			「そこまで合わせなくていいんだぞ？」

			「そういうわけじゃないよ。悪いことしてないのに地面で……ってのは、やっぱりひどいなって思っただけ。今までは、なにも考えないで『そういうもの』って思ってたけど……」

			「なるほどな」

			「オマエひとりが強いだけなら、オマエの才能がすごいだけって風にも言える。

			　けど今回は、リンとミリリで戦ったわけだからな。

			　ボクたちが常識だと思ってることって、けっこうアラがあるんじゃないかって考えてみようと思ったんだよ」

			　ハッキリとした成長に、マリナがミーユの頭を撫でた。

			　いい子いい子の、よしよしよし。

			「……ありがと」

			　ミーユは、ぽうっと頬を染めてつぶやいた。

			　その様子を見ていたほかの生徒たちが、自分の奴(ど)隷(れい)に声をかける。

			　ひとり、またひとりと、椅子に座って食べ始めた。

			　ナイフやフォークの使い方がわからない子もいたが、マスターの子が教えてあげていた。

			　これがきっかけで世界各地に、『犯罪奴(ど)隷(れい)でないなら椅子に座らす』という作法が常識として定着するようになるのだが、この時のオレはそんなこと知らない。

			　床で食べていたカレンが、満面の笑みで言った。

			「いい傾向だぜなっ！」

			　床に座らせているオレが言うのもなんだけど……。

			「カレンは、それでいいのか……？」

			「悪いことしていない子が、ちゃんとしたあつかいを受けるのは当然だぜなっ！」

			「カレンは、椅子に座りたいとか思わないのか？」

			「作法を学ぶぐらいなら、床のほうがマシだぜなっ！！！」

			　それは見事な言い切りだった。

			　漫画だったら、ズギュゥゥゥゥゥゥゥゥンッッ！　って擬音が入ってきてる。

			　カレンらしいと言えば、カレンらしくはあるのだが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「みんな元気か！　わらしは元気だ！　だからダンジョンにもぐるぞ！」

			　草原の上の青空教室。

			　座り並んだオレたちに、アリアが言った。

			　頭にハチマキをつけた、小さなネコミミの教官である。

			　テンションが高いのも、舌っ足らずなのもいつも通りだ。

			「そもそもダンジョンとは……」

			　教官は、ミーユのほうをチラりと見やった。

			「ダンジョンとは……魔力の層がなんらかの理由で特別に濃い場所に現れる存在です。

			　どのような存在になるかはまちまちですが、一般的には複雑な構造をしているうえに、モンスターなどが徘徊してます。この学園が管理しているところはふたつ。関与しているところは北方にひとつです」

			「さすがは首席合格者！　満点の解答だな！　成績優秀なオマエたちが入る目の前のダンジョンは、学園の権限があれば入れる中では三番目の大きさだぞ！」

			「……」

			　ミーユはなぜか、オレのほうをチラと見た。

			「どうした？」

			「ボクの何倍もすごいオマエがいるのに、ボクが首席でいいのかなって……」

			「別にいいだろ。オレはダンジョンの原理とか知らなかったし」

			「オマエ見てると、首席だからすごいとか思ってたボクが恥ずかしくなってくるよ……」

			　本当に成長してるな。

			　そんな感じで会話してると、リリーナがやってきた。

			「少々よいか」

			「リリーナ！　今日は一番簡単な迷宮でサポートをしてくるんじゃなかったのか?!」

			「もちろんその予定だが、それとは別にちょっとした用件ができてしまってね」

			　リリーナが言うと、その後ろから男がでてきた。

			　漆黒の髪に、包帯を目に巻いている。

			　着ている服は燕尾服。

			　包帯に燕尾服という組み合わせは、ある種の異様さを感じさせる。

			　ステータスもこうである。

			　

			　ネクロ＝ネテロ＝クラウド

			　レベル　１４８００

			　ＨＰ　　７４０００／７４０００

			　ＭＰ　　２９６０００／２９６０００

			　筋力　　１０３６００

			　耐久　　９８０００

			　敏(びん)捷(しよう)　　１２４０００

			　魔力　　３１００００

			　

			　個人レベルでは絶対に手をだしてはいけないと言われている、特殊指定危険生物――大王スクイッドがこうであったことを考えると、相当に高い。

			　

			　レベル　２２７０

			　ＨＰ　　５８９２０／５８９２０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　４２８８０

			　耐久　　５３５８０

			　敏(びん)捷(しよう)　　１２２００

			　魔力　　０

			　

			　ちなみに父さん。

			　

			　レベル　４８２００

			　ＨＰ　　５３００００／５３００００

			　ＭＰ　　３９７５００／３９７５００

			　筋力　　４６３８００

			　耐久　　４３０６００

			　敏(びん)捷(しよう)　　４５０５００

			　魔力　　４５７２００

			　

			　うん、おかしい。

			　伝説の邪神が相手でも、『たたかう』だけで勝てそうだ。

			　しかしこのステータスを見る限り、この人は……。

			　オレが思いを馳せてると、バカ貴族のマゴットが言った。

			「誰だ貴様は！　そのようなみすぼらしい姿で、由緒あるこの学園に入っていいと思ってるのか?!」

			「キミは……？」

			「マゴット＝オスマンだ！　三公さまの傘下に位置する十二爵のひとり、オスマン家の長男でもある！」

			「即ちキミは、聡明であるのか？」

			「もちろんだっ！」

			「ふむ……」

			　ネクロは小さくうなずいた。

			　次の瞬間――。

			　

			　消えた。

			　

			　ただし魔力は感じない。

			　単純な敏(びん)捷(しよう)と、歩行術の組み合わせと思われる。

			　ネクロはマゴットの背後に立つと、その首筋に短剣を突きつけていた。

			「わたしの名前はネクロ＝ネテロ＝クラウド。

			　キミが聡明であるのなら、この名前だけでわかるだろう？」

			　オレはさっぱりわからなかった。マリナとカレンもそうだった。

			　だけどオレたち三人以外は、驚(きよう)愕(がく)に目を見開いていた。

			　誰かが言った。

			「魔竜殺しの七英雄にして、最強の死霊使い――不死者の王ですかっ?!」

			「七英雄と言っても、魔竜を殺しただけの人間にすぎない――というのが実情だがね」

			「ひいぃ……！」

			　マゴットは震えた。

			　七英雄にも色々らしいが、リリーナ以外は『ひとりで国と戦争ができる』。

			　三公や国王ですら、よほどの暗愚でもなければコトを荒立てたくないと考える。

			　その下の十二爵程度では、トカゲの尻尾よりも容易く切り捨てられる。

			　七英雄が横暴であれば話はまた変わるのだろうが、今回横暴だったのはマゴットだし。

			　ネクロが軽く力を抜いた。

			　マゴットは、いとも容易く崩れ落ちる。

			「大にしろ小にしろ、自分がそれをする理由と相手の実力は天秤にかけるべきだね」

			「ネクロさんは、なにをしに？」

			「リリーナが学園にきているというのでね、あいさつにきたのさ。そしたらキミの話を聞いた」

			　ちょっと気になるワードがでたが、ネクロは淡々と話を進めた。

			「なんでもキミは、レリクスの息子らしいじゃないか。面倒は好きになれないわたしだが、好奇心と天秤にかけたら、こずにはいられなかったよ」

			　ネクロさんは、オレを見て口元をゆるめた。

			　包帯で目はわからないが、穏やかな様子であることは想像できる。

			「なるほど、なるほど。顔とか体格といった外見的な特徴は似ていないが、放つ雰囲気はレリクス同様、英雄的だね」

			「フフフフ、そうであろう」

			　なぜかリリーナがうなずいた。

			（………♥）

			　ついでにマリナは、頬を染めてくっついてきた。

			　隙あらばオレにくっついてくる子だ。

		

	
		
			　

			ダンジョンに入るお話。

			　

			「それでは、ダンジョンに入るために三人一組のトリオになるのだ！　ここにいるのは全員が奴(ど)隷(れい)持ち！　トリオになれば、六人パーティでちょうどいいのだ！」

			　アリアが言うと、座っていた全員の視線がオレたちに集まった。

			　三公という国王に次ぐ家柄の持ち主で、中性的な美少年としても人気が高いミーユ。

			　ミステリアスな美貌とすばらしいおっぱいを持ち、純粋な戦闘力もオレの次に高いマリナ。

			　そして学園の生徒の中では最強に位置し、ルックスも悪くないらしいオレ。

			　奴(ど)隷(れい)にしても、リンとミリリはこのメンバーのツートップ。学園の中での手続き上はマリナの奴(ど)隷(れい)ということになっているカレンも、実力は高い。

			　誰かひとりとでも、組みたいという者は多いだろう。

			　マリナの説明がちょっとひどい気はしたが、仕方ない。

			　マリナを見ているやつの十割が男子なら、おっぱいを見たのも十割だ。

			　半分以上はすぐに視線を逸らしたが、一回は見た。

			　マリナの胸は、マリョクの篭ったマ乳であるのだから仕方ない。

			　が――。

			（むぎゅっ。）

			　マリナは、オレの腕に腕を絡めた。

			　貧乳フェチを除いたすべての男が、羨望の眼差しでオレの腕とマリナの胸が密着している奇跡のスポットに視線を当てた。

			　半数以上が、心なし前屈みになる。

			「組むとしたら、そうなるよな……」

			　ミーユもオレにくっついた。

			　マリナと違って照れてるが、腕はしっかり組んでいる。

			　一部の女子から、黄色い歓声があがった。

			　羨望の眼差しは集まるが、妬みや嫉妬などはなかった。

			　このメンバーで、ミーユの強さと家柄に釣り合うのは、オレとマリナしかいない。

			　逆にマリナの強さに釣り合うのも、オレとミーユぐらいしかいない。

			　もちろんランクをひとつ下げれば、候補がいないわけではない。

			　しかしオレを除外すると――。

			「フヒヒヒ、ヒヒ……」

			　ネクロにケンカを売っていまだ引きつって怯えている、マゴットが筆頭候補だ。

			　オレとコイツならオレだわな。

			　そもそもマリナは、オレがいないとここにいないしな。

			（仕方ないか……）

			（仕方ないよな……）

			（仕方ねぇな……）

			　そんなささやきも聞こえてきた。

			「それでは次に、監査官をつけるぞ！」

			「監査官？」

			　オレが言うと、アリア教官の代わりにネクロが答えた。

			「ダンジョンは、外に比べて変則的だ。実態のない『影』が魔物化して襲いかかってくることがあれば、ダンジョン自身が意思を持っているかのように罠を作ることもある。迷い込んだ野生動物が魔物化することも珍しくはない」

			「イノシシが入ったら、ホーンボアになることもあるのだ！」

			「ッ……！」

			　アリア教官がまとめると、オレにくっついていたミーユが小さく震えた。

			「そういうことが起こらないよう『管理』はされているが、絶対ということがないのがダンジョンでもある。

			　それを売れば百年は遊んで暮らせる短剣などが手に入ることもあるが、神経はすり減る。

			　今回の探索は、『どのくらいすり減るのか確認するための授業』と言っても過言ではないだろうな」

			「そういうことだ！」

			　ネクロの丁寧な解説を、アリアは自分が言ったかのようにまとめた。

			　神経の太い人だ。

			「ホーンボアぐらいなら、どうにでもなるとは思いますけどね……」

			「倒したことがあるのかね？」

			「七歳ぐらいのころには」

			「ハアアッ?!」

			　ミーユが叫んだ。

			　生徒のみんなも、

			（え……）

			（うそ……）

			（ありえないでしょ……）

			　とつぶやいている。

			「ああ、いや、父さんといっしょに倒したのか。

			　オマエの父さん、七英雄だもんな。

			　だったら訓練を積んだ騎士でも、十人ぐらいは必要になるホーンボアも……」

			「オレひとりだったけど」

			「ハアアアアアアアアアアアアアアアッ?!」

			（アリエナイイイイイイイイイイイイイ！）

			　ミーユは普通に声を張りあげ、ほかのみんなは絶句していた。

			「ホーンボアは攻撃力とスピードと耐久力はそれなりにあるが、逆に言えばそれだけであるしな。奇襲をかけて急所を突けば、比較的なんとかなる相手でもある」

			　逆にネクロは平然としていた。

			　一般人と七英雄の違いである。

			　

			　ダンジョンに向かう。

			　野生の動物が入らないよう鍵のかかった青い扉を、アリア教官が開錠した。

			　扉の先には――。

			　

			　黄色い扉。

			　

			「万が一のことがないよう、三重構造になっているのだ！」

			　ということらしい。

			　黄色の扉の次にでてきた赤い扉もガチャリとあけてもらった。

			「それではわらしは、入り口で待機してるぞ！　ダンジョン探索初心者セットを持って入るがいい！」

			　たいまつや包帯。薬草などが入っているセットだ。

			　オレたちは入る。

			　一見すると、標準的な洞窟だ。

			　しかし中に入った瞬間、違和感を感じた。

			　視界のすべてがぐにゃりとゆがみ、意識が飛んだかのように頭がゆらいだ。

			「ダンジョンは、外の世界とは異なる世界法則で動いているからな。慣れるまでは違和感を持つ者も少なくない」

			「なるほど」

			　オレはうなずき、みんなを見やった。

			　ミーユとカレンはすこし具合が悪そうだったが、休憩が必要というほどでもない。

			　リンとミリリは、逆にピンピンとしている。

			「ダンジョン自体は、養成所の訓練でも入ったことがございますので……」

			「ミリリもそうでした……にゃん」

			　そしてマリナは、小首をかしげて言ってきた。

			「おっぱい………、さわる………？」

			「どうして今の流れから、そういうセリフになるのかな……？」

			「おとこの人は、とりあえずさわれば、元気になるって………。」

			「いや、まぁ、否定はしないけど」

			　オレはマリナの好意に甘えた。

			　マリナがオレを抱きしめうずめさせてくれる、すばらしいおっぱいに浸った。

			「あっ、あのっ、ご主人さま」

			「どうした？　ミリリ」

			「お胸が、お好きなのでしたら……」

			　ミリリはオレの手首を握りしめ、おっぱいをさわらせてきた。

			　ふにふにと揉む。

			　マリナに比べると小ぶりだが、質量自体はかなりある。

			「はにゃっ……！」

			　感度もけっこう悪くない。

			　発育だけならともかく、感度も悪くないってなると……。

			　近いうち、寝室に呼んでもいいかもしれない。

			「陣形とかはどうする？」

			　オレはふたりの胸を揉みつつ、詳しそうなミーユに尋ねた。

			　頬を染めたミーユは、オレから目を逸らしつつ言った。

			「ボクが知っているのだと、トライアングル……だな」

			「トライアングル？」

			　ミーユは地面に図を描いた。

			　

			[image: p_164.jpg]

			　

			「丸の位置に奴(ど)隷(れい)の子を置いて生まれる三角形の中に、雇い主が入る形だ。

			　どの方角から奇襲がきても対応しやすいのがポイントだな」

			「前衛に奴(ど)隷(れい)の子を置くのは決定なのか？」

			「むしろそうしていただかないと、なんのためにいるのかわからないですにゃあ……」

			「ここは魔法学園です。

			　前衛に立っても圧倒的に強いレインさまとマリナさまがおかしいことは、ご自覚ください」

			　ミリリが悲しげに言うと、リンは淡々と言った。

			　リンとミリリが前方に立ち、カレンが最後尾と決まる。

			「ちなみに最後尾に位置するかたは、後ろを向いて歩くことが推奨されます」

			「後方からの敵襲にそなえるわけだもんな」

			「そういう意味で慣れないうちは、中央に位置するリーダーのかたが、歩幅が合うよう指示をだすことが重要になります」

			「確かに一歩間違えると、カレンがひとりで置き去りだもんな」

			「信じるぜなっ?!　ご主人さまのこと、信じるぜなっ?!　ホントにホントに信じるぜなっ?!」

			　カレンはオレを信じてなかった。

			　まぁカレンには、けっこうイタズラかましちゃうしな。

			「まぁだけど、一歩間違えたら命を落としかねないところではしないよ」

			（そうじゃない場合にはやる）

			「信じるぜなあぁ！！！」

			　なにはともあれ、陣形は決まった。

			　リンとミリリが前衛で、オレとマリナとミーユは真ん中。

			　そしてカレンが最後列だ。

			「わたしは監査役をするが、基本的には戦わないからそのつもりでね」

			　そう言って、ネクロは自身の気配を消した。

			「すごい迷彩術だぜなっ……！」

			「目の前で使われたからわかるけど、そうじゃなかったらわかる気がしないよ……」

			　カレンとミーユが、そんな風に驚いた。

		

	
		
			　

			みんなでダンジョン探索編。

			　

			　洞窟の中を進んでいると、早くも敵が現れた。

			　銅褐色をした、一七〇センチ級の巨大カマキリである。

			「ブロンズマンティスですね」

			　リンがタトンと前にでる。

			　自身よりも大きなカマキリの首元目がけて槍を放った。

			　ガキィン！

			　鳴り響くのは金属音。カマキリへのダメージもない。

			　けれども、リンは動じない。カマキリの反撃を、バックステップで回避する。

			「ミーユさまっ！」

			「うんっ！」

			　ミーユが詠唱に入った。

			「敬虔なるしもべと化したイカズチよ、我が敵を焼き払え！　サンダーボルト！」

			　雷撃が、ブロンズマンティスにぶつかった。

			「Ｐｉｇｇｇｇｇｇｇｇ！」

			　ブロンズマンティスは、黒焦げになって崩れ落ちた。

			「魔水晶はないのかな？」

			「そのようですね……」

			　魔水晶とは、この世界のモンスターをモンスターとしている由縁の石だ。

			　魔水晶がつくからモンスター化するのか、モンスター化したから魔水晶という器官ができているのかは不明だが、とにかく体のどこかに水晶のようなものがついている。

			　それがない生き物は、どれだけ強くとも――。

			「つまりこれは、ただの巨大カマキリですね」

			　ということになる。

			　便宜上はモンスターと言われるし、うっかりするとオレもそう言う。

			　しかし厳密な定義の話をすると、魔水晶がないのはモンスターではないのだ。

			　クモやムカデは虫と称されることが多いものの、厳密に言えば虫ではないのと同じだ。

			　ミーユもカマキリを調べ、オレに言った。

			「羽根やカマの材質は、名前の通り銅みたいだけど……どうする？」

			「えっ？」

			「いやだから、羽根やカマが銅みたいだけど……って話だよ。

			　質のいい銅じゃないけど、銅は銅だし」

			「それで、なんだって？」

			「だから、どうす…………って、違う違う違う！

			　ボクは銅だからどうするって聞いたわけじゃない！

			　鉄でも銀でもオリハルコンでも、どうするって聞いていた！」

			「ハハハハ」

			「普通の会話を、すべったダジャレみたいに拾うのはやめろぉ！」

			「とにかくそういう話なら、せっかくだし取っておくか」

			　ブロンズマンティスの死体を解体し、ハネとカマをアイテムボックスに収納した。

			　オレたちは進んだ。

			　リンとミーユが意外と強くて、特に苦戦することはなかった。

			　というかふたりががんばりすぎて、ふたり以外が全員空気だ。

			　トラップの探索も、リンが槍で地面や壁を叩いてやってる。

			「落とし穴がございましたね」

			　オレたちは、穴をよけて前へと進む。

			　戦いにしても仕事にしても、『全員がしっかり働いて回る』という状況は、実はあまりよろしくない。

			　全員がフルに働いていると、誰かが倒れたり、新しい敵や仕事が入った時に終わる。

			　ダンジョンという性質を考えれば、ひとりかふたりは何もしないで突っ立っていられるぐらいでないと危ない。

			　しかしふたりがずっと戦ってるだけというのも、それはそれでバランスが悪い。

			　なんてことを考えているうちにも、リンは槍で床を叩いて、トラップを警戒している。

			　オレはふと思った。

			「なぁ、ミリリ」

			「はにゃっ?!」

			　メチャクチャ緊張していたらしい。

			　ミリリはビクッと身をすくませた。

			　お尻の尻尾も髪の毛も逆立っている。

			「土魔法で罠の探索ってできないのか？」

			「どういうことですにゃ……？」

			「土魔法って、土とか地面に魔力を通して操る魔法だろ？

			　だったら異物とかわからないかな？　魔力を通した時の流れとかで」

			「考えこともないですにゃ……」

			「わたしも初めて聞く概念です」

			「ボクも聞いたことないな……」

			　三人は、顔を見合わせほうけてた。

			　が――。

			「でもですが、ご主人さまのお言葉。やってみる価値はあるですにゃ！」

			　ミリリはぺたっと両手をついた。瞳を閉じて、意識を集中させていく。

			（はにゃあぁ……！）

			　ミリリの魔力が細い糸のように、床や壁に伝わっているのがわかった。

			「前方……十五メートルぐらい先に、トラバサミと……」

			「と？」

			「二〇メートルほど進んだ先の右側の壁が、ちょっと薄い感じですにゃっ……！」

			「隠し部屋か？」

			「断言は、難しいですが……」

			「ミリリの言葉を頭に入れつつ、慎重に進んでみましょう」

			　リンが妥当なことを言い、トラップを探りながら進んだ。

			　果たして十五メートル先に、トラバサミがあった。

			「この具合なら、次の壁も期待できるな」

			　先に進んで壁を見る。

			　ミーユが言った。

			「見た感じだと、フツーの壁だな」

			「そうだな」

			「槍で叩いてみましたが、音も大して変わりません」

			「ちょっとぶち破ってみるか」

			　オレは浅く腰を落として、正拳を放った。

			　バゴンッ！

			　壁に大きな亀裂が入る。

			　破壊には至らなかったものの、奥になにかあるような感じは受けた。

			　二撃目を放つ。

			　バガアァンッ！

			　今度は砕けた。

			　ガレキの厚さから、七〇センチか八〇センチぐらいの壁であったと推測できる。

			　壁の先には細い通路だ。

			　幅的に、ひとりずつしか通れない。

			「オレが先頭な」

			「ん………♥」

			　マリナが背中にくっついてきた。

			「あぶないところは、率先していこうとするあなたのこと………好き。」

			「いや、あの、照れるんだけど……」

			「わたし………。あなたのことが、好き好き病………だから。」

			　そしてマリナは、先頭に立って進もうとした。

			「ナンデッ?!」

			「ひとりずつしか進めない道は危ない。」

			「だからオレが行くんだよねっ?!」

			「あなたが危ないことはだめ。」

			　聞かなかったことにした。

			　マリナの肩を掴み、Ｕターンさせる。

			「………。」

			「ここで待機な」

			「………。」

			　マリナは不満げだったけど、気にしないことにした。

			　まっすぐに進む。

			「こういう危険な道を通るために、わたくしたちがいると言っても過言ではないのですが……」

			「にゃあ……」

			　リンとミリリがつぶやいてたが、それも聞かなかったことにする。

			　ただしミリリに、ゴーレムだけはだしてもらった。それを先頭にして進む。

			　心配されたりはしたが、危険な罠は特になかった。

			　ゴーレムは開始十歩目で地面からでた槍に串刺しにされたが、オレは普通に回避した。

			　正面から六本の矢が飛びだしたりもしたが、指で挟めば当たらないから平気だ。

			　壁から槍が飛びだしてきても、見てから掴めばダメージはない。

			　広い部屋にでた。

			　宝箱がぽつんと落ちてる。

			「宝箱か……」

			「ダンジョンにはつきものだな」

			「トラップは？」

			「ボクが知ってる範囲だと、あることがあれば、ないこともあるって感じだったかな……」

			　オレはチラりと、ネクロのほうを見た。

			「わたしが教えてしまっては、キミたちの授業にはならないと思うが？」

			　もっともである。

			「カレンはわかるか？　元は盗賊だろ？」

			　盗賊と言えば、宝箱をあけるスキルを持っているのがお約束である。

			　が――。

			「そんなの全然わからないぜなっ！」

			　カレンは、ドキッパリと言い切った。

			　さすがは首輪をつけて日々をすごしているカレン。

			　役に立たないシーンでも堂々としている。

			「というかダンジョンの宝箱は、爆発とか毒ガスもあるんだぜな！

			　あけられるスキルを持ってる人は、とっても貴重なんだぜな！　罪人奴(ど)隷(れい)ってことで無理やり開けさせられていた人の二十人にひとりが、かろうじてスキルを身に付けるっていう感じなんだぜなっ！」

			「なるほど、罪人奴(ど)隷(れい)か」

			「そうだぜなっ！」

			　カレンは、これまたキッパリ言い切った。

			　オレは無言で、カレンの首元を見やる。

			　罪人奴(ど)隷(れい)の証とも言える、黒い首輪がついた首を。

			「…………」

			　カレンは無言で、自身の首に手を当てた。

			　瞳を丸く見開いて、ぶるぶると震える。

			「ざざざざ、罪人奴(ど)隷(れい)は、ご主人さまの命令を断れないぜなぁ……」

			　そして瞳を潤ませた。

			　ingと書いて、今（i ma）にも泣き（n aki）だす五（go）秒前な顔をしている。

			　思わずＧＯと言ってしまいそうだ。

			「オレが今まで、カレンが本気で嫌がる命令をだしたか？」

			「…………」

			　カレンは、しばし考えて言った。

			「意外とやっていないぜなっ！　えっちなことはいっぱいするけど、イヤじゃない範囲に納めてくれてるぜなっ！」

			「だろ？」

			「ぜなっ♪　ぜなぁ♪♪」

			　カレンは、満面の笑みを浮かべる。

			　オレは言った。

			「つまりコレが、初めて言いつけるイヤな命令になる」

			（ぜなあぁーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー！！！）

			　言葉にならない悲鳴があがった。

			「まぁジョークだから安心しろ」

			「心臓に悪いぜなぁ！　三回ぐらい止まったぜなぁ！」

			　オレはハハハと軽やかに笑い、マリナに言った。

			「頼む」

			「うん。」

			　マリナは以心伝心でうなずくと、宝箱に手を向けた。

			「アブソリュート………ゼロ。」

			　ガキイィンッ！　宝箱が氷りつく。

			　オレは鋭く剣を振るった。宝箱の右端が、氷ごと切れる。

			　これで中に罠があっても、オレたちとは関係のない方向に発動してくれる。

			「オマエ……相変わらずメチャクチャだな……」

			「マリナさまの氷は、相当な硬度があるように見受けられるのですが……」

			「わたしより、レインのほうがすごいから。」

			「さすがです……にゃあ」

			　ミーユらが、異口同音にオレを称えた。

			　なにはともあれ、開帳タイムだ。

			　宝箱の横手に回って中を見る。

			　暗い箱の中に、煌々とした輝きがあった。

			「刀身の紅い短剣か」

			「ちょちょ、ちょっと待って！」

			「どうした？　ミーユ」

			「それって魔剣じゃないかっ?!　振ると魔法が使えたりする！

			　平民だったら、売れば五年は遊んで暮らせるぞ?!」

			　オレは試しに振ってみた。

			　サッカーボールぐらいの大きさをした火の玉がでる。

			「なるほど」

			「なぁ、レイン。ちょっとでいいから貸してくれよ！」

			「別にいいけど」

			　オレはミーユに渡してやった。

			「うわぁ……、いいなぁ。カッコいいなぁ」

			　こういうものが好きらしい。ミーユは、キラキラと輝く瞳でダガーを見ていた。

			「こういうアイテムって、どういう風にするものなんだ？」

			　ネクロが解説してくれた。

			「冒険者の場合、付き合いが長ければ話し合いのなぁなぁだ。

			　しかしそんなパーティでも、最初は契約書を結んでギルドへと提出する。

			　契約の形で多いのは、売却してパーティで分割するか、手にしたい人間が、その分の代金をメンバーに支払うことだね。売却のリスクとメリットを天秤にかけるわけだよ」

			「なるほど」

			「じゃあ今回の場合、ボクがみんなにおカネ払うって感じでもいいかな……？」

			　ミーユはギュッと、短剣を胸に抱いていた。

			　オレはみんなをチラと見る。

			　この手の短剣が好きそうなのは、ミーユ以外にいなかった。

			「いいよ、持っとけ」

			「やったぁ！」

			　ミーユは、跳ねて喜んだ。

			　年相応の子どもって感じでかわいい。

			　しかしこの子が、きのうはベッドでバックから突かれて喘ぎまくっていたのかと思うとエロい。
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			むかしから激しかったレリクス父さんのお話。

			　

			　オレたちは進む。

			　スカルバタフライが飛んできた。

			　数は六体。

			「ボクがやる！」

			　ミーユが前線にでて、フレイムダガーをヒュンと振るった。

			「ファイア！」

			　サッカーボールぐらいの大きさの火球が、人骨めいた胴体を持った蝶を打ち落とす。

			　カウンターの体当たり。ミーユは、バックステップで回避する。

			「二発目だすには、クールタイムが必要な感じか……」

			　オレは素早く剣を振るって、二匹の蝶を切り落とす。

			「実験はいいけど、安全は確保してけよ？」

			「うん！」

			　ミーユは元気にうなずいた。

			　クールタイムに注意しながら、二体、三体と炎で落とす。

			「えへへぇ♪」

			　本当にかわいい。

			　そうこうしているうちに、赤い魔法陣を見つけた。

			　四本の柱に囲まれた、見るからに意味がありげな魔法陣だ。

			「下の階に行く魔法陣だな」

			「そうか」

			　オレたちは、魔法陣の上に乗った。

			　進んだ先は真っ暗だった。

			　三〇センチ先も見えない。

			　何気なく手を伸ばす。

			　ぷにゅっ。

			　右手にやわらかな触感がきた。

			（あっ………。）

			　これは暗闇ハプニングのお約束、『好きな子の胸を触ってしまう』だな。

			　しかしオレクラスになると、わかったうえでも触るのをやめない。むしろ揉む。

			（はっ………。んっ………。）

			　レベルが違うのだよ！　レベルが！

			　しかしマリナが、声をガマンしているのは珍しい。

			　オレはマリナの乳首を摘まんだ。

			（んんッ………！）

			　力を強めたり弱めたり、ぐにぃ……っと引っ張ったりする。

			（やっ………、んっ………。レインのえっち、えっちぃ………！）

			　マリナも犯人は理解しつつ、身をよじって喘いだ。

			　明かりがついた。

			　松明を持っているミーユが、オレたちを見て叫ぶ。

			「なにやってんだよ！」

			　もっともである。

			　オレたちは進んだ。

			　上の階でもそうだったけど、このダンジョンは、虫タイプのモンスターが多い。

			　スカルバタフライやスカルスパイダー。

			　巨大ムカデがうじゃうじゃでてくる。

			　そんな風に進んでいると、六本足の甲虫がでてきた。

			　すこし平たい、カミキリムシのようなフォルム。

			　コイツは確か、ガスビートル。名前から連想される、特徴と言えば――。

			　それを思いだしたオレとマリナとミーユが、リンとミリリに叫んだ。

			「リンッ！」

			「「ミリリ！」」

			「はいっ！」

			「わかってますにゃっ！」

			　ドシュンッ！

			　巨大甲虫が尻を向け、高熱のガスを放った！

			　リンとミリリは横に跳び、なんとかガスを回避した。

			（んっ！）

			　マリナが氷の矢を飛ばす。それはガスビートルの尻に刺さった。

			　どごぉんっ！

			　行き場のなくしたガスが暴発。ガスビートルは四散した。

			　敵ながら、ちょっと気の毒になる死に方だ。

			　しかし知っていたからよかったが、初見だと危なかったな。

			　まぁでも、知っていたから問題はない。さらにいくつかの階段を降りる。

			　地下の五階の最奥に辿りついた。魔法陣がふたつある。赤いのと青いのだ。

			　魔法陣の手前には、立て看板とチェックポイントの魔石だ。

			〈おめでとう！　これで授業は満点だ！　ダンジョン自体は続いてるけど、青い魔法陣で引き返せ！　赤い魔法陣で進める六階以降は転移結晶が使えない上、とても危険だ！　遭難しても捜索しないぞ！！！〉

			　ミーユが魔石を手に取った。

			「帰るか」

			「うん。」

			「…………」

			「どうしたんだよ、レイン」

			「行くなって言われると、逆に行きたくなったりしない？」

			「それは……」

			「すこし………。」

			　ミーユとマリナが、それぞれつぶやく。

			　特にミーユは、自身の剣を見つめていた。

			（浅い階層でこんな武器があったなら、下に行けばもっと……）

			　そんなつぶやきも漏らしている。

			　だが首を左右にブンブンと振った。

			「でもでもダメだよ！　ボク知ってるんだからな！　こーいう場面で調子に乗ると、だいたい痛い目を見るんだよ！」

			「ま、その通りだな」

			　オレは帰還用の魔法陣に乗り込もうと思った。

			　が――。

			「赤に進んでもよいのではないかな？」

			「ネクロさん？」

			「キミはまだ、ここに入ってからほとんど戦っていない。

			　しかし宝箱や鋼鉄の扉を切った剣筋は、すばらしいものだった。

			　わたしとしては、とても興味があるのだよ。

			　危険性と好奇心を天秤にかけてみたが、好奇心が勝っている」

			「オレの力が見たいなら、直接やればいいと思いますけど」

			　ネクロは目を丸く見開くと、ククククッと笑った。

			「？」

			「いや、すまない。かつてレリクスに魔竜倒しの協力を頼まれた時に、似たやり取りをしたことを思いだしてね」

			「どんなやり取りだったんですか……？」

			「キミに魔竜を倒す実力があるのか？　と尋ねたわたしに、『直接やればわかるじゃろう？』と木剣を抜いたよ」

			「どうなったんです……？」

			「殺されかけたね」

			「えっ?!」

			「レリクスは寸止めをしようとしてくれていたようだが、微妙に間に合わなくってね。

			　三〇メートルは飛ばされたうえ、無数の木々をなぎ倒して崖に激突させられた」

			「ええっ?!」

			「幸いにしてリリーナが治癒魔法をかけてくれたが、アレがなければ死んでいたよ。

			　むしろこの傷を癒せるのかと、リリーナの力量に恐れ入ったぐらいだ」

			（父さーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーん！！！）

			「そしてレリクスは、わたしになんと言ったと思う？」

			「なんて言ったんでしょうか……？」

			　ネクロは、声のトーンを落として言った。

			『すまぬ……』

			　オレはなんにも言えなくなった。

			「その時は本当に、わたしの肝がひやりと冷えたよ」

			「ですよねー……」

			「謝罪したということは、悪気はなかったということだ。悪気なくわたしの脇腹を打ちつけ盛大に飛ばし、崖に叩きつけたということだ。殺るつもりならどうなっていたのか、いまだに見当がつかない」

			　オレはもう、苦笑いしか漏れなかった。

			「ウチの父さんが、すいません……」

			「しかしその圧倒的な強さに痺れ、憧れたのも事実だ」

			　その口元には、子どものような笑みが浮かんでいた。

			　父さんを尊敬してくれていることが、温かく伝わってくる。

			「それで結局、どうします？」

			「一戦お願いすることにしようかな」

		

	
		
			　

			vs七英雄ネクロ。～模擬戦～

			　

			　ネクロは壁に右手をかざした。

			　ドンッ！

			　ほんのわずか一瞬で、岩の壁に通路ができた。

			　奥に進むと、ドーム状の部屋が作られていた。

			　それはかなり広大だ。

			　野球ぐらいはできそうなほどに広い。

			「わたしはネクロマンサーであるが、土魔法も軽くたしなんでいてね。このぐらいはできるのだよ」

			　専門ではない魔法で、この規模を『軽く』。

			　父さんの仲間だけあって、いろいろとおかしい。

			「できるだけ、お手柔らかに頼みますよ」

			「キミの力とわたしの強さを天秤にかけて、加減の必要があると感じたらそうしよう」

			　オレは以前に盗賊を制圧した時に使った、刃のついていない剣を構える。

			　対するネクロは自然体。

			「レインくんは、先手と後手のどちらが得意だい？」

			「どちらでもいいですよ？」

			「それならわたしは、先手を取らせてもらおうかな」

			　ネクロは短剣を取りだした。

			　人差し指を浅く切る。

			「ひとつ問う。死霊術(ネクロマンス)とはなんだと思うね？」

			「それは普通に、死霊を操る人って意味だと思ってましたが……」

			「――その通りだ。より正確に言うと、死という『概念』を実体を持つ依り代に宿し、概念を現実化させる魔術体系だ」

			　ネクロの人差し指の血が、地面へと染み込む。

			「それでは死とはなんだと思う？　命とはなんだと思う？」

			「……？」

			「今わたしの体からでている血液は、数分前までわたしであった。わたしの中の一部であった。

			　それがわたしから離れた途端、ただの物体となった。

			　この血液は、特別なことはしていない。ただわたしから離れただけだ。

			　ただそれだけで、わたしではない『物体』になるのだ」

			　呪文のような言葉の数々。

			　オレは動きが止まってしまった。

			　けれども、次の瞬間に気がついた。

			　これは呪文の『ような』ではない。

			　呪文そのものなのだ。

			　ネクロがシュラリと腕を振る。血飛沫が宙を舞う。

			「顕現しろ！　ブラッドアーミーズ！」

			　軍団が現れた。

			　ネクロの血液という死を媒体に、土が死霊の意思を持つ。

			　その数は二十八。

			　最初の血溜りは馬に乗ったジェネラルになり、血飛沫はソルジャーになった。

			　オレは鑑定を使う。

			　参考として、『騎士団の一般兵が安全に倒そうと思えば一〇人は必要』と言われている魔物化したツノイノシシ――ホーンボアのステータスがこれだ。

			　

			　名前　なし

			　種族　ホーンボア

			　レベル　38

			　ＨＰ　　５５０／５５０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　４２６

			　耐久　　４１８

			　敏(びん)捷(しよう)　　３８８

			　魔力　　０

			　

			　ネクロの召喚したやつらはこんな感じだ。

			　

			　名前　なし

			　種族　ブラッドソルジャー

			　レベル　96

			　ＨＰ　　９７５／９７５

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　８８０

			　耐久　　８８０

			　敏(びん)捷(しよう)　　７８８

			　魔力　　０

			　

			　名前　なし

			　種族　ブラッドソルジャー

			　レベル　93

			　ＨＰ　　９７７／９７７

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　８５０

			　耐久　　８５０

			　敏(びん)捷(しよう)　　７５２

			　魔力　　０

			　

			　名前　なし

			　種族　ブラッドソルジャー

			　レベル　99

			　ＨＰ　　９９８／９９８

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　９０２

			　耐久　　９０２

			　敏(びん)捷(しよう)　　８１２

			　魔力　　０

			　

			　相当強い。

			　並の召喚術師なら、一体だけでも賞賛されるレベルだ。

			　それを十七体に加えて、中央にはコイツだ。

			　

			　名前　なし

			　種族　ブラッドジェネラル

			　レベル　１４８０

			　ＨＰ　　１８５８０／１８５８０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　１５８３０

			　耐久　　１５８３０

			　敏(びん)捷(しよう)　　１２８８０

			　魔力　　０

			　

			　文字通りケタが違う。

			　平凡な騎士が相手にしようと思ったら、百人単位でかからないといけない。

			　七英雄と書いて、父さんの知り合いと読むだけのことはある。

			　ソルジャーの一体が飛びかかってきた。

			「ライトニング！」

			　オレはイカズチを放ったが、ソルジャーの体には弾かれた。

			「わたしのソルジャーに魔法は通じないよ？」

			「ッ！」

			　土の剣が振り下ろされた。バックステップで回避する。

			　ゴゥンッ！

			　虚空を切った剣は地面に当たり、爆発めいた衝撃を発した。

			　一メートルのクレーターができる。

			　さらにソルジャーは、土くれを吐いてきた。

			　目潰しだ。

			　三体のソルジャーが飛んでくる。

			　並みの剣士や戦士なら、一瞬で終わってるところだ。

			　しかしオレには通用しない。

			　ソルジャーたちの横を、すうっと通った。

			　その一瞬で、ソルジャー四体はバラバラになる。

			　次いで横薙(な)ぎ。目の前の二体が真っ二つ。

			　ファイアーボールをぶっ放して爆風。

			　ソルジャー三体が粉々に吹き飛ぶ。

			「なにッ……?!」

			「魔法は効かないって聞いたのでね。ソルジャーではなく足元の地面を爆発させて吹き飛ばしたんですよ」

			　オレはネクロに接敵し、自身の剣を突きだした。

			「その発想より、地面にぶつけてなおソルジャーを吹き飛ばせる破壊力に驚(きよう)愕(がく)するね……」

			　ネクロはサーベルで受ける。

			　互いの剣の打ち合う音が幾たびも響き、赤い火花が何度も散った。

			　ブラッドソルジャーが切りかかってくるが振り向いて裂き、ネクロに袈裟切りを振り下ろす。

			　ネクロは素早くバックステップを踏むと、指の先に息をかけた。

			　空気に触れたネクロの血が、ナイフとなって飛んでくるッ！

			　同時にブラッドジェネラルが、背後からオレを叩き潰そうとしたッ！

			　オレはキュルッとその場で回った。

			　ブラッドジェネラルと短剣たちが、まとめて一気に弾かれる。

			　タンと地を蹴り、一直線にチャージする。

			　ネクロが黒い死霊術を飛ばしてくるが、紙一重で回避した。

			　さらに何度も剣を交えて、ネクロを壁に追い詰める。

			　鋭い刺突。

			　ネクロの顔の真横に、剣がダンッと突き刺さった。

			　本気をだしていれば、串刺しの格好だ。

			「わたしの負けだね」

			　ネクロは静かに両手をあげた。

			「さすがは、レリクスの息子だ」

			「ありがとうございます」

			　オレはぺこりと頭を下げた。

			　しかしネクロには、まだまだかなりの余裕があった。

			　訓練の時の父さんと同じく、『万が一にもオレを殺さないように』という手加減はされていたと思われる。

			　まぁそれは、オレのほうもおんなじだけど。

			「ところでキミの強さは、今のレリクスと天秤にかけるとどんな感じかね？」

			「それは断然父さんですよ」

			「なに……？」

			「訓練では一本取れることもありましたけど、訓練用の強さでしたから」

			「魔竜との戦いで相当な傷を負い、力の七割か八割は失ったはずなのだがな……」

			「かっ……回復したんじゃないでしょうか……」

			「そういうことにしておいたほうがよさそうだな」

			　そうでなかったらさすがすぎる。

		

	
		
			　

			ミリリとイチャラブ[image: mokuji199kao.png]

			　

			　七英雄のひとりに勝ちつつ、ダンジョンの探索は終わった。

			　ゲートを使って地上に戻る。

			「ふにゃー、にゃん、にゃん、みゃーん」

			　ネコミミ少女でもある、アリア教官がくつろいでいた。

			　地面にころがり太陽の日を浴び、ごろごろと転がっている。

			「えーっと……」

			「はにゃっ?!」

			　教官は、ガバッと跳ね起きて叫んだ。

			「どうしてこんな早いのだ?!　トラブルでもあったのか?!」

			「普通に探索が終わっただけですが」

			　五階までおりた証拠となる魔石を見せた。

			「この時間で五階までっ?!」

			「そんな早かったですか？」

			「歴代一位を取ったチームが、三倍の速さで動いていれば、あるいは――というスピードなのだ……」

			「さすがはご主人さまですにゃあ……♥」

			「まっ、まぁ、すごいのは確かだよな」

			　ミリリがほっこり頬を染め、ミーユはテレテレしながらオレを褒めた。

			「パーティの八割がおかしくないと難しいタイムなのだが……」

			「それでもやっぱり、レインのおかげ。」

			「ミリリがお役に立てるようになったのは、ご主人さまのおかげですにゃあ……♥」

			「お前らって、本当にレイン好きだよな」

			　ミーユは、そっぽを向いてつぶやいた。

			　しかしきっちり、オレと腕を組んでいる。

			　べったりとくっついているマリナに対して『引っかけている』という感じだが、離れようとしていないことは確かだ。

			　かわいい。

			「とにかく探索が終わったなら、今日の授業はこれで終わりだ！　部屋でゆっくり休むといいぞ！」

			「わりとあっさりなんですね」

			「部屋に戻ったらそのままベッドに倒れこむのが六割、自力で部屋に戻ることすらできず、奴(ど)隷(れい)か監査官に背負われていくのが四割というぐらいハードな試験なのだ！　本当は！」

			「なるほど」

			「おまけに疲労は、あとからくることも多いのだ！　だから平気と思っても、じっくりと休むのだ！」

			「………。」

			　オレのマリナが、休むという単語に反応した。

			　腕にくっついたまま言ってくる。

			「レイン。」

			「ん？」

			「わたし………汗、かいた。」

			「そうだな」

			「ほこりも………かかった。」

			「そうだね」

			「………。」

			　マリナは、ほっぺたをほんのりと赤くして言った。

			「おふろ………入りたい………。」

			「よし……！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そう広くない脱衣所に、六人分の衣擦れの音が響いた。

			　肌色、肌色、そして肌色の桃源郷だ。

			　握り放題、揉み放題の桃がいっぱいである。

			「はっ……裸自体は幾度となく見せ合っているが、脱ぐ過程まで見られながら……となると、また違う恥ずかしさがあるな……」

			「うん………。」

			　仕事を終えたリリーナが言うと、マリナも小さくうなずいた。

			「でもオレとしては、そういうみんなも新鮮でいいよ？」

			　と言いながら、マリナを後ろから抱いた。

			「きゃっ………！」

			　愛らしい声をあげたマリナのマ乳を、ぐにゅぐにゅむにゅっっと揉みしだく。

			「せっかち………。」

			「そうは思ったけど、ちょっとガマンできなくなってね」

			　胸同様に豊満なヒップに股間を押しつけ、本番も開始した。

			「っ……」

			「…………」

			　ミーユやリンが、露骨にそわそわし始めた。

			「はにゃにゃにゃにゃにゃ……」

			「みみみみっ、見たらいけない系だぜなっ！」

			　ミリリが慌て、カレンがミリリの両目をふさいだ。

			　しかしカレン本人は、視線ロックオンで凝視している。

			　マリナにたっぷり汗をかかせて、風呂場へと入る。

			「ごっ……ご主人さま！」

			「なんだ？　ミリリ」

			「ミリリはミリリは、ご主人さまのお体を、お洗いしたいです……にゃあ」

			「そうか」

			「はいです、にゃ……！」

			「それなら頼むよ」

			　オレは椅子に座った。

			「そういうことなら、わたしが教える。」

			　マリナがオレの背後に座った。

			　布でセッケンを泡立てて、オレの背中を軽くこする。

			　こしっ、こしっ、こしっ。

			　ここまでは普通だ。

			　が――。

			「ここからが、とくべつ………♪」

			　ふにゅっ♥♥

			　マリナの巨峰が背中で潰れた。

			　ずりゅっ、ずりゅっ、ずりゅっ。

			　マリナはそのまま、潰れた巨峰を上下にこすらせる。

			「どうして、お手を使わないのですにゃ……？」

			「レインは、おっぱい大好きだから………。」

			「そうなのですにゃ……？」

			「生きることに意味があるなら、それはおっぱいのためだ――って思ってるところはあるよ」

			「そこまでなのですにゃっ?!」

			「そこまでなのだ……」

			　オレはキッパリと言い切った。

			　顔だちも体格も幼い部類のミリリだが、胸はけっこう育ってる。

			　マリナほどではないにしろ……。

			　　

			　でかい。

			「そういうことなら、わかったですにゃ……」

			　ミリリは頬を染めながら、オレの胸板をこしこしとこすった。

			　泡まみれにして、真正面から――。

			　ふにゅっ♥

			「はにゃあぁ…………」

			　とても恥ずかしいらしい。

			　真正面からくっついているミリリは、真っ赤になって震えてる。

			「オマエって、本当にどうしようもないやつだよな……」

			「まぁしかし、英雄色を好むと言うしな……」

			　ミーユとリリーナが、両腕にくっついた。

			　オレは肘を曲げた格好で両腕を伸ばし、ふたりが洗いやすいようにする。

			「ミーユさまがご奉仕なされるのでしたら、わたくしがやらないわけには……」

			「ぜなあぁ……」

			　リンが右足、カレンが左足にくっついてきた。

			「リンはともかく、カレンもやってくれるのか」

			「みんながやっているのにアタシだけ……ってのも、さびしいぜなぁ……」

			　ということらしかった。

			　流されやすいタイプである。

			　かくしてオレは、十二個のおっぱいにご奉仕された。

			　ミリリともすることにした。

			　ミーユにヘソのあたりを撫でてもらって、避妊魔法をかけてもらう。

			　オレのものであるという証を、中に何回もだしまくった。

			「はにゃっ、はにゃっ、はにゃあぁ……♥♥♥」

			　ミリリは恍(こう)惚(こつ)に忘我して、オレが放つ快楽を傍受していた。

			　最後は六人全員を床に寝かせて、順々にかわいがった。

			　これで本番をしていないのは、カレンひとりだけになった。

			　もう好きなタイミングでやれそうなのだが、逆にタイミングが掴めない。

		

	
		
			　

			暗黒領域と行方不明者。

			　

			　地球の学園とはいろいろと違う日々であったが、マリナは幸せそうだった。

			　例えば座学の授業が始まる直前になると――。

			「レイン………。」

			「ん？」

			「れきしのほん………。わすれた………。」

			「きのう確認してなかったっけ？」

			「わすれた………。」

			「歴史の本なら、アタシが持ってきてるぜなぁ！」

			　カレンが笑顔で本をだす。

			「今日は歴史の授業があるのに本が机の上にあったから、持ってきたんだぜなっ！」

			　一ミクロンの屈託もない、満面の笑みで言い切るカレン。

			「すごいです、カレンさん！　とっても気が利いてます!!」

			「当然なんだぜなぁ♪」

			　ミリリは尊敬の眼差しでカレンを見つめ、カレンはえへんと巨乳を張った。

			　が――。

			「わすれた………。」

			　マリナはあくまで言い張った。

			　オレの体にぺたりとくっつき、しつこいぐらいに言ってくる。

			「わすれた………。」

			「そうか」

			「うん。」

			「それなら、いっしょに見ないとな」

			「ん………♪」

			　オレが本をズラしてやると、マリナはほのかに微笑んだ。

			　小さな声で言ってくる。

			「こういうの………、したかった………♪」

			「なるほどだぜなっ……！」

			「なるほどです……！」

			　素直に甘えるかわいいマリナに、カレンとミリリは感嘆していた。

			　

			　それ以外だと、鉱山に出向いたりもした。

			　水晶を食べるクリスタルゴーレムを倒し、体内に溜め込んでいたクリスタルを取るのだ。

			　ゴーレムが一度食べた水晶は、魔力を帯びていい感じになる。

			「しかし貴族が通う学園のわりに、冒険者みたいなことをけっこうするんだな」

			　オレがつぶやくとミーユが言った。

			「四男とか五男になると、純粋な冒険者になることがあれば、上役みたいな貴族の護衛をすることも多いしな」

			「なるほど」

			「それと家によっては、長男でも強くないと部下とか下役に示しがつかないって言うか、裏切りとか暗殺とかの危険性が高くなるって考えもある」

			「それはなんか、その家の日ごろのおこないの問題のような気もするんだが……」

			「悪かったな……」

			「オマエんちだったのか」

			「うん……」

			　ミーユは静かにうなずいた。噛みついてくるような気配はまるでない。

			　一時の自分が酷すぎた自覚があるミーユは、家のことになるとしおらしくなる傾向がある。

			　無駄に落ち込ませてしまった分は、夜にたっぷりとかわいがって慰めた。

			　積極性はあまりないミーユだけど、実際にした時の悦びっぷりは、マリナに勝るとも劣らない。

			　体を縮めて口元を手で隠し、上目遣いで言ってくることもある。

			「もう一回、して……」

			　一回とは言わず八回やった。

			　しかしやはりと言うべきか、正妻はマリナであった。

			　単にやるだけではない。その豊乳でオレのアレを挟んで絞りながら咥え、白いミルクを飲み干したあとはミリリにバトンを渡す。

			「っていう………感じ。」

			「はいです……にゃっ」

			　その教育を受けて、ミリリも挟んで絞りながら咥えてくれる。

			　オレにサービスをしてくれるだけでなく、ほかの子の教育もやってくれているわけだ。

			　オレはミリリの頭を押さえ、がっつりと飲ませた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんな感じで日々を堪能していたある日。

			　食堂についたオレたちは、アリア教官に声をかけられた。

			「ここにいたのだな！」

			「ああ、はい」

			「今日はちょっと、話があるのだ！」

			「なんですか？」

			「それについては、移動してから話すのだ！」

			「オレだけですか？」

			「レインとマリナ、その奴(ど)隷(れい)であるカレンとミリリだけで頼むのだ！」

			「ボクは……？」

			「ミーユ＝グリフィンベールには、悪いが外れてもらうのだ！」

			「……」

			　ミーユは軽く、しょんぼりとした。

			　オレは頭を撫でてやる。

			「できるだけ、早く戻るようにするからさ」

			「うん……」

			　うなずいたミーユは、頭をきょろりと見回した。

			「あれ……？」

			「どうした？」

			「オマエたちと別になるなら、フェミルとごはん食べようと思ったんだけど……」

			「いないのか」

			「うん……」

			　フェミルとは、以前ミーユが足蹴にしていた少女の名前だ。

			　最低最悪のファーストコンタクトであったものの、ミーユは泣いて謝った。

			　それ以降、普通に仲良くなっている。

			　心がとても広い少女だ。

			　ミーユがフェミルを気にしていると、アリアの顔に動揺が浮かんだ。

			　それはほんの一瞬だったが、オレとマリナは気がついた。

			「レイン。」

			「ああ」

			　オレは深くうなずいた。

			「早く行きましょう」

			　アリアといっしょに進む。

			「…………」

			　ミーユはずっと、こちらを見ていた。

			　オレとマリナが通されたのは、会議室のような部屋だった。

			　二十人近くが椅子に座っている。

			　リリーナやネクロの姿もあった。

			「おお、レインさま」

			　しわくちゃのじーさんがこちらへときた。

			　オレを椅子に座らせる。

			「で、なんの用ですか？」

			　オレが問うとリリーナが答えた。

			「暗黒領域へのゲートが開かれた」

			「暗黒領域？」

			「この学園の北部にある、闇に包まれた空間だ。

			　魔族の根城と言われることがあれば、異世界への入り口――とささやかれることもある」

			「ゲートが開いたってのは、どういうことですか？」

			「我が校で管理しているダンジョンのうち――初心者向けに近いダンジョンでゲートが開いた。そして探索していた六名のうち、四名が吸われた」

			「そんな危険なところを探索させてんですか?!」

			　白い髪とヒゲが特徴のじーさんが答えた。

			「そのようなことは、決して！」

			　リリーナも補足する。

			「三〇〇年には届いていないからババアではないわたしでも、ビギナー用の迷宮に暗黒領域のゲートが開いたという事例は知らん」

			「それは相当ですね……」

			「だから捜索と調査に、戦力が必要となった。しかし生半可な戦力では、逆に被害を増やしかねん」

			「ミーユはどうなんですか？　呼ばれませんでしたけど」

			「実力的には問題ないが……。未来の三公だからな。危険とわかっているところには出せん」

			「なるほど」

			「ちなみにキミとマリナについては、我々がすぐに呼べる範囲での戦力としては、二番手と三番手と思われる――という計算で動いている」

			　リリーナは、ネクロのほうをチラリと見やった。

			「いくらキミの予想とはいえ、模擬戦で負けている現実と天秤にかければレインくんのほうが上だと思うんだけどねぇ」

			「だからわたしも、と思われるという言い方をした」

			　まぁ実際、お互いに本気だったらわからないところではあった。

			「もちろん強制ではない。どうするかは、キミ次第だ」

			　オレは椅子に座った。

			「救助対象の名前や特徴をお願いします」

			「参加してくれるのか？」

			「話を聞いた限りでは、オレの力が必要なようでしたから」

			　オレは、父さんに拾われて育てられた。

			　父さんは、見ず知らずの赤ん坊だったオレを拾ってくれた。

			　そんな父さんのおかげで繋いだ命と力なら、誰かのために使うべきだろうと思う。

			「………。」

			　マリナが無言で、オレの隣に座った。リリーナが言う。

			「キミも協力してくれるのか？」

			「うん。」

			　マリナはうなずき、オレを見た。

			　オレが協力すると言った。

			　マリナにとって、以上も以下もいらなかった。

			　リリーナが、遭難者の名前を読みあげる。

			「今回遭難したのは、ウブリ＝ゴードン、ヒッグス＝ウェージ、サジテール＝ボスマン。そして――」

			　リリーナは抑揚のない声で、事務的に言った。

			「フェミルだ」

			　その時ドアがバタンと開いた。

			「フェミル?!」

			　現れたのは、ミーユであった。

			「ミーユ?!」

			「フェミルが食堂にいなくって、イヤな感じがしたからきたんだよ！！！」

		

	
		
			　

			高速進軍。

			　

			　会議室に入ってきたミーユが叫ぶ。

			「それよりどういうことだよ！　フェミルが行方不明って！　それなのに、ボクを捜索メンバーから外すって！」

			「聞いていたなら、そのままの意味だ。リスクの高すぎる暗黒領域の探索に、三公のキミを投入するわけにはいかん」

			「っ……」

			　理屈では理解できるらしい。ミーユは奥歯を噛みしめる。

			　立場の重みと責任を深く理解し、それでも言った。

			「友達……なんだよ」

			　瞳から、大粒の涙がはらりとこぼれた。

			「フェミルは……本当に最低だったボクを許してくれた、友達なんだ……」

			　そしてミーユは語り始めた。

			　自分がどれだけ最低だったか。

			　謝っても謝っても、許されないようなことをしてきたか。

			　それを許してもらった時。

			　人から許しをもらえた時に。

			　自分がどれほど救われたか。

			　だからフェミルが窮地なら、命を賭けても助けに行きたい。

			　しかしミーユが語っても、教師たちの表情は渋い。

			　無理もない。

			　味方をしたいと思っても、ミーユは三公である。

			　オレは今ひとつピンとこないが、国の中ではトップクラスに偉い。

			　家族の半分が国王と顔見知りであり、三公の三人が望めば王を廃嫡にすることもできる。

			　雑にあつかえるものではない。

			　が――。

			（ダバダバダバダバ）

			　リリーナは号泣していた。

			「わかる……。わかるぞ……！

			　ミーユ＝ララ＝グリフィンベール……。

			　二〇〇年間、友人のいなかった時期があるわたしにはわかる……！」

			　さりげなく凄(せい)惨(さん)な過去があった。

			「そこまでじゃないんですけど……」

			　ミーユは引いてしまっていたが、リリーナは言い切った。

			「仮に世界が許さなくとも、わたしが許す！　骨が折れても、十本までなら瞬時に治す！

			　二十本でも五分で治す！　報告義務があるような大ケガも、なかったことにしてやろう!!」

			「違反行為を堂々と宣言されると、困るんですがの……」

			　涙ながらに叫ぶリリーナに、理事のじーさんがつぶやいていた。

			　そこでネクロが言った。

			「そういうことなら、話は決まりでよいのでは？」

			　手の中でくるみを転がし、パキリと割って中身を食べる。

			「こじらせたリリーナと三公殿を説得する手間と、わたしとリリーナが護衛をしながら進む手間を天秤にかければ、護衛のほうが軽い。無理を聞いてやったと言って、恩を作っておくのも悪い手ではないだろう」

			「さすがはネクロ！　死霊術師だけあって腹が黒いな！」

			「満面の笑みで言われてしまうと、なんとも複雑な気分だねぇ……」

			「確かに……。お二方がついてくださるのであれば、そこは大陸でもっとも安全とも言える領域になりますな……」

			「レインくんとマリナ嬢が加われば、どこの空間と天秤にかけても世界一になりそうでもある」

			「しかしそのバランスですと、今度は探索そのものの効率が……」

			「そこについては、どちらにしても戦力を多めに割く必要がある区域にわたしたちを配置すればよかろう。矛盾しているように思うかもしれないが、それがもっとも安全でありながら、効率を保てる配分だ」

			「百戦錬磨のネクロさまがおっしゃるのでしたら、そうなのでございましょうな……」

			　七英雄の発言力と信頼は、かなりのものがあった。

			　かくして、探索のメンバーが決まった。

			「フェミル……」

			　ミーユは、最後まで不安と切なさに顔をゆがめていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それでは行こうか」

			　校舎をでたリリーナは、北口に向かった。

			　ミーユが、焦りを噛み殺しながら言った。

			「ダンジョンのゲートから行くんじゃないんですか……？」

			「勃発的に発生するゲートは、安定感に欠けることが多い。心配なのはわかるが、ここは正面から入るべきだ」

			「はい……」

			　ミーユは静かにうなずいた。

			　北側の門を抜ける。

			「距離で言えば、一〇〇キロほど前方にある。高品質のククルルを使えば……到達時間は三時間ほどか」

			「ククルルって、一時間で六〇キロは進むのでは？」

			「道中には、瘴気の湿原があるのだ。高レベルのモンスターが現れる」

			「フェミルぅ……」

			　ミーユはほとんど、泣きそうになっていた。

			「マリナ」

			「うん。」

			「ミリリ」

			「はにゃ？」

			　マリナはすぐにうなずいてくれたが、ミリリは小首を横にかしげた。

			「………。」

			　なんの説明もしていないのにわかったマリナが魔力を溜める。

			　オレはミリリに、耳打ちした。

			「っていう感じのものを、作ってほしい」

			「にゃうぅ……」

			「無理そうか？」

			（ぶんぶんぶんっ！）

			　ミリリは首を、左右に振った。

			「がんばります……にゃあ！」

			「よし」

			　オレはアイテムボックスから、氷の塊(かたまり)をだした。

			　パチンッ。

			　指を鳴らして火をだして、土の一部を泥にする。

			　ミリリは両手を手前にかざす。

			「虚ろなる泥土。我の求めに応じてください……にゃあぁ…………！」

			　ミリリの両手から、白い光が発せられ、土はじわじわ形を変えた。

			「なにしてるんだ……？」

			「まぁ、見てろ」

			　待つことしばらく。ミリリの魔力がからっぽになった。

			「にゃうぅ……」

			　よろけるミリリを、抱いて支えた。

			「よくやったな」

			「ありがとうございます……にゃあ」

			　ミリリが泥で作ったのは、八人乗りのモーターボート。

			　オレはミリリを抱いたまま、右の手から火を放つ。

			　完全に乾いた。

			　軽くノックしてみたが、かなり頑丈である。ミリリの魔力のおかげだな。

			　と、同時。

			「んっ………！」

			　マリナが氷をぶっ放す。

			　ガキイィンッ！

			　氷の道ができあがる。

			　さすがマリナと言うべきか、五〇〇メートル以上は続いている。

			　オレはボートに乗り込んだ。

			「これに乗るのか……？」

			「はい」

			　オレは素早く乗り込んだ。

			　マリナにミリリが続いて乗った。

			「まぁ……キミの言うことであるしな」

			　リリーナやカレン、ミーユとリンにネクロも乗り込む。

			「よし……」

			　オレはハンドルを握った。

			　オレの魔力をボートに流す。

			　土色のボートが、光り輝く。

			「しかしマリナは、よくオレのしたいことがわかったね」

			「あなたといっしょにしたことは、みんな、ずっと、覚えてる………から。」

			　マリナは本当、隙あらばマリナだ。オレが以前に金属の板を使って、地面をスケートするかのようにすべったことを覚えているのだ。

			　かわいい。

			　エネルギーが溜まった。

			　オレは力を激しく込めた。

			　グオッ！

			　土と魔力で作られたボートは、ロケットのように発射した！

			　五〇〇メートル近い距離も、一〇秒足らずで突破する！！！

			「んんっ………！」

			　マリナは右手を前にだし、氷の道を作り続ける。

			　オレは速度をゆるめたが、それでも時速一二〇キロ近い。

			　あらゆる景色を後ろに流し、風の塊(かたまり)となって進む。

			　頬にびゅんびゅんと当たっていく風が、最高に心地いい。

			　草原にいるホーンラビットやバイコーンといった草食動物はもちろんのこと、レッドウルフやコヨーテも、驚き慌てて逃げていく。

			　そして長らく進んでいくと、薄紫色の霧のかかった空間が見えた。

			　背後のリリーナが言った。

			「瘴気の湿原だ。強力なモンスターが現れる上、レベルが低いと空気を吸うだけで死ぬ」

			「そうですか」

			　オレはスピードをあげた。

			　空気を吸うだけでヤバいメンバーがこの中にいるなら、リリーナが言っている。

			　湿原に入る。

			　沼地だろうと足場だろうと、マリナが凍らせ突破する。

			　体長一メートル級の、沼イソギンチャクが現れた。

			　触手と体がうねうねとしていて気持ち悪い。

			　モーターボートでぶっ飛ばす。

			　スワンプマンが六体でてきた。

			　人の形を緑の泥で作ったかのような、異形のモンスターである。

			　モーターボートでぶっ飛ばす。

			　毒ガエルが現れたりもした。

			　モーターボートでぶっ飛ばすッ！

			　圧倒的なパワーで突き進んでいると、湿地の奥に、黒い空間が見えてきた。

			「止まるのだ！　少年！」

			「はいっ！」

			　オレが叫ぶと、マリナが魔力の流れを変えた。

			　くいっと動かし、氷の道に半円状のカーブを作る。

			　それに乗りあげたオレたちのボートは、宙でぐるりと一回転。

			「はにゃあああっ!!」

			「うわああああああ！！！」

			「ぜなあぁぁぁぁぁぁ?!?!」

			　みんなは悲鳴をあげてたが、ボートは無事に着地した。

			　しかし土のボートでは、耐久力に難があったらしい。

			　オレたち全員が降りると同時に、ヒビが入って砂化した。

		

	
		
			　

			暗黒領域の探索をする。

			　

			　モーターボートから降りたオレは、目の前にあるそれを見た。

			　ぼんやりとした黒いもやのかかった空間に、視界を遮るかのような黒い壁らしきものがある。

			「ここが暗黒領域ですか……」

			「ああ、そうだ」

			　リリーナはうなずいた。

			　懐からナイフを取りだす。

			　ヒュッ。

			　投擲されたナイフは、もやを通って壁に刺さると――。

			　

			　腐食して崩れた。

			　

			「見ての通りこの領域の壁には、物理的な存在を腐食させる作用がある」

			　リリーナは歩きだす。

			　歩く先には、銀色のゲートがあった。

			「触れたものを腐食させる暗黒領域の『壁』だが、薄いところも一部にはある。

			　そういう個所に、目印のゲートを作っておくわけだ」

			「なるほど」

			　リリーナは、ゲートをくぐって壁に近づく。細身の剣をしゅらりと抜いて、壁へと刺した。

			　つぷ……。

			　壁に飲まれたその剣は、しかし腐食はしていない。

			「うむ」

			　リリーナは、うなずいて壁へと入った。

			「ぬっ……」

			　そこは異様な樹海であった。

			　空は淀んで、地面は紫色が混ざったような黒。

			　空気の中にも同じ色のもやがかかって視界が悪い。

			　しかし何より、異常で異質だったのが――。

			「燃えている……？」

			　領域の中にある木々の葉っぱが、めらめらと燃えている。

			　オレは尋ねた。

			「これが暗黒領域ですか……？」

			「空気の淀みや空の色などは、過去のデータそのままだ。しかし木々の葉が燃えているなどというのは……」

			「領域内に流れる魔力に、なにか異常が起こっている――ということだね」

			　リリーナが言うと、ネクロが引き取って言った。

			「魔力とは、言いかたを変えれば『奇跡を起こす力』だ。

			　そして奇跡を言い換えるなら、『常識的な物理法則を破壊する現象』だ。

			　ゆえに魔力がほかの場所よりも濃いこの領域は、常識的な法則から言えばありえない挙動を示す。本来繋がるはずのない迷宮にゲートが繋がってしまったのも、恐らくそういうことであろうね」

			「しかし領域の魔力をその規模で乱すとなると、それこそわたしに匹敵する魔力が――」

			「話している場合ではございませんっ！」

			　リリーナがぼやくと、リンが叫んだ。

			『戯奇奇、ＫＩ異……』

			『弧化化化、Ｋａα……』

			　現れたのは二種類のスケルトン。

			　体が黒いブラックに、燃えているフレイムの二種類。

			　それが全部で、二〇体近い。

			　全員が剣を構えた。

			　臨戦態勢である。

			「オレが前にでる！　マリナとミリリはサポートを頼む！」

			「うん。」

			「はいっ！」

			　オレは剣を構えた。

			　タンと地を蹴り前にでる。

			　相手が防御をするより早く、手前のやつを袈裟に切り、返す刃で背後のやつを横に切る。

			「ファイアーボール！」

			　ついでに目の前にいた黒いのを、ファイアーボールで灰にする。

			　ほんのコンマ一秒単位、オレの体に隙が生まれる。

			　その隙を、一体のフレイムスケルトンが捕える。

			　口をあけて火炎を吐いた。

			　が――。

			「ん………！」

			　

			　マリナが氷の壁を地面から生やし、完全に遮断した。

			　

			「石……ですにゃあ！」

			　ミリリが魔法で石を飛ばして、フレイムスケルトンの頭部に当てた。

			　めきゃっと鈍い音が鳴り、フレイムスケルトンの頭蓋にヒビが入った。

			　オレは剣を十字に振るい、Ｘ(クロス)に振るった。

			　その一瞬で、スケルトンは八つにわかれた。

			　殲滅は、およそ三分で終わった。

			　回復魔法を溜めていたリリーナが、引っ込めて言った。

			「さすがだな」

			「まぁ、雑魚でしたから」

			「レイン。」

			「なんだ？　マリナ」

			「この領域だと、わたしの魔法はすこし鈍い。」

			「そうか」

			「うん。」

			　確かにここは、炎の森のようになっているもんな。

			「あのような壁を無詠唱でだして、鈍い……ですか…………」

			　黒髪ショートのネコミミ少女にして、ミーユの奴(ど)隷(れい)であるリンがぽつりとつぶやく。

			　リンは以前に、マリナと模擬戦をやって惨敗している。

			　しかもマリナは、魔法を使っていなかった。

			　その関係で、マリナに軽いコンプレックスを抱いているところがある。

			「それよりフェミルは?!　フェミルは無事なの?!　こんなところにいるんだろ?!」

			「それを確かめるため、ここにきている」

			　ネクロはナイフを取りだすと、指を切って血を垂らす。

			　血を垂らしながら、淡々と歩き始めた。

			「今そこにいるキミたちは、数分前までわたしであった。わたしの中の一部であった。

			　しかしわたしから離れた途端、わたしではなくなった。わたしではない『物体』となり、わたしと違う命を手にする。

			　顕現せよ――ブラッドアーミー」

			　地面に落ちた血液が光り、もこもこと大きくなった。

			　十八体の、白いスケルトンが現れる。

			「リリーナ」

			「うむ」

			　リリーナは、一冊の本を取りだした。

			「なんですか？　それ」

			「日記帳だ。フェミルの部屋から持ってきた」

			「はいっ?!」

			「フンッ！」

			　それはカギがかかっていたが、リリーナは強引にこじあけた。

			　ネクロに渡す。

			　ネクロはページの一枚を破き、スケルトンのアバラ骨の隙間に差し込む。

			　ページはしゅるりと吸われていった。

			「わたしのブラッドアーミーは、特定の誰かの持ち物を吸うことで、相手を探知する。持ち主が思い入れを持っているアイテムほど、探知してくれる距離は延びる」

			「だから日記帳――ってわけですか」

			「無断で日記帳を持ちだすことは、倫理的に問題がある。しかし命との天秤にかければ、些細と言うべき事柄だろう。命との天秤にかければ…………な」

			　ネクロは最後に、哀しそうな表情を見せた。

			　それはまるで、過去に大切な人を失ったことがある人間のような表情だった。

			（触れてやるな、少年）

			　オレの気配を感じ取ったリリーナが、小さい声でそう言った。

			　オレの知らないところで、複雑な事情があるらしい。

			『キキキキッ……、カアッ……』

			　スケルトンの一体が、窪んだ眼下に蒼い光りを灯した。

			「それでは行こうか」

			　スケルトンが歩きだし、オレたちはついていく。

		

	
		
			　

			暗黒領域のミノタウロス。

			　

			　敵のスケルトンやフレイムウルフに襲われながら進んでいると、遠目に集まって座っている人影が見えた。

			「フェミルっ?!」

			　ミーユが駆けだす。

			　それに気づいたフェミルが叫んだ。

			「きてはダメですっ！」

			「えっ?!」

			　ミーユの足が止まった。

			　その直後、ミーユの前を深紅の炎が通過した。

			　軌道線状にあった木々や地面が、円筒状に抉れる。

			　抉られた木々や地面は、軽く見ても五〇メートル近く先までの木々や地面を抉っていた。

			「ブモゥ……」

			　そこにいたのはミノタウロスだ。

			　体のところどころに炎をまとった、体長三メートル級の怪物である。

			「罠かっ！」

			「どういうことですか?!」

			「知能のあるモンスターの中には、人をあえて殺さない者もいるっ！

			　捕えておけば、新しい獲物がくることを知っているのだっ！」

			「ミノタウロスは、それをやる個体でもあるねぇ……」

			　リリーナが叫ぶと、ネクロが補足の説明を入れた。

			　そして罠ということは――。

			「モゥ……」

			「ＯＯＨ……」

			「ＢｕＨｕｈｕｈｕ……」

			　新しく、三体のミノタウロスが現れた。

			　それぞれに斧を持ち、炎を体にまとっている。

			「フー……」

			　ネクロがマントをたなびかせながら、一直線に突っ込んだ。

			　サーベルを抜く。

			　トトトトンッ。

			　コンマ一秒のあいだに、二〇を超える突きを放った。

			　ミノタウロスが吹き飛んだ。

			　燃えている大木に当たる。

			　めきめきめき。

			　直径五〇センチはあった木は、音を立てて派手に倒れた。

			　ミノタウロスの体には、マシンガンで撃たれたかのような穴があいてる。

			　実戦経験の差と言うべきか、電光石火の先手必勝である。

			　が――。

			　

			　傷はみるみる再生し、流れでる血も止まった。

			　

			「これはちょっぴり、厄介だねぇ」

			　ネクロはマントを軽くめくった。

			　赤い液体の入った、無数の試験管がある。

			　ネクロはそれを、三本投げた。

			「顕現しろ。死の巨人。ブラッドギガント」

			　試験管は空中で炸裂し、一体の巨人となった。

			　その体長は、ミノタウロスと同じ三メートル級だ。

			「コイツについてはわたしが抑える。残り三体については、キミたちでやってくれ」

			　オレは素早く指示をだす。

			「ミーユとリンは左の一体！　マリナとカレンは右の一体を頼む！　リリーナは中央で支援して、ミリリはリンのサポートをしろ！」

			　この組み合わせだと、オレはひとりで当たることになる。

			　マリナもミーユもリンもカレンも、不安そうな表情を見せた。

			　が――。

			「うん………。」

			「死……死ぬなよっ！」

			「ご主人さま……！」

			　迷いながらも散ってくれた。

			　リリーナが、中央で叫ぶ。

			「即死と四肢切断にだけは注意しろ！

			　即死はどうしようもなく、四肢切断は時間がかかるっ！

			　骨が砕けた程度なら、コンマ五秒で治療してやるっ！」

			　地味に人外が入っているスキルだが、頼もしいことは間違いない。

			　オレは静かに剣を構えた。

			　タンと地を蹴り前にでる。

			　ミノタウロスの斧がくる。体をゆらりと右にズラした。

			　ズオンッ！

			　オレが立っていた位置に斧がめり込む。

			　大地はゆれて空気が軋み、巨大なクレーターができる。

			　食らえば即死。あるいは四肢切断だ。

			　リリーナの回復魔法とは、非常に相性が悪い。

			　だがオレは、走る速度をゆるめていない。

			　ミノタウロスと交差する。

			「Ｂｕｍｏッ……！」

			　ミノタウロスの腕が飛ぶ。斧を持っていないほうの手だ。

			　ミノタウロスは千切れた腕の筋肉を強め、出血を強引に止めた。斧を横薙(な)ぎに振るう。

			　やはり食らえば即死だが、オレは真上に飛んでかわした。

			　が――。

			「ＭＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！！！」

			　ミノタウロスは吠えた。

			　その咆哮は凶器と化して、オレの鼓膜を痛めつけた。

			　意識も飛びそうになる。

			　ミノタウロスは頭突きを放った。

			　直撃すれば、頭部のツノで串刺しだ。

			　オレは宙で身を翻(ひるがえ)し、錐揉み状に回転した。

			　相手の攻撃を受けながらもいなし、その後頭部にライトニング。

			　ミノタウロスの牛の頭は、その一発で吹き飛んだ。

			　が――。

			　

			　ミノタウロスは、腕を振るって反撃してきたっ！

			　

			（頭を吹き飛ばしたのにっ?!）

			　これはさすがに予想外。

			　オレもガードが精一杯。

			　両の腕をクロスさせ、ミノタウロスの裏拳を受けた。

			　めきっと鈍い音が鳴る。燃えている木に向かって吹き飛んだ。

			「少年！」

			　リリーナが、すぐにヒールをかけてくる。

			　元より大したダメージはなかったが、痛みが消えたのはうれしい。

			　首が飛んだミノタウロスは、最後の足掻きであったらしい。

			　血を噴水のように噴出しながらその場で腕をブンブン回し、最後はぐらりとよろけて倒れた。

			　オレはみんなの様子も見やる。

			　マリナは氷の足場を作ってタトンタトンと宙を舞い、ミノタウロスを翻弄している。

			　カレンは遠くでダガーを構え、マリナの援護をうまくしている。

			　ミリリやミーユは、魔法をうまく使ってる。

			「小さき者よ舞いあがり、望む形を作ってください！　サンドエレメンツ！」

			「ボクに従え、白き風！　ウインドストリーム！」

			　ミリリが巻きあげた砂をミーユが風で操って、ミノタウロスの目を隠す。

			　同時にミリリの作ったへこみが、ミノタウロスの足を取る。

			「ＧＵＭＯＯＯＯＯ！！！」

			　ミノタウロスが炎を吐くが――。

			「ハアッ！」

			　リンが手前で槍を回して、赤い炎を遮断する。

			　常識で言えば手も顔も胸板なども、致命傷に近いヤケドを負う。

			　しかしリリーナのおかげで、まったくの無傷だ。

			　それでも肌を焼くような痛みはあると思われるのだが、奴(ど)隷(れい)なので痛みには強い。

			「リン先輩、さすがです……にゃあ」

			「あなたの砂で威力が削減されているおかげですよ、ミリリ」

			　そしてネクロの巨人とミノタウロスは、真正面から殴りあってる。

			　ネクロの巨人がミノタウロスの横っ面を殴ればミノタウロスはアッパーをかまし、巨人がミノタウロスの頭を掴んで膝蹴りを入れれば、ミノタウロスはリバーブローで反撃をする。

			　巨人の体がぐらりとゆらぎ、ミノタウロスは首筋に噛みついた。

			　巨人の喉笛が裂ける。

			　巨人はアンデッドなため、その程度では死なない。

			　だがしかし、ミノタウロスが止まらなかった。

			　巨人の頭を掴んで首をへし折り、地面に倒して踏みつける。

			　ぐしゃっ、ぐしゃっと音を立たせて、最後にはブレス。

			　ネクロの巨人は灰と化した。

			「Ｇｕｍｏｈｕｈｏｈｕｈｏｈｏ！！！」

			　勝利の雄叫びをあげたミノタウロスは、ゴリラのようにドラミングをした。

			「やれやれだな」

			　ネクロはマントの内側から、試験管をだす。

			　二体目の巨人。

			「Ｇｕｍｏッ……?!」

			　戸惑うミノタウロスに、巨人のラリアットが入る。

			　疲弊していたミノタウロスは、その一撃で絶命した。

			　本人はまったくの無傷で一歩も動いていないことを考えると、さすがとしか言いようがない。

			　オレは剣を構えると、残ったミノタウロスも掃討していった。

		

	
		
			　

			狂ったのは善人だから。

			　

			「フェミルぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！！！」

			　ミノタウロスを倒し終えると、ミーユがフェミルに駆け寄った。

			「無事か?!　へーきか?!　大丈夫かっ?!」

			「はっ、はいっ！　無事です！　平気です！　大丈夫です！」

			「よかった、よかったあぁ……！」

			「ぜなあぁ……！」

			　感動の再会をしているふたりに、まったく関係のないカレンがもらい泣いた。

			「うむ、うむ」

			　リリーナも目をうるませてうなずきながら名簿を見やって、遭難者全員がそこにいることを確認する。

			　オレとマリナはミーユが邪魔されないよう、周囲の警戒を始めた。

			　背後から、ネクロの話し声が聞こえる。

			「ところで、リリーナ」

			「う、うむ、なんだ？」

			「今回の件が、妙であることは知っているね？」

			「確かに……。暗黒領域に繋がるようなゲートは、高難度のダンジョンの深部ぐらいにしか生まれない。

			　しかも今回は、領域の中も大幅に変化していた。

			　噴火や大地震のような災害が起きれば時空のゆがみも領域の変化も起こり得ると聞いたことはあるが、今回はそれもなかった。と、なると――」

			　リリーナは、真剣な声で言った。

			「人為的なもの――だな」

			「心当たりは？」

			「今のところはまったくないな。

			　しかしゲートを繋いで暗黒領域の魔力を乱すことができる者と言えば、相当に限られる。

			　わたしやキミやプロトのような、わたしたちの中でも魔法を専門としている者と同じくらいの力が必要となる」

			　ネクロは短く、「そうか」と言うと――。

			　

			　リリーナの心臓を刺した。

			　

			「ガッ……、ハッ……?!」

			　リリーナは、わけのわからぬモノを見る目で、剣の刺さった胸を見つめた。

			「キミは自分で言ったろう？　ゲートを繋いで領域に変化を及ぼすようなマネができるのは、キミやわたしのような力を持った存在であると」

			　ネクロは乾いた笑みを浮かべて、至近距離からリリーナに言う。

			　

			「つまりわたしが、事件と事故の犯人さ」

			　

			　直後であった。

			　リリーナは掌底を放ち、ネクロを飛ばして距離を取る。

			　胸に手を当て、回復魔法をかけていく。

			　位置から言って心臓をやられていると思うのだけど、そこはさすがの七英雄であった。

			「ロプトやシェイドならばともかく、どうしてキミが、このような真似を……？」

			「わたしが死霊術を専門とすることになった理由は知っているね？」

			「亡くした恋人を蘇(よみがえ)らせるため……だ」

			「そんなわたしが、魔竜の戦いにおもむいた理由は？」

			「その心臓が、復活の妙薬になるかもしれないと思ったから……だ」

			「その通りだね」

			　うなずいたネクロは、さびしげに笑った。

			「でもねぇ……、ならなかったんだ。

			　竜の秘薬で蘇(よみがえ)るのは、死んでからの時が浅くて、肉体の損耗も大したことのない者だけだ。

			　彼女は……時間が経ちすぎていた。わたしであろうと、魂が見つからないぐらいにね」

			「…………」

			「何百年に一度現れるかわからない魔竜の心臓でもダメだとわかったその時に、わたしは思ったのだよ」

			　ネクロは、よどんだ空を見上げてつぶやく。

			　

			「この世界に、彼女が戻ってくることはない」

			　

			　乾いた笑いを空虚に漏らし、淡々と語る。

			「それなのに――世界はまったくすばらしい」

			　そのつぶやきは、皮肉でなければ嘲笑でもない、心からの声に聞こえた。

			「汚いやつは世の中にいる。人を殺して人を騙して、自分だけがよければいいようなやつも、腐るほどいて腐ってる。

			　しかしそれでも、空は青くて虹は綺麗だ。

			　わたしと違ってただ純粋に人を助けたいと思って動ける、キミやレリクスのような人間もいる。ふたつのことを天秤にかければ、断言するよ。世界が大好きであると！」

			　強い調子で言ったネクロは、しかし涙をはらりとこぼした。

			「それなのに、彼女はこの世界にいない」

			　それは性質が善であり、『よい人間』であればこそ感じる嘆き。

			「空を見ることも虹を見ることも笑うことも泣くことも、なにひとつできない！

			　彼女を生かしておいてくれなかったクセに、まばゆいばかりに輝いている！

			　わたしはそれが許せない！

			　しかしこのすばらしい世界を破壊することにもためらいがある！

			　ふたつの感情を天秤にかけて、何度も何度も毎日毎日、気が狂いそうになって――――」

			　ネクロは目を隠していた包帯を外した。

			　現れるのは、赤眼の瞳。血のように赤く、縦に傷が入ってる。

			　ネクロは、奇妙な笑みを浮かべて言った。

			「狂ったのさ」

			　奇妙な高笑いをあげ、魔王のように宣言をする。

			「わたしはこの世のすべてを憎む！　憎んでも憎んでもあまりあるこのすばらしい世界を、壊して潰して穢したい！　もしも彼女がこの世にいても、こんな世界であれば生まれてこなければよかったと思えるような地獄にしたい！

			　そして壊れた世界の中には、すばらしき英雄がいてはいけない！」

			「言いたいことは、それだけか……？」

			「肯定だ！　言いたいことも言うべきことも、以上がなければ以下もない！

			　キミを含めたこの世のすべてを、わたしは壊し尽くしてみせよう！」

			「この……」

			　リリーナは、かつてない形相でネクロをにらむと――。

			「バカものがあぁ！」

			　一息に距離を詰め、ネクロの顔をぶん殴るっ！

			　拳拳蹴り拳。

			　オレでもさばくのが難しそうなラッシュを、ネクロに向かって放ってる。

			　その全身は、白く光り輝いていた。

			「治癒魔法のブーストによるオーバーロスト……。キミの奥の手だったねぇ……」

			「寿命が十年縮みはするが、一向に構わんッ！」

			　リリーナ渾身の拳が、ネクロの胸板に刺さった。

			　ネクロは一撃を受けると同時に、後ろに飛んだ。

			　試験管を取りだして、三メートル級の巨人を召喚する。

			「ハアアアッ！！！」

			　リリーナは、拳一発で吹き飛ばした。

			　その隙にネクロは、自分がダメージを受けた胸板をさすってダメージを確認していた。

			「この威力……相当に本気だねぇ」

			「当然だっ！」

			　そんなリリーナを、援護しようかと剣を構えた。

			　が――。

			「手をだすなッ！」

			「ッ?!」

			「いいのかい？　一対一の勝負を選んで」

			「あえて貴様と呼ばせてもらえば、今の貴様は最低だっ！

			　しかし仲間だッ！　それでも仲間だッ！

			　狂っていると言うならば、殴り止めて正気に戻すッ！」

			「なるほど……」

			　ネクロがサーベルを振るった。首を刈る軌道。

			　リリーナは、残像ができるほどのスピードで後ろに下がった。

			　剣が切るのは残像のリリーナ。

			　反撃のミドルキックが、ネクロの脇腹にめり込んだ。

			　ネクロは吹き飛ぶ。

			　側転をするような形で勢いを殺し、地面に足をすべらせながら止まった。

			「今の一撃……わたしでなければ、死んでいたのではないかなぁ」

			「しかし貴様は死なないだろう？　この程度では」

			「そうだねぇ」

			　ネクロは、むかしを懐かしむかのようにクックと笑った。

			　リンとミーユに、ミリリの三人がつぶやく。

			「いっ……今、リリーナさまは、なにをなさったのですか……？」

			「見えなかった……」

			「はにゃあ……」

			　オレには普通の蹴りに見えたが、三人にとってはそのように映るらしい。

			「わたしも………、見えただけ………。」

			　マリナをもってしても、そのような評価であった。

			　咄嗟にダメージ軽減行動を取れただけでも、ネクロがすごいと言うべきだろう。

			　リリーナが単独で戦おうとした理由もわかる。

			　友人だからひとりで止めたいと思う以上に、参戦した人間の安全が保障できないからだ。

			　世界の理から外れたかのごとき魔竜(人外)を倒した英雄(人外)の戦い。

			　そしてカレンが――言った。

			「今のウチに逃げるぜなぁ！」

			　ネクロとリリーナ以外の視線が、カレンに集まる。

			　カレンは必死に言い訳がましく、パタパタパタパタ腕を振る。

			　飛ぼうとしているヒナ鳥みたいだ。

			「どう見ても、アタシたちは役立たずだぜなぁ！

			　だったらさっさと逃げて帰って、話を伝えることが先決だぜなぁ！

			　アタシの命とみんなも助かる、一石二鳥の作戦だぜなぁ！

			　っていうか早く逃げたいぜなぁ！　ここにいるのは怖いぜなあぁ！！！」

			　言ってることは正論なのだが、漏れている本音のせいで台無しになっていた。

			　しかし言っていることが、正論であるのは間違いない。

			　オレは言った。

			「ミーユやリンは、遅くてもいいから安全に脱出。マリナは急いで助けを呼んできてくれ」

			「あなたは………？」

			　

			「ここに残る」

			　

			　オレはふたりの戦いを見つめ、まっすぐに言った。

			「ネクロをここで逃がした場合、新しい被害者は確実にでる。だからここで止めなきゃならない。だけどあいつと戦えるのは、ここにいる中ではオレだけだ」

			「レイン………。」

			　マリナの瞳が、じわりとうるむ。

			　オレの口にキスをすると、オレに抱きついて言った。

			「わたしは………あなたのことがとても好き。

			　世界のことより、知らない人より、あなたが大切。」

			「知ってる」

			「それでも………残るの？」

			「ああ」

			「わかった………。」

			　マリナは素直に、オレから離れた。

			「すぐ呼んでくる。」

			　マリナは走った。

			　幼いころからオレや父さんと修業していただけあり、そのスピードはかなりのものだ。ヘタな馬は凌駕している。

			「お前らも行け」

			「しっ……死ぬなよ。オマエも、リリーナも」

			「ああ」

			　ミーユたちは、その場をゆっくり離れていった。

		

	
		
			　

			リリーナの死。

			　

			　ネクロの視線が、ミーユたちの背中に当たる。

			　が――。

			「よそ見をしている場合かアッ?!」

			　リリーナの拳が飛んできた。

			　ネクロは顔を横にズラして衝撃をいなす。顔に合わせて体を回し、リリーナの腕を取る。

			　一本背負い。

			　ガオンと激しい音が鳴り、巨大なクレーターができた。

			　リリーナは、受け身を取って距離を取る。

			「形なき水と風。我に応えて槍となれ。ウインドスプラッシュ！」

			　五本の水流の槍が、ネクロへと向かった。

			　二本は回避したネクロだが、左の肩と右の脇腹、左の足に一本ずつ食らった。

			「フー……」

			　ネクロが大きく息を吐き、樹木に自身の背中を預けた。

			「頭は冷えたか？　ネクロ＝ネテロ＝クラウド。

			　わたしは心がとても広い。謝罪するなら、すべてを水に流してやるぞ？」

			「そうだねぇ……」

			　ネクロは自身の傷口に触れ、流れでる血を見つめた。

			「ところで、リリーナ。わたしは言ったね。今回の件は、すべてわたしの計画であると」

			「ああ……」

			「それならば、罠を仕掛けているのが当然――とは思わないかい？」

			「なに……？」

			　ネクロは指をパチッと鳴らした。

			　地面から赤い杭が飛びだし、リリーナの足を貫く！

			「ガッ……」

			「この領域には、至るところにわたしの血で作ったトラップが敷き詰められている。

			　領域の異常性も、原因はそれだ。ふつふつと燃えてしまうわたしのドス黒い感情が、この領域をこのように変えた」

			　リリーナは、赤い杭から足を引き抜く。

			　常人であれば痛々しく出血をしているところだが、リリーナは七英雄のひとり。

			　しかも治癒のエリートだ。穴があいた程度なら、一瞬で治癒できる。

			「この程度のトラップで、わたしを倒すことができると思うか……？」

			「思っていないさ」

			　ネクロは指をパチッと鳴らした。

			　トラップ――というよりは、トラップでダメージを負っていた足の甲が爆発する。

			「わたしの血で作った杭が刺されば、キミの体内にはわたしの血が入り込むのは必然と言える」

			　右足の甲に続いて、膝の付近も破裂した。

			　生命活動の必然としておこなわれる血液の流動が、ネクロの血液を全身に運ぶ。

			　それに伴い、リリーナの体のあちこちが破裂していく。

			　リリーナは後ずさりながら、高速治癒魔法で回復していく。

			　足の甲の傷も膝の傷も、十秒足らずで完治した。

			　常人であれば一生残るほどの傷も、リリーナにかかれば数秒で治る。

			　だがトラップは、縦横無尽に配置されてた。

			　リリーナが、樹木にどんと背をついた時。

			　

			　飛びだした杭が、リリーナの胸部を貫く。

			　

			「カッ……ハッ……」
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			　敗北を悟ったリリーナは、オレに言った。

			「逃げておけ……少年」

			「……」

			「狂ってゆがんだネクロだが、逃げる相手への攻撃などは……しない」

			「自分を殺すわたしを信じるのかい？　リリーナ」

			「しかし……事実だ。

			　わたしとレリクスを殺すまで、キミは無益な殺しをするつもりはない。

			　その程度のことは、拳を合わせてみればわかる……」

			「…………」

			「それより……すまんな。正気に、戻してやることができなくて……」

			　ネクロは無言で目を伏せ、自身の右手をパチッと鳴らした。

			　二八〇年を生きてきた七英雄のひとりは、同じ英雄の手によって四散した。

			　胸部が吹き飛び腹部が吹き飛び、腕や足も四散した。

			　誰がどこをどう見ても、即死としか言いようがなかった。

			　リリーナとの思い出が、走馬灯のように去来する。

			　常識のない残念な人で、いろいろとこじらせているエルフさん。

			　情に厚くて涙もろくて、狂気に染まった英雄ですら、仲間と言って救おうとした。

			　哀しいとは思ったが、ふしぎと涙はでなかった。

			　それはやっぱり、リリーナが覚悟を決めていたからだろう。

			　同格の相手と一対一で戦うならば、命を落とす可能性もあるという覚悟を。

			　空間全体を俯瞰するかのような、冷静な感覚が身を包んでる。

			「やるのかい……？」

			「当然だろ……」

			「リリーナは、キミに逃げろと言ってたが？」

			「立場が逆でオレがリリーナに『逃げろ』と言ったら、リリーナは逃げると思うか？」

			「戦闘が得意ではないわたしは、手加減もうまくはないぞ？」

			「……知ってる」

			　オレは静かに剣を構えた。

			　ネクロはすこし寂しげに、「そうか……」とだけ言った。

		

	
		
			　

			あのね、あたしたち好きな人に、もう一度会うため生きてただけよ。

			　

			　レインが静かに剣を構えた。タンと地を蹴る。

			　反動だけで地面が抉れるほどの蹴りは、残像さえも残さない。

			　一般人には瞬間移動としか見えない速度だ。

			　首を刈る斬撃。

			　ネクロはサーベルを立てた。

			　だが剣は、鋼鉄のサーベルをまるでハリボテのように切り裂いた。

			　ネクロは頭を後ろに下げる。アゴの真下を剣が通るが、その首筋には届かない。

			　回避されたレインだが、隙はまったく生まれない。

			　返す刃で袈裟切りを放つ。

			　剣を切られているネクロは、咄嗟に腕を突き立てた。

			　右腕が飛んだ。赤黒い鮮血。

			　けれども、そこはブラッドマスター。

			　流れでる血に魔力を流し、新しい腕にした。

			「接近戦では、勝てそうにないねぇ……」

			　ネクロはサッと左手を構え、マジックアローを飛ばしてくる。

			　レインは瞬時に軌道を察し、回避した。

			　前に進もうとして――立ち止まる。

			　血の杭が、地面から飛びだした。

			　もし無考えに進んでいたら、足を刺されていた格好だ。

			「……防ぐか」

			「トラップがあるってわかってるなら、引っかかるバカはいねーだろ」

			　血のトラップは、ネクロの魔力に呼応している。

			　発動する刹(せつ)那(な)には、ネクロの魔力がトラップに注がれる。

			　その間をしっかり感じ取れれば、回避することは容易い。

			　もっともこれは、リリーナとの戦いを見ていたからわかったことでもあるのだが。

			　考えているうちにも、背後のほうにひとつの気配。

			　レインは視線をやることもしない。

			　頭の後ろに手を伸ばし、血液の矢をキャッチした。

			「引っかからないって言ってんだろ」

			　一気に燃やす。

			「そういうことなら、奥の手を使わせてもらおうか……」

			「奥の手……？」

			　ネクロはマントを静かに広げた。

			　血の詰まった試験管のほかに、薄ぼんやりと光るナニカが入った試験管もある。

			　これはまずい。

			　直感的に察したレインは、剣に自身の魔力を込めた。

			　魔力の斬撃を飛ばす。

			　しかし直線的な軌道は、速くはあっても読まれやすい。

			　ネクロは狂気めいた視線をレインへと向けつつ、半身ズラして回避した。

			　背後にあった木々が切り飛ぶ。

			　ネクロが詠唱を開始した。

			「人は言う。我々に訪れる死は運命(さだめ)であると。

			　命の不可逆性は絶対であり、親友の死も肉親の死も恋人の死も、受け入れるべきであると。

			　それが人の理なのだと。

			　ならば我らは理(ことわり)から外れ、人であることをやめよう」

			　ネクロの試験管が光り輝き、千の亡霊となって飛びだした。

			「さぁ――夜をまき散らせ。サウザント・ステーシー！」

			　ネクロの周囲に現れるのは、青く淡い輝きを放つ死の精霊(ステーシー)。

			　ひとりひとりが、槍や鎌のような武器を持ち、赤い涙を流してる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ネクロが召喚したステーシーたちが、レインに向かって突き進む。

			　怒涛のごとき攻撃をいなしたレインは、鑑定を使ってステーシーのステータスを見た。

			　

			　ステーシー・ジェシカ

			　レベル１２００

			　

			　ステーシー・ノエル

			　レベル１１００

			　

			　ステーシー・ビルテルマ

			　レベル１５８０

			　

			　レベルやステータスで言えば、レインの敵であるとは言えない。

			　しかしステーシーに乗り移っている思念が、レインを苦しめていく。

			　

			　ステーシー・ジェシカ。

			　生前の彼女は、野生の狼に襲われて死んだ。

			　彼女には、将来を約束した恋人がいた。

			　彼女が最期に見たものは、皮肉に青い空だった。

			　

			　ステーシー・ノエル。

			　生前の彼女は、奴(ど)隷(れい)として売られた。

			　彼女には、大好きだった幼馴染がいた。

			　しかし家庭の事情から、とある貴族に売り払われた。

			　凄(せい)惨(さん)なる趣味を持つ貴族はノエルを嬲って楽しんだ末に、心臓を串刺しにした。

			　彼女が最期に見たものは、串刺しにされた心臓から流れでる己の赤い血であった。

			　

			　ステーシー・ビルテルマ。

			　生前の彼女は、暴漢に襲われて死んだ。

			　彼女はあした、結婚式を挙げる予定であった。

			　しかし神の気まぐれとしか思えないような不幸によって、幸福を奪われた。

			　自分の首を絞める男のゆがんだ顔は、呪いと化して瞳と脳裏に焼きついている。

			　無念を残して死んだのは、彼女ら三人だけではない。

			　ステーシー・タリス。ステーシー・ティアラ。ステーシー・アリア。ステーシー……。

			　彼女たちはみな、想いを持って生きてきた。

			　行き場を失くし命を亡くした身でありながら、想いだけは無くすことができなかった。

			　千に届く彼女らは、今日も今日とて夢を見る。

			　いつの日か。嗚呼いつの日か。想い人と出会えることを。

			　それが許されないのなら。

			　

			　そんな世界は滅べばいい。

			　

			　レインは必死に攻撃をいなす。

			　霊体である彼女たちには、一切の物理が通じない。

			　しかしレインは、魔法を使うことができない。

			　彼女たちを燃やして切って殺すための魔法を、イメージすることができない。

			〈あのね、あたしたち好きな人に、もう一度会うため生きてただけよ〉

			　そんな声が頭に響く。

			　ステーシーの剣が振り下ろされる。

			　かろうじて回避する。

			　槍と鎌、弓にメイスに斧に氷に闇の魔法がでてくる。

			　剣を振るって槍を落として、炎をまとった右手で鎌を掴んで焼き溶かす。

			　弓とメイスは気合いで弾き、斧は身を翻(ひるがえ)して回避する。

			　氷と闇の魔法については、炎の壁で打ち消した。

			　剣とナイフと槍と鎌とレイピアと、弓にメイスの攻撃がくる。

			　剣は剣で撃ち落としたがナイフを脇腹にかすらせてしまう。

			　槍と鎌は二本とも素手で掴んで滅するが、同時に剣を落としてしまう。

			　弓を左の肩に受け、メイスはギリギリで回避した。

			　頭蓋を砕く一撃が、前髪の先をかすめた。

			　体が痛む。傷が痛む。それ以上に心が痛む。

			　その中に、一際大きな悲しみの気配。

			　ネクロであった。

			　生きた肉体を持ちながら彷徨える怨霊(ステーシー)として、レインに攻撃を仕掛けてくる。

			　剣はすでに折られているため、拳のラッシュ。

			「さぁ、どうする、レイン＝カーティス！　彼女たちを砕けるか?!

			　わたしのことを砕けるかっ?!　指も骨も思い出も、すべて砕くことができるかっ?!」

			　空虚な悲しみの乗った拳が、まっすぐに飛んできた。

			　レインは腕をクロスさせて受ける。殺しきれない衝撃で、体は激しく吹き飛んだ。

			　直感的にわかる。右の骨にヒビが入った。

			　ステーシーたちが飛んでくる。同時にレインは、考えていた。

			　どうしてこんなやりにくいのか。

			　彼女たちが、不幸な身の上を持ってここにいるから。

			　それはもちろんあるだろう。

			　彼女たちが、悪と言える存在ではないから。

			　それももちろんあるだろう。

			　けれども、一番大きな理由を言えば――。

			　

			　マリナと似てる。

			　

			　見た目や強さの話ではない。その性格が、自分のマリナととても似ている。

			　マリナもきっと、自分が死んだらステーシーになる。だから自分は、攻撃をためらう。

			　けれども、同時に――。

			「おおおおっ！！！」

			　レインは裂帛の気合いを放った。

			　心を燃やす。ためらいを燃やす。飛びかかってくる少女を燃やす。

			　彼女たちはマリナと似ている。

			　そしてマリナは、彼女たちと似ている。

			　もしも自分になにかあったら、ステーシーになるだろう。

			　だから自分は負けられない。

			　心がしくしくと痛むなら、その痛みごと焼き払う。

			　

			　自分はマリナの恋人だっ！

			　

			　一〇〇を殺して二〇〇を殺す。魔力と肉体が軋み始めた。

			　さすが七英雄の眷属と言うべきか、魔法を軽減(レジスト)する能力を持っている。

			　対魔法障壁を張れる個体も多くいる。広範囲の魔法では火力が足らない。

			　ひとりひとりを、魔力を込めて焼き尽くす。

		

	
		
			　

			vsネクロ。佳境

			　

			　どれくらいの時間が経っただろうか。

			　レインは二八六体のステーシーを切り払って焼き払って葬り去った。

			　現れるステーシーは徐々に強さを増していき、ネクロは前線にでなくなる。

			　ステーシー・ロザリィが弓を放った。

			　遠距離攻撃をしてくる個体は、そいつが初だ。

			　完全に意識の外からであった矢は、レインの脇腹をかすめた。

			　毒の効果もあったのか、レインの体がふらりとよろける。

			　ステーシーの部隊一二〇体とネクロが列を作った。

			　魔力で弓矢を召還してくる。

			「さぁ――耐えられるかな？」

			　放たれるのは、一二一本の矢。

			　地面と水平に飛んでくる直線的な軌道を描くそれから、放物線に飛んでくるそれ。

			　宙でカーブしてくる矢もある。

			　すべてを自力で回避するのは、物理的に不可能。

			　地面に穴を掘ることですら、垂直に落下している矢のせいでできない。

			「ハアアッ！」

			　レインは魔力を放出し、炎と雷の入り交ざったドームを作った。

			　ステーシーが放った矢たちは、ドームに当たった瞬間に消える。

			　しかしネクロが放った矢だけは、ドームに当たっても消えない。

			　レインのドームを相殺させるッ！

			　そして降り注いでくる第二弾。ひとりのステーシーが複数放ったりもした矢は、合わせて二五〇本！

			「オオオオッ！」

			　雄叫びを放ったレインは、魔力をまとって突っ込んだ。

			　右手の剣に魔力をまとわせネクロの魔弾を魔法剣で弾き、ステーシーの矢は自身の周囲に炎雷の魔力をまとってかき消す。

			　そして空いた左手に、魔力を込めて掌底打っ！

			　それはネクロの脇腹をかすめ、背後にあった木々と、三〇のステーシーを吹き飛ばす。

			　攻撃の余波で吹き飛んだネクロは、口の端から垂れた血をぬぐう。

			「一度見た技であるなら、二回目には最善の対処法を実行できる――というわけか」

			　しかしそのつぶやきは、レインの耳には届いていない。

			　レインはネクロに注意を向けつつ、迫りくるステーシーを葬り続けている。

			　訓練以外では初となる苦戦に、その感覚は研ぎ澄まされる。

			　視界に映るステーシーはもちろん、横手や背後にいるステーシーのことも肌の感覚で察知して、一〇、二〇、三〇と、苛烈なる斬撃を放つ。

			　一方で、体力は摩耗する。

			　近づくものは瞬時に払うが、足の動きが鈍くなる。

			　その切っ先に鋭い刃は残しつつも、切っ先以外は錆(さ)びて朽ちていく刀剣のごとき状態。

			　それでもレインは気を振り絞り、一〇〇〇体のステーシーを葬った。

			「ハアッ、ハアッ、ハアッ……」

			「さすがは、レリクスの息子さんだねぇ」

			　ネクロはすこし寂しげな、遠い目をして言った。

			（もしもボクにも子がいれば、狂わずとも済んだのだろうか）

			　しかしすぐさま首を振る。

			　リリーナを手にかけた今、自分はあとには戻れない。

			（狂人は、最期の時まで狂人でいなければいけない……よね）

			「ずいぶんと手間はかかったが……コイツで一対一だな……ネクロ」

			「後学のためにひとつ教えておこう。七英雄レリクスの息子である、レイン＝カーティスくん」

			「……？」

			「わたしはネクロマンサーであり、その性質は死者を操る」

			「ああ……」

			「しかしこの性質は、厳密に言うと違うんだ」

			「なに……？」

			「そもそも死とは曖昧なものだ。ここにいるわたしは『生きている』存在だ。

			　しかしわたしの中を流れている血を垂らせば、外にでた血は生きていることにはならない。

			　腕を切り落としてみても、切り落とされた腕は生きていることにはならない。

			　足を切り、胴を切っても同様だ」

			「……」

			「そして首を切り落とし、わたし自身がわたしの口で、わたしは生きていると言えなくなると、それを人は死であると認知する」

			「そうだな……」

			「しかしこれが死であるならば、手足をもがれて舌を抜かれて目も抉られた人間は、死したことになるのだろうか？　言葉によって訴えることも視線によって訴えることも、触覚によって訴えることもできない者は、死したことになるのであろうか？

			　それは死とは言わないだろう。

			　我々が生きている証拠を感知できないというだけで、その人間は生きている。

			　ならば首をもがれた人間であろうとも、我々が感知できないレベルの意識を持っている可能性は否定できない。

			　死霊術者とは、一般人から『死者』と認定されるほどに朽ち果てようとも消えることのない想いを感じ取り、術者の魔力や土や肉体を媒体に、それを具現化してやる魔法の使い手を言うのだ」

			「つまりオマエは、なにが言いたいんだ……？」

			　オレが問うと、ネクロは言った。

			　

			「ステーシーは甦る」

			　

			　レインが砕いたステーシーたちに眠る魔力が、ネクロの周りで渦を巻く。

			「今の彼女たちにあるのは、果たせなかった想いとうずくまる未練が作りだした無念」

			　一〇〇〇に及ぶ少女たちの情念は、レインの力を持ってしても近寄りがたい威圧感に満ちていた。

			「そして無念は力を欲する。理性を失くして心を失くして、自分がなにを求めていたのかわからなくなってなお、力だけを欲し続ける」

			　現れたのは、三体のドラゴン。

			　幽体を示す透き通った体を持った、赤いドラゴンと青いドラゴンと漆黒のドラゴンだ。

			「三三三人の無念が篭った竜が三体。彼女たちが吐く一撃に、キミは耐えられるかな？　レイン＝カーティス」

			　三体の竜の口に魔力が溜まる。

			　煌々と光り輝く。

			　大気は震えて大地はゆれて、木々の木の葉はパチリパチリと弾け飛ぶ。

			「ひとつ忠告しておくならば――全身を守ろうとはしないことだ。

			　全身を守ろうとすれば全身が吹き飛ぶが、上半身のみに守りを集中させておけば、上半身は残る。手足は吹き飛び二度と戦えぬ体にはなっても、命を失うことはない」

			「なんだよ……いきなり」

			「細かいことは気にしないでくれ。偽善者のたわ言だ」

			「…………」

			　レインは無言で構えたが、ネクロの言葉に虚慢やハッタリは感じなかった。

			　ただの客観的な真実として、レインに忠告を与えている。

			　戦う意思を見せるようならすべてを失い滅されて、手足を捨てて防御に回れば、四肢を失くそうと命は繋がる。

			　いずれにしても、ガードは必至で敗北は必須。

			　弱っている時はもちろん、全力をだせたとしても防げるかどうか。

			　レインは自身の魔力を高める。

			　地をもゆらす咆哮が、異様な密度の閃光を放った。

			　それは軌道線にあるものすべてを掻き消しながら、超高速でレインへと突き進む。

		

	
		
			　

			vsネクロ。終局

			　

			　覚悟を決めたレインが、閃光を迎え撃つべく力を溜めた。

			　そんなレインの真横を、白い影のようなものが通った。

			　ドンッ！　剣を振るう音が響くと――。

			　

			　閃光が、真っ二つに裂けた。

			　

			　モーゼに割られた滝のように閃光を裂いた斬撃は、攻撃の余波で竜化したステーシーも裂いた。

			　さらに男は、飛びかかってきた二体の竜も一瞬で裂いた。

			　レインですらも苦戦したステーシーをものともせずに倒した男は、自身の剣を背負って佇む。

			　そんなことができる男を、レインはひとりしか知らない。

			　その背を見つめ、ぽつりとつぶやく。

			「父さん……！」

			「細かい話は、マリナから聞かせてもらった」

			　レインの父――レリクス＝カーティスは、後ろのほうをチラりと見やった。

		

	
		
			[image: p279.jpg]
		

	
		
			（はあっ、はっ、はあっ………。）

			　疲労困憊のマリナが、絶え絶えな息を吐いていた。

			　自宅にいたレリクスを、がんばって呼んできたのだ。

			「っ………！」

			　マリナはよろよろ駆け寄ると、レインの胸板に飛び込んだ。

			「しんぱい、した………！」

			「ごめんな」

			　レインはマリナを抱き返し、背中と頭をやさしく撫でた。

			「まさかキミがくるとはね……レリクス」

			「息子の危機と聞いた以上、親であれば助けに走るのが――」

			　レリクスがセキ込んだ。

			　口元に当てた手に、赤い血がついている。

			「父さんっ?!」

			「魔竜を倒した時の関係でのぅ……。軽い運動であれば問題がないのじゃが、全力をだすと古傷がの……」

			「え……」

			　それを聞いたレインの脳裏に、かつての父の姿が浮かんだ。

			　周囲から異常、おかしいと言える自分のことを、軽く越える父の姿が。

			　しかし今の話し振りでは――。

			（今までの父さんは、軽くやっていてアレだったの……？）

			　すごいと思ってしまうと同時に、肩の力がふうっと抜けた。

			　そして力が湧いてきた。

			「すいません、父さん」

			「む？」

			「ここから先は、ひとりで戦わせてください」

			　レリクスは、レインとネクロを交互に見つめると言った。

			「それでは、そうさせてもらうかのぅ」

			　息を吐いてどさりと座る。

			　マリナがなにか言おうとしてたが、袖を引いて言った。

			「大丈夫じゃ」

			　レインが地を蹴りネクロに向かう。

			　風のごとき速さで向かい、剣を鋭く横に振る。

			　ネクロは折れているサーベルの、柄をレインの剣へと当てた。

			　キイィン――と高い音が鳴り、レインの剣が折れ飛んだ。

			　張りつめていた仮面のような心が剥がれ、より素に近い状態になったネクロが、より素に近い口調で言った。

			「魔力はほぼ使い果たしてしまったボクだけど、キミも剣も相当くたびれていたようだからね。

			　もろくなっているところを狙って折るぐらいはできるさ」

			　それはかなりの達人技だが、実行できるのが七英雄。

			　ゆえにレインは驚かず、自身の拳をネクロに放つ。

			　ネクロの整った顔に、レインの拳がめり込みかけた。

			　ネクロは体を半回転させ衝撃をいなす。

			　そしてレインの拳の勢いを乗せた、渾身の膝蹴りを放つ！

			　レインは肘と膝を使って、ネクロの膝を挟んだ。

			　ぐしゃっと鈍い音が鳴る。膝が潰れた音である。

			　しかしネクロは、もはや自分の肉体の痛みなどはどうでもよいという境地に達していた。

			　右の拳がレインに刺さる。

			　苦痛に顔をゆがめつつ、レインは頭突きでダメージを返す。

			　原始的な殴り合い。

			　レインが徐々に押していく。

			　ネクロの頭に浮かぶのは、恋人だった少女の姿。

			　出会いは平凡なものだった。

			　貧乏で平凡だった絵描きの自分と、花売りの少女。

			　街を歩くたびに見かけ、話しあって笑いあった。

			　どうやって仲良くなったのか、それはもはや覚えていない。

			　覚えているのはただひとつ。

			　おんぼろ宿屋の屋根裏と、青い空と白い雲。

			　ひとつのパンをふたりでかじった。

			　空から差し込む白い日差しと彼女の笑顔を、奇妙なほどに覚えてる。

			　忘れようと思ったことが、ないわけじゃなかった。

			　新しい恋を見つけようと思ったことが、ないわけじゃなかった。

			　けれども、できなかった。

			　空を見れば思いだす。

			　雲を見れば思いだす。

			　まぶたを閉じれば思いだす。

			　死霊術に手をだして、ひとり孤独に暮らしても。

			　たったひとつの夢のため、ひたすら生きて生きてきた。

			　世界を旅して本を読み。

			　遺跡に潜って敵と戦い、時には孤独に死にかけた。

			　人からは狂人と疎まれて。

			　それでもひとつの夢のため、ひたすら生きて生きてきた。

			　いっそ果てればよいのにと、思うこともなくはなかった。

			　それでもひとつの夢のため、死ぬことだけはできなかった。

			　レリクスたちと過ごしている時間は、嫌いではなかった。

			　口に笑みが浮かんだことも、一度や二度ではないほどにあった。

			　月が照らす夜の中。浴びた焚き火のぬくもりは、今もしっかり覚えてる。

			　けれども、同時にさびしくなった。

			　レリクスたちと過ごす時間を、楽しいと思えば思うほど。

			　思ってしまって仕方なかった。

			　

			　どうして、彼女はここにいないんだろう――。

			　

			　それが辛くて悲しくて。

			　文献にある魔竜の心臓を材料に作れるという、蘇生薬の存在だけを心の拠りどころにして生きてきた。

			　薬のことを考えると、楽しくなったりもした。

			　自分の大切なエリスを、レリクスたちに紹介したいと思ったりもした。

			　魔竜を討伐したあとは、残りの材料を探すための旅にでた。

			　けれども、願いは叶うことがなかった。

			　時間があまりに経ちすぎていたのだ。

			　ステーシー化させるほどの残(ざん)滓(し)も残っていない状態では、魔竜の心臓を使った秘薬でも、命を取り戻すことはできない。

			　積もりあがっていた期待と希望が、失望と絶望に変わった。

			　それによって、ネクロは壊れた。

			　もっとも、それは正確ではない。

			　壊れた心をかろうじて繋ぎ止めていた希望が、ヒビ割れ砕けて地に落ちた。

			　絶望と失望でうずくまりながら日々を過ごし、それでも世界を恨まないようにした。

			　彼女とすごした日々はよかった。

			　花は綺麗で空は青くて、白い雲は輝いていた。

			　彼女と食べたパンが好きだ。

			　彼女と見つめた虹が好きだ。

			　彼女と過ごした世界が好きだ。

			　レリクスたちと過ごした日々も、悪いものではなかった。むしろ楽しいものだった。

			　世界はよいのだ。すばらしいのだ。

			　そんな風に言い聞かせ、絶望に囚われるのを防ごうとした。

			　しかし壊れてしまった心は、ネクロの心を徐々に狂わせ――。

			　肉体的にはいつ倒れてもおかしくないダメージを受けたネクロは、朦朧とする意識で問いかけた。

			（ねぇ……レイン＝カーティスくん）

			（なんだ……？）

			（もしキミがボクの立ち位置にいたら、同じことをしていないと言えるかい……？）

			　レインに拳を放つがよけられ、カウンターをみぞおちに受ける。

			　よろめいたところに、レインの言葉。

			（そうなった時にどうなるかなんて、そうなってみないとわからねぇよ）

			（そうか……）

			（それでもなにか、言うとするなら）

			（するなら……？）

			（父さんやリリーナがオマエの立場に立ってたら、オマエはいったいどうしてた？）

			（なるほど……それは…………）

			　レインの拳が、ネクロの胸板に刺さる。

			　ぐらりと前のめりになったネクロは、思った。

			　

			（命に代えても、止めてるねぇ……）

			　

			　倒れかけたネクロを、レインは咄嗟に腕で支えた。

			　決着である。

		

	
		
			　

			vsネクロ。決着編

			　

			　戦いは終わった。

			　父さんやオレは、座らされたネクロを見つめる。今さら抵抗はしないと思うが、念のために縛っている。

			（ひしっ………。）

			　オレのことが心配で仕方なかったらしいマリナが、オレの脇腹あたりにくっついてくる。

			　父さんが言った。

			「どうするべきかのぅ……」

			「公的な機関に引き渡したら、どうなりますか？」

			「よくて死罪。悪くて死ぬまで実験の材料じゃろうな」

			「実験の……ですか」

			「死霊術士は、ただでさえ珍しいからのぅ。

			　特にネクロは、大陸の中でも随一の使い手じゃ。

			　調べてみたい輩は多いじゃろうて」

			「そうですか……」

			　それを聞くと心が重い。

			　ネクロはけっして、悪人ではなかった。

			　ただ悲しみに押し潰されて、心を壊してしまっただけだ。

			　もしも逆の立場なら、オレもどうなっていたかわからない。

			　恋人がマリナしかいない世界で、マリナが死んでしまったら――。

			　本当に……わからないのだ。

			　けれども、だけど。

			　ネクロは、リリーナを――。

			　考えていると声がした。

			　

			「わたしも話に混ぜてはくれんか？」

			　

			　聞いた覚えのある声だ。

			　というより、今思いだしていた声だ。

			　振り返って見る。

			　そこにいたのは、まさしく――。

			「リリーナ……?!」

			「ああ、わたしだ」

			　そこにいたのは、まさしくリリーナ。

			　けれども、様子が変わっていた。

			　単純な雰囲気やまとっている空気感は変わっていない。

			　しかし誰がどう見ても、まったくの別物と言える変化があった。

			　それは即ち――。

			「縮んでる……？」

			　身長一四〇に届いているかどうかも怪しいほどに、ミニミニとした姿になっている。

			　これは恐らく、ミリリより小さい。

			「っていうか、どうして……？　ネクロの攻撃で、バラバラになったはずじゃ……」

			「わたしは治癒のエキスパートだからな。四散した程度なら、回復魔法でなんとかできる」

			　ええー……。

			「ななっ、なんだ、その顔は！

			　念のために言っておくがな、灰になったら再生できんぞ?!

			　しかも体内の魔力を、七割近くも消費している！

			　ゆえに短期間で連続再生することは不可能であるし、同じ魔法を他者にかけてやることもできん！　その程度の不自由な魔法なら、修業を積めば誰にでもできる！」

			「そうなんですか……？　父さん」

			「ワシは無理じゃぞ……」

			「ボクも手足ぐらいなら再生できるけど、四散したらさすがに無理だね……」

			「クウウッ……！」

			　ロリ化したリリーナ――略してロリリーナは、歯噛みして悔しがった。

			　もっとも、これは仕方ない。

			　父さんの仲間ということは、どこかおかしいとイコールである。

			　父さんの仲間で治癒魔法のエキスパートともなれば、バラバラになった状態から再生できるぐらいは当然ということだ。

			　っていうかホント、規格外れすぎるでしょう。

			　父さんの仲間の英雄の人たち。

			「いずれにしても、わたしが生きていたのだ。この件は、わたしに預からせてほしい」

			「まぁ……リリーナが言うなら」

			「ワシとしても、息子のレインとおヌシが言うなら、それで構わん」

			「礼を言う」

			　リリーナは、ネクロにざっざと近寄った。

			　ネクロは覚悟を決めたかのように、瞳を閉じる。

			　リリーナは、ネクロの頭をげんこつでぶん殴った。

			　そして――。

			「以上だ。今後また狂いそうになったら、わたしのところに話をしにこい。

			　それでなお狂いそうなら、その時こそは介錯してやる」

			「それで……いいのかい？」

			「わたしは貴様の友人だ」

			　それだけ言ったリリーナは、オレたちのほうを見た。

			「わたしからは以上だ。この判断に不満があるなら、キミたちのほうで個人的にやってくれ」

			「あなたに任せると言いました。ですから二言はありません」

			（ぎゅっ………。）

			　オレが言うと、マリナはオレにくっつく力を強めた。

			　オレに同意する時の合図だ。

			「ワシはどうせ、おヌシであればそう言うと思っていたから『任せる』と言ったところがあるからのぅ」

			　父さんも、白いヒゲをさする。

			「よし」

			　リリーナは、ネクロの縄を解いた。

			　ネクロは、乾いた笑い声をもらした。

			「ハハハハ。甘いなぁ……キミたち」

			　仰向けに倒れ、手の甲で目元を押さえる。

			「キミたちがそんなだからボクは……世界もキミたちのことも、大好きなんじゃないか……」

			　溢れた涙がこめかみを伝った。

		

	
		
			　

			相変わらずなレリクス父さん。

			　

			　完全に決着がついたオレたちは、暗黒領域をでることにした。

			　魔力も体力も尽きているらしいネクロは、父さんにおぶさる。

			　そうしてここは、基本的にダンジョンのようなものである。

			　スケルトンやグールは普通にでてくる。

			　だが父さんが、ギロと一睨みすると――。

			（バチュンッ！）

			　スケルトンの頭部が砕け、グールの胸元に風穴があいた。

			　いくら相手が雑魚とはいえ、にらむだけで討伐できるのは流石だ(おかしい)。

			　まぁでも、父さんなので仕方ない。

			「さすがだねぇ……レリクス」

			　父さんにおんぶしているネクロが、自身の人差し指をかじった。

			　軽く振るって飛沫を飛ばす。

			　ブラッドスケルトンが八体でてきた。

			「魔力がほとんど切れちゃってるから、この程度しか出せないけど……」

			　しかしレベルは、一体あたり70だ。

			　今年の生徒が使役している中で一番強い奴(ど)隷(れい)であるリンのレベルが52と言えば、十分すぎることがわかるだろう。

			　しかし父さんの仲間であるなら、魔力切れでもこの程度はできて当然という感じがしてくるから不思議だ。

			　出口と思わしき光が見えた。

			　土がぼこりと盛りあがる。白骨化した手がでてくる。生きながらにして墓穴の中に葬られた死者が這いでてくるかのような禍々しい雰囲気を放ちながら現れるのは――。

			　

			　ガシャドクロ。

			　一軒家ほどにも大きい、巨大なるガイコツ。

			　心臓の位置にある紫色の魔水晶が、モンスターであることを示している。

			　レベルは７２５０。

			　平時であれば、なんということのない相手。

			　しかし疲労している今だと――。

			　なんて考えていたら、父さんが殺ってくれました。

			　ネクロを背負ったままでギロとにらむと、肩と脇腹のあたりが爆散。

			　続いてツイッと右手を伸ばすと頭部が爆散。

			　八メートルの巨体は、なんということもなく崩れ落ちました。

			「魔竜との戦いで受けた古傷の関係で、本気をだすことができないんですよね……？」

			「だしておらんじゃろ？」

			「……」

			　規格外れにもほどがある。

			　外にでた。

			　ネクロは父さんの背からおりる。

			「これからどうするつもりだ？　ネクロ」

			「彼女がいなくて辛いんじゃない。いてくれて温かかったんだ。

			　そんな風に思えるようになりたい。だから彼女との、思い出の場所を回りたいと思う」

			「そうか」

			「安心してくれ――なんて言える立場じゃないけど、安心してくれ。

			　こんなボクを友人と呼んでくれた相手を、二回も裏切ることはない」

			「そこについては信頼している。キミはウソをつく男ではない。大切なことを伏せることはあるがな」

			　リリーナは、苦笑しつつもそう言った。

			　ネクロと拳を突つき合わせる。

			「それでは、またいつか」

			「またいつか」

			　そしてネクロは去っていく。

			　その背はとても爽やかだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ご主人さまあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

			　学園の敷地に戻ると、ミリリが飛びついてきた。

			「とっても心配したですにゃあ。ミリリは心配したですにゃあ！」

			「ごめんなぁ、ミリリ」

			　オレはミリリの頭を撫でた。

			「はにゃあぁん……」

			　ミリリは涙ぐみつつも、オレのなでなでを受け入れた。

			　ミーユやカレンにリンとも順番に抱擁する。

			「いつの間にやら、すごいことになっておったのじゃのぅ」

			「はい、まぁ、色々とありまして」

			「まぁ、お互いの同意が取れておるならよかろう」

			「ありがとうございます」

			「しかし付き合いを深めた以上、裏切ることは許さぬぞ？」

			　鋭い目つきと声音で言われた。

			　もしもオレがみんなを裏切ったりしたら、撲殺ぐらいはされそうだ。

			　だがしかし、裏切らなければいい話。

			　オレは父さんの目を見て、まっすぐに言った。

			「はい！」

			「うむ！」

			　父さんは、快活の笑顔でうなずいた。

			　その日は、ひさしぶりに親子ですごした。

			　七英雄最強とも名高い父さんがきたということで、学園が騒ぎになったりもした。

			　ファンであるという少女や少年に囲まれて、強くなる秘訣や手合せの申し出。

			　逸話の数々が事実なのかどうかの会話をしていた。

			　父さんの話は、劇や本にもまとめられているのだ。

			「レリクスさんのお話は、劇で何回も見ました。いったいどこまでが本当なのでしょうか？

			　十歳のころに、五〇〇人の盗賊団を壊滅させたとあるんですが……」

			「それはウソじゃな。実際は、二〇〇人ぐらいしかおらんかったはずじゃ」

			「二〇〇人はいたんですか?!」

			「騎士団に引き渡した時の報酬が、そのぐらいじゃったからのぅ」

			「それでは二十歳のころに、三〇〇〇人いる傭兵部隊と戦って撃退したっていうお話は……」

			「やはりウソじゃの」

			　質問をした少年は、息を詰めて答えを待った。

			　五〇〇人が二〇〇人であったというなら、三〇〇〇人は一〇〇〇人前後ということに――。

			　と思ったら、父さんは言った。

			「五〇〇〇人ぐらいじゃった」

			「「「ええーーーーーーーーーーっ?!」」」

			「そうは言っても、実際に倒したのは七〇〇人ぐらいじゃ。

			　残りは勝手に敗走していったからの」

			　ひとりで七〇〇人を倒しているだけでもかなりのものだが、父さんの感覚では普通であった。

			　あまりにぶっ飛んでいたせいで、半信半疑な者もでてきた。

			　しかしオレをチラりと見ると、すぐにうなずき父さんを信じた。

			「レインの父さんだもんな……」

			「レインくんのお父さんだもんね……」

			「レインくんのお父さんなら、それぐらいできて当然か……」

			　オレが基準になっているだとっ?!

			　父さんのことは尊敬してるが、これはちょっと腑に落ちないっ！！！

		

	
		
			　

			マリナがいつも通りなら、オレもいつも通りです。

			　

			　父さんと食事を取ったりもした。

			　そこそこ広いテーブルの手前に座る。ジュウタンの上に直接だ。

			「よい部屋じゃのぅ」

			「一応、学園で成績上位なんで」

			「さすがはワシの息子じゃ」

			　父さんは、相好を崩した。

			　ダメなオレならダメなオレで気にしないでくれる父さんだけど、いいオレだったらいいオレで褒めてくれる。

			「あ……あの……」

			　ミリリが、父さんのそばに近寄った。

			「わたくし……ご主人さまに仕えさせていただいている、ミリリと申します……にゃあ」

			　三つ指をついて土下座する。

		

	
		
			[image: p302.jpg]
		

	
		
			「ミリリ?!」

			「ご主人さまのお父さまでしたら、粗相がないようにと思いまして……」

			「それはありがたいけど、土下座まではしなくていいよ?!」

			「ももももっ、申し訳ないです……にゃあ！」

			　今度のミリリは、オレのほうに土下座した。

			「だからやんなくていいって！」

			「みゅうぅ……」

			　顔をあげたミリリだが、しょんぼりと落ち込んでいた。

			　愛らしいネコミミもふんにょりと垂れている。

			　オレは頭を撫でてやる。

			「はにゃっ……」

			　アゴの下もこちょこちょ撫でた。

			「はにゃあぁ……？」

			　しおれていた耳も尻尾も、ひょこっと立った。

			「ご主人さみゃぁ……♥」

			　とろけた顔で抱きついて、すりすりと頬ずりしてきた。

			　かわいい。

			　おっぱいも気持ちいい。

			　背丈は小さいミリリだが、胸はかなりあるほうなのだ。

			（くい、くい）

			　カレンがオレの服の裾を引っ張り、こしょこしょと耳打ちしてきた。

			（アタシもあいさつしたほうがいいぜな？）

			「どっちでもいいけど？」

			「わかったぜな！」

			　カレンは父さんの近くへ行くと、胸に手を当てて言った。

			「アタシの名前はカレンだぜな！　レインの一番奴(ど)隷(れい)だぜなっ！」

			「はい！　カレンさまは、ミリリのおねぇさん的奴(ど)隷(れい)です！」

			　オレの膝の上に乗っていたミリリが、両手を握って力説していた。

			　戻ってきたカレン、立ったまま言ってくる。

			「あいさつしてきたぜなっ！」

			「うん」

			「してきたぜなっ！」

			「わかるよ」

			　カレンは、んーと口を閉じると、四つん這いになってきた。

			　顔をかなりの距離まで近づけ、怒った感じで言ってくる。

			「し・て・き・た・ぜ・な」

			（はにゃっ！）

			　ミリリが察した。

			　オレの上から素早く降りる。

			　カレンを姉のように慕っているが、実際の対応はミリリのほうが年上である。

			「ぜなあぁ～～～～～♪♪♪」

			　しかしオレが頭を撫でてやると抱きついてくるのは、どちらも同じだ。

			　違うところは、おっぱいの大きさぐらいだろうか。

			　ミリリもかなり大きいほうだが、カレンには劣る。

			　ＣとＤの中間ぐらいがミリリだとすれば、確実にＦはあるのがカレンだ。

			　ちなみにマリナはふたりを凌(しの)ぐ。

			　一言で言うと、えっちぃ。

			　二言で言えば、すごくえっちぃ。

			　そんなマリナはどういうわけか、父さんのところにいた。

			「わたし、マリナ。」

			「知っておる」

			「レインのことが、とても………好き。」

			「それも知っておる」

			「大きくなったら、レインのお嫁さんになりたい………♥」

			「そう思っておることも、知っておる」

			　父さんは、にこやかに返した。

			　そしてマリナがてこてこてと、四つん這いでやってくる。

			「レイン。」

			「うん」

			「わたし、自己紹介した。」

			「うん」

			「………。」

			「……」

			「………………。」

			　求めているものはわかっているが、ついついいじわるしてしまう。

			　やがてマリナは、さびしそうに言った。

			「だっこ………。」

			「うん」

			　オレはマリナをハグしてやった。

			　ミーユとリンにロリ化したリリーナが、ほんのりと頬を染めた。

			「かっ……カンチガイするなよ！

			　ボクは立場ある人間だから、立場ある相手にはちゃんとあいさつするだけだからな！」

			「わたくしも……マスターがあいさつをするとおっしゃるのであれば……」

			「わたしもわたしも、命の恩人であればあいさつをするのがスジであると思う！」

			「そちらの金髪と黒髪のお嬢ちゃんはともかく、おヌシのことは二〇年以上前から知っておるのじゃが……」

			「まままま、まぁ、よいではないか！　よいではないか！」

			「っていうか、お嬢ちゃんって、お嬢ちゃんって。えっ?!　えっ?!」

			　ミーユが自身の胸元や脇腹をパタパタと叩いた。

			　表向きは男ということで通っているし、今も男装しているのがミーユだ。

			「違ったのか？」

			「違いません……けど、どうして……？」

			「見ればわかるじゃろ？」

			「見れば……」

			　ミーユはしゅうんっと落ち込んだ。

			　リリーナが、ミーユの肩を叩いて言った。

			「レリクスは、姿どころか音や気配も完全に消せるＳ級モンスターのエルダーカメレオンですら『見ればわかる』と倒した男だ。気にしても仕方ないぞ」

			「はい……」

			　リリーナは、そんな風に慰めた。

			　しかし当のリリーナ自身、ミーユの男装はあっさりと見破っている。

			　ただし父さんと違い、『これほどに整った顔立ちであるのにわたしがなにも感じないということは、少年ではないということだ』といった、極まった変態的洞察力の賜物だ。

			　つまりリリーナの少年を見る目は、Ｓ級モンスターを軽く見破る父さんの眼力に匹敵しているということになる。

			「それではワシは、このへんで帰るとしておこう」

			「そうですか」

			「色々と忙しいじゃろうが、息子のおヌシが定期的に顔をだしてくれるとうれしく思うぞ。息子のおヌシが」

			「オレも、父さんのところには定期的に顔をだしたいと思います」

			「うむ」

			　父さんの顔がゆるりとほころぶ。

			　父と子というより祖父と孫みたいな感じもあるが、心地いいことに変わりはない。

			　転移ドアを抜ける姿を、手を振って見送った。

			（………。）

			　マリナが背中にくっついてきた。

			　ほっぺもチロッと舐めてくる。

			（ふたりきり………♪）

			「ミリリもカレンもミーユもリンもリリーナもいるんだけど……」

			（みんなそろって、ひとりなところもある………♪）

			　まったく理屈になってなかった。

			　だがしかし、背中で潰れるおっぱいは、どうでもいいよと言ってくる。

			　同じ突っ込みであるならば、気持ちいいほうに突っ込みたい。

			　っていうかマリナが、考える隙を与えてくれない。

			　細くしなやかな指が印象的で美しい右手をオレのズボンの中に入れ、欲望を司る欲棒さんを握ってくる。

			「………えっち。」

			　握ってるマリナには言われたくないと思う反面、否定もできないコトになっているのも事実。

			　マリナの右手がシュッシュと動き、欲棒さんを刺激してくる。

			　マリナはしなやかな指をぺろりと舐めると、天然の淫靡さを携えて言った。

			「おふろ………入ってくる。」

			「ダメ」

			「えっ………？」

			　腕を引っ張り寝室に連れ込む。ベッドの上にどさっと寝かせ、スカートの中に顔を突っ込む。

			「あっ………。」

			「待って………。」

			「汗と………におい………。」

			「だめ………。だめ………。ああっ………！」

			　マリナは抗っていたが、構わずにやった。

			　唇に吸いつき胸を揉む。乳首を吸って指を下半身に挿れる。

			　くちゅくちゅくちゅ。やらしい音をたっぷり立てさせ、愛液で濡れた指をマリナの口の中に入れた。

			「こんなにしといてダメとかないだろ」

			「んんっ………。」

			　マリナは恥ずかしそうに頬を染めるが、抗うことなく本番を受け入れた。

			　マリナとのコトが終わると、お風呂に入っていたみんながでてきた。

			　当然やった。

			　ミーユとミリリにリンともやったし、カレンにはパイズリをさせた。

			　メインとなったのはリリーナだ。

			　ロリ化している体の大切なところに指を入れ、大きさを確かめる。

			　大丈夫そうなことを確認してから、おいしくいただかせてもらった。

			　処女膜も再生していたが、当然突き破った。

			　

			　オレの恋人たちは最高だぜ！

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　こんにちは。作者のｋｔ60です。

			　量産型ｋｔの60番目です。

			　今回は、『規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士』を手に取っていただきありがとうございました。

			　この作品のモチーフは、『封神演義』という小説と、『物理さんで無双してたらモテモテになりました』であったりします。

			『封神演義』は一見するとわかりにくいのですが、原作小説か、ジャンプで漫画化されたものを見ますと、「ああ、なるほど。確かにちょっと入ってるね」とわかるかと思います。

			『物理さんで無双してたらモテモテになりました』は、作者の前作となります。

			　タイトルの通り、物理攻撃で無双する主人公の作品です。

			　ただそれゆえに、戦闘コマンドが「普通に殴る」、「加減して殴る」、「本気で殴る」などしかありません。

			　それがすこしさびしかったので、今度は魔法を使える主人公にしました。

			（世界観の繋がりなどは考えておりません）

			　そういう設定で書いたため、基本的な設定はレインさんと似ています。

			　具体的にはエロいです。

			　最初期は比較的まともですが、一巻目の途中で五人とヤッてからはひどくなります。自分に惚(ほ)れている女の子を、隙あらばヤります。

			　そんな作品なんですが――。

			　

			　コミカライズいたしました。

			　

			　五人との乱交シーンも、再現されていました。

			　かわいいヒロインの乳首を吸ったり、マリナにも匹敵する巨乳ヒロインの乳首ちゃんにデコピンしたりしています。

			　２０１７年５月22日より、全国で発売されます（ＫＡＤＯＫＡＷＡ刊）。

			　書店さんで買っていただくとありがたいですが、なかったときはアマゾンさんや、とらのあなさんなどの通販をお使いください。

			『規格外れ』を楽しめたかたなら、確実に楽しめるかと思います。

		

	
		
			ｋｔ60（ケーティーロクジュウ）
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